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　　プロローグ．？？？







　意識は常に混こん濁だくしている。

　こうして、ふとした瞬しゆん間かんに自我を取り戻もどすことはあっても、それは夢を見ているようなもの。

　永遠に近い微睡まどろみの中、思い出したように浮かび上がる明めい晰せきな思考は、しかしまた泥どろのような眠ねむりに沈しずむはず。

　取り戻した私は、私がそう願ったように、すぐさま消えるだろうさ。

　とはいえ、永遠に近い微睡みの中で、こうして夢の中のような起き床しようを果たしてしまった以上は、ちょっと動いてみようかね。

　てゆーか、ここはどこなんだい。

　以前に意識を取り戻した時は、妙みように達観した表情の同行者がいたはずさね。しかしその姿は見当たらず、私は暗い森をただ歩いているだけに思える。

　さっきまで私は一体なにをしていたんだか。

　混濁した思考。思い出せない過去。泥に沈んでしまったそれを一つ一つ洗い出そうとしてみても、こんな使い物にならない身体からだの記き憶おくなど、大した情報にもなりゃしないさね。

　普ふ段だんの私は、私が誰だれかも知らないのだろうしさ。

　以前は、こんな私と同行する、物好きな連れ合いがいたはずだが、かすんだ瞳ひとみにはその姿はどこにも映ってないね。たまたまどこかへ行ってしまったのか、それとも別れてしまったのか。てゆーか、以前の覚かく醒せいからどれだけ経たってるのかもわからんのだから、連れ合いの行方ゆくえなど知るはずもないんさね。

　身体は重い。

　全盛期とどちらが良いか。確かにあの頃ころは全身に活力が満ちていたが、だからといってそれは最初から振ふるい方もわからず、嫌いやな方向に暴れ続けていた。かといって今のごとく、鉛なまりのような身体をずりずり引きずる惨みじめさを幸福とは思えない。

　どんな生き方をしてもくだらない私は、どうすりゃいいんだろうかね。

　そんな面めん倒どうくさいことを考えたくないから、混濁の中に身を沈め、考えることすらやめたってのに、ふとしたことでつながる私なんて、大だいっ嫌きらいなのさ。

　ん。

　多分まあ、あっちなんだろう。

　重い身体を引きずって向かうのは、街かい道どうの先。果ては見えないが、きっとこの身体が向かおうとしていた場所に着くはずさ。

　思い出したくもないことは、思い出さなくていい。

　こうして考え続ける独白も、いずれ腐ふ肉にくのごとき泥どろに沈しずんで、すぐになにも考えられなくなっていく。

　一歩、踏ふみ出した足が、悲しいほどに重くて。

　それは生きるということに、とてもよく似ている気がした。

　私が生きることを語るだなんて、それこそ騙かたりでしかないがねえ。













　　一人目．ゾンビ







　これはどうしたものか、とエイク・ウェルドランは思う。

「あうー」

　夜の懺ざん悔げ室。人でないものたちから懺悔を受ける、見習い神父の懺悔室。

　しかしエイクの人ひと柄がらゆえか、そもそも人じん外がいたちに懺悔する気などないのか、懺悔室は相談室へと変わり、語られることは懺悔ではなく愚ぐ痴ちや悩なやみばかり。それでもエイクは、見習いなりに様々なものたちの声を聞いてきたつもりだ。

　修道女になりたいサキュバス。愛馬のことで悩むデュラハンに、家を追われたシルキー。騒そう動どうを巻き起こそうとした守しゆ護ご竜りゆうや、空腹のスフィンクス。

「あう。あうー。あうあうあ」

　いや、そこまで深刻なものばかりでもない。最近は常連の中に、愚痴をこぼすヴァーバンシーのほか、守護竜を返せと代わる代わる要求してくるウンディーネたちが加わった。近所に住む妖よう精せいや精せい霊れいはどうでもいいことで一々やって来るし、かと思えば前述のサキュバスの姉たちが、暇ひまなのか度たび々たび寝しん所じよを訪おとずれるようになってしまった。

「あう？　あう……あーうー！」

　そうした声に一つ一つ耳を傾かたむけ、可能な限りのことをする。

　聖職者を志望するエイクの、それが今の修しゆ行ぎようである、のだが。

「今度ばかりはどうしたものでしょうかね？」

「あう」

　懺悔を聞かねばならないはずのエイクが、逆に仕切られた格こう子しの向こうに声をかけた。本来、エイクが弱音を吐はいてはならないのだが、今度ばかりはさすがに泣きたくなる。

　返事は、簡潔な二文字。

「ええと……失礼しました。ご相談を伺うかがっても？」

「あうあう！　あうー！　あうあう！」

「申し訳ありません。言葉がわからないのですが……懺悔室の客人ということで、よろしいんですよね？」

「あう！」

　肯こう定てい、したような気もするが、わからない。

　さっきからこの調子。なにを尋たずねても、返答が意味をなしていない。一応、こちらの言葉は理解しているようなのだが、それに対する返事は回らない舌によるもの。

　それもやむなしではある、とエイクは思う。なにしろ今日の客人は、身体からだを自由に動かすことすら困難に見えた。翼つばさや尾おを持ち、人間にないそれらの器官を自在に動かすサキュバスやドラゴンとは、また一線を画す。

　人じん外がいは人外でも、彼女は元々は人である、と見えた。

「ええっと……もう一度、お名前を伺うかがってもよろしいでしょうか」

「あう？　める！」

　自分の名前だけはどうにか発音できるらしい。

「メルさん。外見からは、生ける死体リビングデツドの方とお見受けしますが」

「あー」

「本来なら、懺ざん悔げ室でのお話は秘密。僕とメルさんだけのことにしたいのですが、ちょっとこの場だけでの意思疎そ通つうが困難そうなので……少し外に出てもらって、修道女ともお話ししてもらってもいいでしょうか？　あるいはもっと時間が必要かもしれませんし、教会に逗とう留りゆうしていただくことになるかもしれませんが……」

　エイクが言い終わらないうちに、仕切りの向こうからがっこんがっこんと音がする。メルがその不自由な身体で外に出ようとしているらしい。間ま違ちがいなく、こちらの言葉は通じている。

　問題はその理解度だ。

　最後まで聞かないうちに外に出ようとした。つまり外に出てほしい、という意図は伝わっているのだが、他ほかの部分まで耳を貸していない可能性がある。その理性がどこまで働いているかは不明ながら、とても完全な意思疎通ができているとは思えなかった。

「エイク様？」

「はい。シスター・シルヴァ。今出ます」

　エイクも懺悔室の外へ出ると、佇たたずんでいたのは清せい楚そな修道女。懺悔室の手伝いをもう幾いく度どとなくこなし、常連にもすっかり顔を覚えてもらえている、シルヴァンシアだ。

　相変わらず、ベールを被かぶって優やさしく微笑ほほえむその様子だけなら、とても模も範はん的な修道女である。

　彼女は手にした燭しよく台だいでもって、懺悔室から出て来たエイクを照らす。そして同時に、死者であるメルの姿も照らされる。下方から蠟ろう燭そくで照らされた生ける死者の姿は、率そつ直ちよくに言って少し、怖こわい。

「改めて。エイクと申します、メルさん」

「あ、う」

　前方に突つき出した腕うで。ふらふらとした足取り。

　全身は比ひ較かく的新しい包帯で覆おおわれているので、死体を意識させる部分は少ない。が、包帯の隙すき間まから覗のぞく青白い皮ひ膚ふと、なにもない空くう洞どうの眼がん窩か──おそらく眼球が腐くさって失われたのだろう──は死体のそれだ。身体が硬こう直ちよくしているのか、足取りは緩かん慢まん。そもそもつま先と顔の向きが微び妙みようにずれていて、包帯の巻かれた顔からはなにを考えているかわからない。

　長い髪かみや、曲線を持つ体つきから、女性であることはどうにか判別できる。しかし彼女の外見から得られる情報はそれくらいで、あとはメルが何ものであるか教えてくれるものはない。

　彼女は、エイクたちが夕食を終えた頃ころ、教会の前で倒たおれているのをヘルミーネに発見された。最初は力尽つきた旅人かとも思われたが、その風ふう貌ぼうが明らかに人じん外がいなうえ、倒れていたのは力尽きたからでなく、道で転んでしまって上手うまく起き上がれなかったのが理由らしい。

　だんだんと春が近づき、ジェント周辺で積もった雪もようやく解けていた頃だったから良かったものの。これが真冬であったら、彼女は発見されずに雪に埋うずもれていたかもしれなかった。

　人外が偶ぐう然ぜん、教会の前で行き倒れている可能性は低いだろう。わざわざ教会にやって来る理由など一つしかない。そんなわけで、本人と意思疎そ通つうができないまま、今日の懺ざん悔げ室、最初の客人と判断したエイクだったのだが。

「エイク様。死んでいる方のようですけれど、その、失礼かもしれませんが、あまり匂においがいたしませんわね？」

「屍し蠟ろう化かもしれません。死体が、保存環かん境きようによって蠟のような状態になることがあるそうです。とある島では、何故なぜか死体が腐くさりにくく、多くが屍蠟化してしまうとか。不死人の島だなどと言う者もいるようですが、学者によれば土中の成分による可能性があると」

　腐らない死体。

　このメルと名乗る不死者も、そうした環境下で生まれたのかもしれない。が、死体が腐らないことこそ不死者の証あかしだという者もおり、この辺りは学者でも意見が分かれるところだ。どちらにしても、腐ふ敗はいしない死体というのは稀け有うな状態で、見かけることも少ない。となれば、別の可能性もあるだろう。

　エイクは再び、メルをよく観察する。全身の組織が蠟化しているなら、そもそも一いつ切さい行動することもできないはずだが、その辺りの仕組みはどうなっているのか。包帯にその秘密が隠かくされているのかもしれないが、さすがに死体とはいえ、女性の身につける布を取り払はらうのは失礼にあたる、と思う。

　死者を生者のごとく動かすとすれば、それは神の意に反する邪じや法ほうだろうか。

「あう？」

「生ける死者に分類される存在は、実はかなりの種類がいます。ヴリコラカス、ヴゴドラク、ストリゴイにナハツェーラ……死んでいた者が棺ひつぎから地中から這はい出し、家族や同じ村の者を襲おそうとされています。しかし彼女にはそのような凶きよう暴ぼう性もなく、大人しいですね」

　懺悔室に、そうした復活する死者が訪おとずれたことはない。というのも、彼らは様々な手段で人を襲い、かつその凶暴性に比類がない。そもそも相談、悩なやみを持ち、懺悔室に訪れるほどの思考力がない可能性もある。野で人を襲う獣けものと同じだ。

　しかしメルは自分の名も言えるし、意思は希き薄はくだが、獣的なそれら不死者とは一線を画すように思えた。エイクは自分の中の知識を探さぐり、それに近い存在を考える。

「シスター・シルヴァ。ゾンビ……というものを聞いたことがありますか？」

「い、いえ、わたくしは存じ上げませんわ」

「僕も詳くわしくは知らないんです。遠い異国の技術だそうで、なんでも死者を呪じゆ術じゆつ師が蘇よみがえらせ、農場などの労働力として使し役えきするとか。死者でありながら術師の命めいに忠実になる。しかしこれをされることは懲ちよう罰ばつ的であり、遺族は死んだ者がゾンビにされないようなまじないを施ほどこす、とか」

　エイクもゾンビというものに詳しくないので、メルがそうであるのかは判断がつかない。

　しかし真新しい包帯を見る限りでは、彼女が常に単独で行動しているとは思えなかった。誰だれかに世話をされていた可能性がある。

「誰か、連つれ添そいがいたのかもしれません。あるいは死者をゾンビにするという術師かも」

「なんだか、旅の荷物も持っていましたものね」

　シルヴァも、頰ほおに手を当てて悩なやみ顔がおだ。相談を受ける側がわが頭を悩ませているのは、まあいつものことといえばそうなのだが、当のゾンビがぽっかり空いた眼がん窩かで闇やみを見つめているので、尚なお更さら対応に悩む。

「でもエイク様？　そうなると、相談事がおありなのはメルさんではなく、彼女のお連れの方なのでは……」

「その可能性もありますね」

　聡そう明めいなシルヴァが傍そばにいてくれるだけで、考えが進む、とエイクは思う。

「いずれにしてもきちんと話を聞いてみないことには……メルさん、少しよろしいですか？」

「あう？」

　メルの首が傾かたむく。生者ならば首の骨が折れているだろう角度であったが、本人は気にしていなさそうだ。エイクはなるべくゆっくりと、幼おさな子ごに言い聞かせるようなつもりで言葉をつないだ。

「これからいくつか質問をしますので、はい、ならば一回、いいえ、ならば二回、壁かべを叩たたいてもらえますか？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あー……あう」

　がっ、と壁を叩くメル。わかってくれたようだ。

「ありがとうございます。では、ええと、まずは」

「あう」

　がっ、がっ、となにも問わないうちから、メルはその腕うでを壁に叩きつける。何に対しての否定なのか。エイクが戸と惑まどううちに、ゾンビの少女はその動きを加速させ。

「あう。あう。あう。あう。あう。あう。あう。あう。あう。あう。あう」

　がっ。がっ。がっ。がっ。がっ。がっ。がっ。がっ。がっ。がっ。がっ。

　止める暇いとまもない。

　メルはひたすら、自分の腕うでを壁かべに叩たたきつけ始めた。それほどの勢いであれば痛みが走りそうなものだが、死体であるメルは気にしない。

「あうあうあうあうあうあうあう」

　がっがっがっがっがっがっがっべりりっ。

　こちらの言葉を正確に理解せず、壁を叩く、という部分だけに応じたのだとエイクが気付いた時は、もう遅おそい。エイクの目の前で、おそらく負荷を与あたえすぎたのだろう、メルの右腕が妙みような音を立ててちぎれて落ちた。

　ひゃっ、とシルヴァが悲鳴をあげる。エイクもあまりのことに思考が停止した。

「あうー……」

　包帯の巻かれたその青白い腕が落ちるのを見て、エイクは彼女との意思疎そ通つうの難易度を知る。メルは自分の身体からだが壊こわれたことは理解しているのか、ちぎれた腕をもう一方の手で拾い上げ、不思議そうに眺ながめていた。

　落ち着け、イザーナの首も似たようなものだとエイクは自分を叱しつ咤たするが、真ま面じ目めな女騎き士しと奇き行こうに走るゾンビはどうしても同様に考えられない。

　ややあって、エイクは頼たよるような顔で、シルヴァに目を向ける。

「……治せますかね、シスター・シルヴァ」

「は、針と糸が通るなら」

　頭を抱かかえながら傍かたわらの修道女を見ると、彼女の浮かべる笑えみも、若じやつ干かんひきつってしまっているのだった。




　とりあえずその日の晩は、メルを教会に泊とめることになった。目を離はなすとなにをしでかすかわからないが、一応は女性であることを考こう慮りよして、シルヴァの部屋に泊まらせることにした。なにもないとは思うが、もし生ける死体の伝承のごとく暴れだしたら、と思ったエイクは、守しゆ護ご竜りゆうアザンレニュイもシルヴァの部屋で寝ねてもらうよう計らう。

　冬の間は暖だん炉ろの前から頑がんとして動かなかったレニュイだが、最近ようやく暖かくなってきたためか、元気を取り戻もどしているようにも思えた。

　しかし、一晩何事もなく。

　シルヴァによれば、メルは夜通し、部屋の隅すみでぼうっと立っているだけだったとのこと。死体だから眠ねむる必要もないのかもしれない。

　エイクも文ぶん献けんを探してみたが、なにしろゾンビは遠い異国の呪じゆ術じゆつであり、教会の書庫での情報はないに等しかった。以前なにかの本でわずかに読みかじったくらいで、その本がどれだったかも覚えていない。フォーグスにも聞いてみたが、記き憶おくにはないらしかった。

　ドラゴン以上に記述が少ないとなると、やはりメルから直接話を聞くしかないのだろうか。

　朝になると、まずエイクは、ヘルミーネに荷物を調べてもらうことにした。倒たおれていたメルが肩かたから掛かけていた中型の布ぬの袋ぶくろには、色々なものが入っていたからだ。メルの素す性じようが判明するものもあるかもしれない。

「それは構いませんですが」

　モップ片手のヘルミーネは淡たん々たんと答える。

「勝手に調べていいのでありますか？　あの脳みそまで腐くさっていそうな死体の荷物とは限らないでありますです。もしや盗とう品ひんかも」

「メルさんはあの通り動きが緩かん慢まんですから、盗ぬすむのは難しそうですね」

　むしろ、ここに至る道程で荷を盗まれなかったことのほうが驚おどろきだ。金かね目めのものを持っているように見えなかったか、でなければやはり頼たよりになる同行者がいたと見るべきだろう。

「一応、メルさんの許可は取ってあります」

「許可……」

「あう。あーう？」

　ヘルミーネが少し呆あきれた様子で見やるのは、食堂の椅い子すに座っているメルだ。今は大人しくシルヴァにされるがまま。一方のシルヴァは、昨晩取れてしまったメルの腕うでを、針と糸を使ってつなげようとしている。

「荷物の主があの調子で、許可、でありますですか」

「本当に、返す言葉もないんですが……頼たのまれてもらえませんか」

「仕方ありませんですね。検分してみますです」

　教会に居つく手伝い妖よう精せいは、快くとはいかないまでも、どうにか引き受けてくれる。荷物の中に妙みようなものがあったら彼女が教えてくれるだろう。

　食堂を出て行くヘルミーネ。さて、とエイクは肩かたを回す。彼女が検分してくれる間、エイクはメルから話を聞かなければならない。昨日の夜のようなことを幾いく度ども繰くり返すしかないのだろうな、と思う。

　もっと良い方法があれば、と願うが、それを思いつけば苦労しない。

　以前も、愛馬を心配するイザーナや、川を遡さかのぼって来たシーサーペントの相談を受けたことがある。しかし前者は、見方を変えればすぐに解決したことだし、後者は言葉が喋しやべれなかっただけで非常に高い知能を持った存在だった。

　メルとはまた違ちがうケースだ。

「シスター・シルヴァ。腕はどうですか？」

「あ、はいエイク様。それが、メルさんを色々と調べているのですけれど、どうもこの腕、最初からつながっていなかったみたいですわね」

「……はい？」

　メルの腕に巻かれている包帯に、針糸を通していくシルヴァ。すすす、と淀よどみないその指先は針仕事の経験がある人物のそれだ。これもまた、淫いん魔まとして教わったものだろうか。

「メルさん、関節部位がバラバラなのですわ。それを包帯で巻いて支えている、といったところだと思いますわ。そうなると、身体からだが固まっていても関節は動かせますから」

「そ、そういう仕組みでしたか」

　どうやらちぎれたのは腕うでではなく、身体に巻かれた包帯のほうらしかった。普ふ通つうに考えれば包帯で支えても、分割されている腕を動かせるわけはないのだが、そんなことを言い出せばそもそも死体が動くわけがないのだ。

　関節のバラバラな糸いと操あやつり人形を思い出す。似たようなものに思われた。

「なにか外的な作用によって、動く力を得ているのでしょうか」

「多分、そうだと思いますわ。ただ、わたくしも詳くわしくなくて……はい、終わりですわ、メルさん」

「あう！」

　包帯をつなげ終えると、メルは元気に返事をする。

　よくよく見れば、空っぽだったはずのメルの眼がん窩かに、透すき通る赤い瞳ひとみがはまっていた。驚おどろいてよく観察してみると、それはただのガラス玉に色を塗ぬっただけのもの。しかし反射する光の加減のためか、死体であるはずのメルの顔に不思議な表情を与あたえていた。

「この瞳は……？」

「あ、はい。先日市場で買って来たものに少し細工を施ほどこしまして。だって、その、目がないと少し、怖こわいでしょう？」
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「そうでしたか。いえ、可愛かわいらしいと思いますよ」

　メルがあう、と返事をした。本人も気に入っているのかなと思う。

　シルヴァの手になるガラス玉があるだけで、印象が変わるというか、少なくとも外見からは死体らしさが払ふつ拭しよくされた気がする。

「ではメルさん。少し話をしましょうか。僕らに用事があるんですよね？」

「あう。あうあう」

　がっくん、と頷うなずく。首の動きによる肯こう定ていですら、人間の首肯とはかなり違ちがう。こちらの言葉のニュアンスまで伝わりきっているのか不安になるエイクだ。

　なお、フォーグスは今朝、メルと二、三話してはいたが、早々にコミュニケーションを諦あきらめていた。その後はエイクに一任である。元々エイクへの相談客なのだから当然だが。

「あの、エイク様、その件なのですけれど」

「なんでしょうか」

「たまたま実家からこのようなものを持って来ているのですが……お使いになります？」

　テーブルの下からシルヴァが取り出したものは、楕だ円えん形をした、そこそこ厚みのある金属の板だった。よいしょ、などと言いながらそれを食しよく卓たくの上に置くシルヴァ。

　美術品のような装そう飾しよくも各所に見られるが、目立つのは中央に書かれた文字群。この辺りで使用される一いつ般ぱん的な文字が順番に彫ほられている。下のほうにはそれぞれ肯定、否定を意味する言葉も彫られているが、それ以外はすべて一字ずつの羅ら列れつにすぎない。

　古代の石板のようにも見えるが、子供に文字を教える玩具おもちやにも見える。

「この板は？」

「ウィジャボード……あるいは単にボードなどと呼んでおりまして、占せん術じゆつに使う呪じゆ具ぐの一種ですの。こうしてコインを載のせまして」

　シルヴァは、銅貨を取り出し、金属板の上に載せた。流通している中ではかなり価値の低い貨か幣へいだ。そのまま銅貨に人差し指を載せ、すすすと動かしてみせる。呪具と言われてもピンとこないエイクであった。

「まあ、こうして質問をすると、未来予知などが可能になったり、異界のものと話ができたりする、という道具ですわ。悪あく魔まが使うと色々できますけれど、こちらで人間の方が使っても大した効果は出せないかと」

「はあ」

　地じ獄ごくの道具を易やす々やすと教会に持ち込んでもいいのか。

　そう思ったものの、既すでに淫いん魔まが修道女をやっている教会では今いま更さらという気もした。

「でも、文字が書いてあるから意思疎そ通つうには適していますわ。はい、メルさん、どうぞ」

「あー？」

　シルヴァは、まず自分の指をコインに載のせる。すると、メルもそれを見てから、ゆったりとした仕草で同じことを真似まねる。昨日から見ていてわかったことだが、どうやらメルは近くの人間の真似をしたがることが多いらしい。

　シルヴァが指を離はなす。メルも同じ仕草を真似ようとしたが、シルヴァはそれを押し留とどめた。シルヴァの命令を割と聞くのは、もう彼女に懐なついたということなのだろうか。

　指を載せそのままのメルは、しばらくボードを見て固まっていた。ガラス玉の瞳ひとみでは表情が読めない。しばらく停止していたメルに声をかけようと思った時、メルの指が動いた。

　肯こう定ていを示す言葉の上で、コインが止まる。

「……メルさん。使えそうですか？」

「あ……あうあ」

　もう一度、肯定の文字をコインでくるりと囲んでみせるメル。このボードで意思疎そ通つうをしようということは理解してくれたようだ。

　得意げなシルヴァに感謝しつつ、エイクは早さつ速そく話を聞いてみることにした。

「では、質問を。教会に来たということは相談があってのことと思うのですが、メルさん自身のご相談ですか？」

　コインが否定のほうへと移動した。

「ではやはり、お連れの方がいらっしゃると？」

　今度は肯定。

「もしかして、その人とはぐれてしまったのですか？」

　ぐるぐるぐるぐる、とコインが何度も回る。ようやく伝えたいことをわかってくれた、とばかりの動きだった。

　しかし。

「あうっ」

　一心不乱にコインを動かし、力を入れすぎてしまったのか、コインが妙みような方向へとはじけ飛んだ。音を立てて落ちるコインに気付いているのかいないのか、メルはボードの上を指でなぞり続けている。

　コインなどなくても、と思うエイクだったが、メルの指先を追っても意味のある言葉は出てこなかった。滅め茶ちや苦く茶ちやになぞっているようにも見える。

「このボードは利用できそうですが……」

「でしたら、エイク様、皆みなでやってみるのは？」

「皆？」

　シルヴァは落ちてしまったコインを拾い上げて、再びボードに載せる。そのまま自分の指をコインにあてがう。メルが見よう見真似なのか、同じように指にコインを載せたのを見て、シルヴァはゆっくり微笑ほほえんだ。

「さ、エイク様も」

「は、はあ」

　シルヴァの狙ねらいがわからないものの、エイクもコインに指を載のせる。

「軽くですわよ。お答えするのはメルさんですから、わたくしたちの指はコインが飛んでしまわないように支えるだけですわ」

「え、ええと。シルヴァさん？　わざわざコインを使わなくてもいいのでは？」

「いいえ。これは本来こうして使うのですわ」

　いつになく強気な口調のシルヴァに、エイクも気け圧おされる。この謎なぞの道具はそもそも彼女のものなので、エイクも彼女に従うしかない。

「えーと、ではメルさん、続けましょうか。ご同行している方は、どのような方ですか？」

　コインは動かない。

　エイクはなるべく、コインに載せた指に力を入れないよう気をつける。答えるのはメルなのだから、それの邪じや魔まをしては意味がない。数度の会話で、メルが鈍にぶいのも承知だ。イエスかノーで答えられる質問ではないから、少し考えているのかもしれない。

　急せかしては混乱するかもしれないと、エイクはメルが答えを出すのを待った。

　やがて。

　すすす、とコインが動く。一つの文字でぴたりと止まり、また別の文字へ。

「れ、ん……？」

「あうー」

　れん、とまで示してコインは止まった。

「れん。レン？　お名前でしょうか、エイク様？」

「なんとも言えませんね。メルさん、その人とはどうしたら会えるでしょうか？」

　またしばらく固まるメルだった。

　エイクは思う。このゾンビの少女と語らうためにまず必要なのは、おそらく忍にん耐たい力だ。急せかしたり、質問を重ねたりすると、彼女の発しようとしているわずかな言葉を受け損そこねる。

　彼女に、質問を考え、答えさせる十分な時間を与あたえねばならないのかもしれない。

「あう」

　コインが動く。

　え、から始まる文字の動きに気を遣つかう。今度は少し長く、文章になっているようだ。エイクは、一々止まる文字を読み上げていく。

「え、い、く、の、す、き、な、ひ、と、は……ん？　僕の好きな人？」

　随ずい分ぶんと的外れの文章が浮かび上がってきた。

「お、ん、な、ず、き……ええと。これは」

　思わずシルヴァを見ると、彼女は顔を赤くして首を振ふる。

「わ、わたくしじゃありませんわよ！」

　シルヴァが抗こう議ぎする。が、当然ながらエイクではありえないし、メルもこんなことは言わないだろう。誰だれがコインを動かしたかは明白だと思うのだが。

「え、エイク様誤解ですわ！　わたくし、そんなこと思っていませんもの！　相談者なら誰にでも優やさしくするとか、というか相談に来るのが人じん外がいの女性ばかりだとか、そんな風には全然！」

「思っていたんですね」

「だって、アガタさんの時もわたくし、割とのけ者で！」

　初雪が降る前後にあった、異い端たん審しん問もん官との騒そう動どうのことだろうか。

　確かにあの時は、異端審問官アガタや、他ほかの相談者に気を取られていて、シルヴァに対して配はい慮りよが欠けていた気がする。本来の姿を隠かくそうと気を張っていたのだろうし、もう少し彼女に気を遣つかえればよかったのだろうか。

　──その騒動解決のために、仮面と鞭むちで武装して戦っていたのもまたシルヴァなのだが、それを指し摘てきすればややこしくなるか。

「すみませんシスター・シルヴァ。僕も聖職者の先せん輩ぱいとして、もっと色々と教えなければなりませんでした。放ほうっておいて申し訳ありません」

「そ、そういうことではないのですけど」

「は？　では、どういう」

「とにかく、ですわ！　これはわたくしじゃなくて！」

　話の逸そらし方が強引だ。ジェシカもたまに、こういう妙みような話の逸らし方をする。

　女性というのは本当に難しい。人間を欲望で誘ゆう惑わくするサキュバスが、教会で修道女をやっているのだから、色々と困ることもあるのだろう。フォローは欠かさずにおこう、と思うエイクだ。

「このボードは降こう霊れいのためにも使いますから、周囲のゴーストに影えい響きようされたりするのですわ！　あっちへ行きなさいなあなたたち！　邪じや魔ましてはいけませんわよ！」

「すみませんシルヴァさん、僕には見えないんですけど……」

「い、いるんですの！　本当ですのよ！」

　どうも演技っぽさが拭ぬぐえない。たしかにゴーストなど持ち出されてはエイクには確かく認にんできないのだから、この話は堂どう々どう巡めぐりだ。

　これ以上追つい及きゆうしてはシルヴァが可哀かわい想そうだなとエイクは思う。彼女も、日々の修しゆ行ぎようで疲ひ労ろうを溜ため込んでいるのかもしれない。今度詳くわしく聞こうと思った。

「すみません。霊属の仕し業わざなんですね」

「そ、そうですわ！　び、敏びん感かんな呪じゆ具ぐですから、すぐに周囲の影響を受けてしまいますの」

　彼女の頰ほおを伝う冷ひや汗あせらしきものには、エイクは気付かないフリをした。

「まったくもう。ちょっと気を抜ぬくとすぐに誤作動しますわね。一度、持って帰ろうかしら」

「あう！　あう！」

　そんなやり取りをしていると。

　こちらを見ろとばかりに、メルが声をあげた。エイクがボードを見ると、彼女があうあう呟つぶやきつつコインを動かしている。シルヴァがすかさず読み上げた。

「ど……く、り？　ああいえ、どくろ、ですわね？」

「髑どく髏ろですか」

　どういう意味だろうか。

　エイクは会話を思い出す。好きな人など聞かれていささか動どう揺ようしたが、きちんと辿たどってみれば、質問の答えになっていた。

　レン。名前か、あるいは他ほかのなにかかはわからないが、とにかくメルと同行し、おそらくメルの世話をし、教会に来るまで悩なやんでいた人物。はぐれてしまったその人物と会うためには、どうすればいいか。

　答えは、髑髏。

「わ、わかりませんわね」

「いえ、僕の想像ですが、多分」

　メルはこちらの言葉を理解している。時間もかかるし、理解の精度も微び妙みようだが、少なからず把は握あくしてる。ならば、本当に意味不明なことは言わないはずだ。

「髑髏を意味するものを、持っていたのだと思います。そうですねメルさん？」

　メルは答えない。彼女のガラス玉の瞳ひとみは既すでにボードを見ていない。彼女のテンポは未いまだに摑つかめていないが、とにかく。

「やっぱり頭は回りますですね、浮うわ気き者神父」

「ヘルミーネさん──あの、聖職者は妻帯を禁じられているので、浮気とかそういうことはそもそも」

　そういう貶けなされ方をすると、身に覚えのないエイクは無む駄だに傷つく。しかし、食堂に戻もどって来たヘルミーネは鼻で笑うだけ。

「言い訳は見苦しいかと。それで、髑髏ですが、これのことではありませんです？」

　ヘルミーネがすっと差し出したのは、人間の頭がい骨であった。

　確かに髑髏だが、ヘルミーネの掌てのひらに収まるくらいのそれは、明らかに小さい。

「精せい巧こうに出来ていますが……本物ではありませんね」

「子供の頭部でももっと大きいと思われますです。作り物ではないかと」

　エイクは髑髏を受け取ってみる。触さわってみると、妙みようにすべすべした質感であることがわかる。作り物らしさは一層高まった。

「荷物を調べたところ、入っていたのは下着や包帯。保存食とわずかの小こ銭ぜにと、この髑髏だけでありますです。まあゾンビであればその程度でも十分なのかもしれませんですが」

「これで、メルさんの同行者と会えるのでしょうか」

　本人が言ったので、それは確実なのだろう、とエイクは思う。

　だが、具体的にどうすればいいのかわからない。なにか手がかりが書かれているかもと思い、髑どく髏ろをひっくり返したりしてみても、文章らしきものはない。

「メルさん、これ、一体どう使えば？」

「あうー」

　メルがなにか答える。

　が、意味はなさない。肝かん心じんのボードも、もう興味を失ってしまったのか、そちらを見ていなかった。自分で調べろ、ということなのか、それともわざわざ説明するまでもない──少なくともメルにとって──ということなのか。

　エイクはため息をつく。

「これは骨が折れそうですね……」

「髑髏だけに？」

　口元に笑えみを浮かべるヘルミーネだった。彼女は本当に、周りの人間が困っているとそれを楽しむ悪あく癖へきがある。肝心な時には助けてくれるので実害は少ないのだが、なんとも意地の悪い妖よう精せいである。

「シスター・シルヴァ。しばらくメルさんを頼たのみます。僕はこの髑髏を調べてみますので」

「わ、わかりましたわっ。さ、メルさん。ちょっとお散歩でもいたしませんこと？　ハーブ園でも案内いたしますわ」

「あー」

　シルヴァに手を引かれ、のろのろとメルが後に続く。

　髑髏のことを聞き出すのにこれだけかかったのだから、先が思いやられるな、とエイクは思った。今度は、喋しやべりもしない作り物の髑髏を相手にしなければならないのだ。

「わかりそうでありますです？」

「ちょっと……神父と調べてみます」

　人の手で作られたものなら、なにか仕し掛かけがあるはずだ。探さぐり当てることができれば、どうにかなるとエイクは思う。メルがようやく伝えてくれたヒントなのだから。

　髑髏が自分で喋ってくれれば楽なのに、と思うエイクだった。




　フォーグスと二人、頭を突つき合わせて髑髏を調べてみた。

　まず、髑髏の頭部分は、本物の白骨と同じように空くう洞どうになっていることがわかった。ならば中になにか隠かくされているのでは、と思ったが、開閉する仕掛けなどは見当たらない。歯の一本一本まで忠実に本物を再現しているが、そこに隠されたカラクリなどは存在しなかった。

　髑どく髏ろを裏返してみると、金属製のネジによる加工が見られた。特に顎あごの可動部分などにはネジが使われている。やはり本物ではなく、精せい巧こうなレプリカであることがよくわかった。

　が、そこまでだ。

　メルの言う、レンなる人物の作製した髑髏なのか、それとも別の人物の手によるものなのかはともかく、隠かくされた仕し掛かけや秘密などがあるようにも思えない。これでどうやって件くだんのメルの同行者に会えばいいのかは、見当のつかないエイクであった。

　修理をしてみたくとも、この髑髏はこれで完成品の気もする。そうなると、どこにどう手をつけていいのかさっぱりわからない。

　お手上げだった。

　今もまた、エイクは書庫で髑髏に関する記述を調べているが、はっきり言ってそれらしいものはない。呪じゆ術じゆつ師、あるいはそれに類する力を持つ人間が作ったオリジナルの道具なのかもしれない。エイクの頭では、メルの保護者が怪あやしげな呪術師のイメージで形成されつつあった。

　一方、メルは順調に教会に馴な染じんでいた。シルヴァの真似まねをして礼拝をしたり、ヘルミーネの真似をして掃そう除じをしたりと、二人の後ろをのろのろした動作でついて回り、模も倣ほうをしている。シルヴァやヘルミーネにしても、そんなメルが可愛かわいいのか、好きなようにさせていた。

　ただ、メルはレニュイにだけは近づかない。ゾンビとはいえ、彼女の発する強大な竜りゆうの力を感じ取っているのかもしれない。一方のレニュイも、強しいてメルの傍そばには寄らなかった。

「なんかわかったぁ？　エイクう？」

「レニュイ」

　そんな風に思っていると、竜人があくびを嚙かみ殺しながらやって来る。彼女が書庫にまで来るのは珍めずらしかった。

「どうかしましたか？」

「んーん。あのゾンビ、シルヴァと買い物に行ったよーって。伝えに来ただけ」

「買い物……ジェントに下りたんですか!?」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。適当に服被かぶせてゾンビに見えないようにしてたから。あのゾンビも大人しいし、ばいおはざーどにはならないって」

　手をひらひらと振ふるレニュイ。相変わらず、エイクの知らない言葉を用いる竜であった。その見聞は時空さえも超ちよう越えつしているのでは、と思うことすらある。

「で？　書庫にこもってるとまたヘルミーネに怒おこられるよう？」

「ほ、ほどほどにしておきますので──できればレニュイにも見てほしいのですが」

「わからぁん」

　髑髏を見せる間もなく、即そく答とうだった。

「そんなちまちました小道具、妾わらわにはわかんないってぇ。どうも遠えん距きよ離りで会話するための道具っぽいけど……上手うまく作動してないみたいだしぃ」

「わかってるじゃないですか」

　会話ができるのか。ならば、メルの保護者が、メルとはぐれた時のために持たせていたのかもしれない。どこを見ているのかわからず、意思疎そ通つうもできないゾンビを心配してのことなのだろうか。

「どうすれば作動するのでしょうか。どこかに仕し掛かけが……？」

「さあ？　人間はそんなちまちましたものに頼たよらなくちゃいけないから大変だねぇ」

　基本的に一匹ぴきで行動する竜りゆうらしい発言だと思った。

　竜がいること自体が一種の災さい害がいであるし、群れになられても困るのだが。

　蝗こう害がいを描えがいた絵画のごとく、竜が群れを成して襲おそって来る様子を想像してしまい、少し青ざめるエイクである。

「では……ゾンビについてはなにかご存じないですか？」

「そっちも、遠い島国の死体を動かす技術だってことしか知らないなあ……でもあのゾンビ、随ずい分ぶん丁てい寧ねいに処置されてるようだし。少なくともこっちの、動く死体の類たぐいとはまったく違ちがうよねぇ」

「ええ。同じ死体であっても、蘇よみがえる仕組みがまったく違うのだと思います」

　動く死体。墓から蘇り人を襲うもの。あるいは吸きゆう血けつ鬼きとも呼称される。

　とある村で、一家が次々に死んだ。村人は最初に死んだ男が墓から這はい出して家族を襲っていたのだと考えて、その墓を掘ほり起こした。棺ひつぎの中にあった男の死体、その口には確かに血がついていた。伝承の類で聞く話である。

　ただ、こういうケースには伝染病の場合もあるはずだとエイクは思っていた。家族が死んだのは病が感染したから。男の口に血がついていたのは、うつぶせで埋まい葬そうしたために、体内に残っていた血が出口を求めて口の周りに集まったからだ。

　もちろん、本当に動く死体になってしまった例もあるだろう。ただ、メルの現状とはまったく合がつ致ちしない。

「ただ……あのゾンビ、なんかちょっと雰ふん囲い気きが……」

「はい？」

「んー。妾わらわの気のせいかもだし、確証があるわけでもないんだよねえ。忘れていいよ。そもそも妾、死体はなんだか苦手でさ」

　エイクには意外だった。メルのほうがレニュイの危険で強力な力を恐おそれて避さけていると思っていたが、その逆もあったらしい。

「どういうことでしょうか。レニュイが苦手だなんて、どういう」

「まあ、あの小さなゾンビくらいなら、灰にしちゃえばいいんだけどさぁ。もっと上級の……月をも隠かくすって言われる規模の不死者がいるじゃない？　あの手のは倒たおしても倒しても復活するっていうか、こっちの攻こう撃げきが通用しないんだよね」

「は、はあ」

「うん。だから苦手。つーか、嫌きらぁい。おまけに、向こうの攻こう撃げきで血とか吸われちゃうしねえ。厄やつ介かいなんだよ本当」

「戦いの意味での苦手でしたか……」

　頭をかくレニュイだった。なまじ戦いには強い竜りゆう種しゆだからこそ、か。生物の中で最強の竜が、生物の範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつした不死者を苦手とするというのも興味深い。

　というか、実際にそれらと戦ったことがあるような言い方であった。

「妾わらわたち……竜っていうのはさ、あくまで生物なんだよ。他を超こえ、頂点に立ってる自負はあるけど、逸脱はしてない。寿じゆ命みようもあるし弱るし、ヤバい攻撃受けたらふつーに死ぬし。でも、不死者ってのは生物から逸脱したルール違い反はんなわけさ」

　途と端たんに真ま面じ目めな顔になるレニュイだった。竜が死ぬ攻撃というのは想像つかないが、それこそ伝承にある竜殺しの騎き士しの技わざや、同族における争いで、ということだろうか。

「不死者は、生者のルールから離はなれてる。寿命もなく、永続的にその身は動き、勝手に再生するの。ましてや吸きゆう血けつ行こう為いっていうのは、血、つまり生命力を他者から奪うばうってことでしょ？　弱い吸きゆう血けつ鬼きはそれでギリギリ活動を続けるけど、格上の吸血鬼はたくさん血を吸って、自分の力を増強し、ますます厄やつ介かいになる。そんな輩やからにしてみれば妾なんて生命力に溢あふれた馳ち走そうだよぉ。いくらでも吸い取れるんだから」

「そうか。むしろ生物の頂点だから……」

「そーゆーことぉ。だから吸血鬼ってのは死んでる……死に続けてるルール違反。心臓への杭くいや、陽光だなんていう、弱点でしか殺せない。つまりそれは、相手のルールに従わなきゃ殺せないってことなんだよ」

　死に続けている、というのが斬ざん新しんな表現だと、エイクは思った。

　エイクたちが生き続けているのと同じように、メルを始めとする不死者は今の死を続けているということか。

　レニュイとメル。互たがいが苦手というよりも、そもそも種族的な相性が最悪なのかもしれない。

「だからよくわかんないやぁ。ごめんねぇ」

「いえ。お気になさらず」

　人など及およびもつかない年月を生きているはずのレニュイだが、弱みはあるということか。

「でも、今は同居人です。しばらくはメルさんとも仲良くしてあげてください」

「はあい」

　気のない返事をしながら、書庫から出て行くレニュイ。あれは仲良くする気などないな、とエイクは思った。とはいえ、竜がわざわざ生ける死体を自分から攻撃するとも思えない。

　なにか異変でも起きなければ、二人の関係は交わらないまま終わるだろうと思われた。

「いけない……」

　迂う闊かつな自分の思考に、エイクは自じ戒かいする。

　異変でも起きなければ、などと思うと、必ず騒そう動どうが起こる。最近学んだことの一つだった。これで実際なにか起きたらどうする。

　エイクは再び、髑どく髏ろに目を落とす。竜りゆうでもわからない魔ま道どう具ぐともなれば、本当にどうすればいいのか。

　なにかとっかかりだけでもあれば、と思うのだが。

「もう一度、メルさんを頼たよるしかないのでしょうか」

　今頃ごろ、顔を隠かくしてシルヴァと共に街を歩いているだろう、ゾンビの少女。

　彼女に対しては、知らないことが多すぎる。言葉が伝わらないというのはこんなにもどかしいとは思わなかった。言葉が通じる相手にすら、想おもいはなかなか通じないのに。

　ただ。それは、メルのほうも同じかもしれないと思うエイクだった。




　異い端たん審しん問もん官アガタが王都に戻もどってからのことだ。

　シルヴァはそれまで、同居するアガタを警けい戒かいしてエイクの寝しん所じよには入って来なかった。しかしアガタが帰った途と端たんに、それまで我が慢まんしていたのを発散するかのように、毎晩エイクの部屋を訪おとずれていた。注意しても効果がない。おかげで、アガタの帰った一週間は寝ね不ぶ足そくだった。

　現在。メルが来てから、シルヴァは彼女と一いつ緒しよに寝ている。

　そのせいなのか、シルヴァがエイクの寝所にやって来ることはなくなっていた。あくまで一時的なもので、客人がいなくなればまたアガタの時のように、気を抜ぬいて寝ぼけるだろうな、とエイクは思っていた。

　だが、今回は。

　部屋に入って来る気配で、エイクはシルヴァの来訪を知る。

「結構、早かったですね……」

　深夜。といってももう夜明けに近いような刻限。

　エイクは丁度、ベッドの上に寝転がり、月明かりで髑どく髏ろを調べているところだった。月明かりにかざすと、白いはずの髑髏がわずかに透すき通り、銀とも白ともつかない不思議な色合いになる。髑髏の素材すら不明だった。

　考え事のために夜よ更ふかしをするというエイクの悪あく癖へきは、他ほかの同居人の悪癖と同じく、なかなか改善はできなかった。

「いけませんよ、シスター・シルヴァ」

　起きていたせいで、彼女の侵しん入にゆうにも気付けたエイクである。

　サキュバスらしく、半ば眠ねむりながらも素す早ばやい動きでベッドにまで近づいてくる。なにか口元でむにゃむにゃ言っていた。やはり自分の部屋と間ま違ちがえているのだろうか。それとも淫いん魔まとしての本能か。

「仕方ありませんね……」

　無理に起こすのも可哀かわい想そうだ。彼女にはメルの世話も頼たのんでしまっているので、疲つかれも溜たまっているだろう。今は寝ねかせてあげるべきか。

　そう思ったエイクは、毛布に潜もぐり込みこちらに抱だきつこうとするシルヴァをかわす。自分は床ゆかでいいので適当に寝よう、と思った時だ。

　がし、と身体からだを誰だれかに摑つかまれる。背後だった。気配がない。

「っ!?　えっ……」

「あう」

　メルだった。メルがその冷たい腕うでで、シルヴァの丁度反対側がわからエイクを抱きすくめている。

　結果、エイクは逃にげられず、毛布に引きずり込まれる。ゾンビは手加減を知らないのか、ぎりぎりと締しめ上げるようで痛い。そうこうしているうちに、今度は正面からシルヴァが抱きついてくる。

「メルさん……少し、痛いですよ……っ」

　シルヴァはともかく、冷たく硬かたい腕で全身を締めつけてくるメルに、エイクは脅きよう威いを感じてしまう。

　どうして突とつ然ぜんこんなことを。まさか、ゾンビだと考えていたのはエイクの勝手な想像で、実態はやはり、この地方で聞く吸血の不死者の類たぐいだったのか。襲おそいやすい弱った者を狙ねらい、胸からその血を吸うという──。

「……いえ」

　一いつ瞬しゆん、恐きよう怖ふがよぎったエイクだったが、冷静に考えればそれは違ちがうとわかる。

「メルさん。シスター・シルヴァの真似まねをするなら、もう少し優やさしく、ですよ。力を込めすぎです」

「あ、あう。あうー？」

　いつもの、人の真似だ。

　寝ぼけてここまでやって来たシルヴァの真似をして忍しのび込み、同じように抱きつこうとしているだけだと、少し考えればわかった。本当に模も倣ほうが好きらしい。

　両側から、それぞれ淫いん魔まと死者に抱きつかれているという、状じよう況きようを問われても容易には答えづらい光景だと思った。死神と美女が踊おどる絵画のモチーフがあったはずだが、今の状況はそれによく似ている気がする。

　冷たい肌はだと温かい肌に挟はさまれて、不思議な感覚を得る。シルヴァの感かん触しよくのために劣れつ情じようが湧わきそうなのに、背中の冷たい死者の肌でそれが阻はばまれる。居い心地ごこちがいいとはいえなかった。

　大体、神父見習いが女性に抱きつかれているなど。

「メルさん。少し、お話をしませんか？」

「あうー？」

「先日のウィジャ……？　ボードですが、また使うかもしれないので預かっていました。お話ししましょうか」

「あう」

　こちらの言葉がわかっているらしく、メルが腕うでを解ほどいてくれる。エイクはゆっくりと、シルヴァを起こさないよう気をつけつつ、メルと共にベッドを出る。音を立てぬよう、部屋の隅すみに立てかけていたボードを摑つかむ。

　そのまま床ゆかに置き、また小さめのコインもボードの上へ。

　メルも心得たようで、エイクの隣となりにちょこんと座る。

「静かに、ですよ」

「あぅー」

　唇くちびるに人差し指を立てるエイク。それを見たメルも、同様の仕草を真似まねした。もっとも指が少々曲がってしまっていたが。

　すべてエイクの所作を真似るように。コインに指を載のせると、メルもそれをなぞっていく。人の真似をするのは何故なぜなのだろう。

　自分は生者であると訴うつたえたいのか。

「それは、ちょっと違ちがいますかね」

「あ？　あう？」

「いえ、すみません。なんでもないです。では、ちょっとお聞きしますね。この髑どく髏ろなんですが、ちょっと作動しないようで。どこか壊こわれているんでしょうか？」

　コインは動かない。

　エイクは指の力を抜ぬきつつ、少し待つ。

「あー……う……」

　ゆっくりと、否定を示す語へとコインが動いた。その後動くかと思ったが、コインはぴたりと止まったままだ。

「違う？　──どこも壊れていない、ということですか？」

「あう」

　すすす、と今度は肯こう定ていを示す語へと。

　レニュイは、髑髏が、遠えん距きよ離りで会話するための道具であると。そして上手うまく作動していないと言っていた。ならばどこか壊れていると思ったのが、そうではない、という。

　ならば。

「わかりませんね」

「あうー？」

「あ、いえ、すみません。そうですね、メルさんのこと、もっと教えてもらえますか？」

「あう」

　メルや、彼女の同行者の相談も大事だが、少しは別の角度からアプローチしてみようか、とエイクは思う。雑談混じりだって構わない。単純に、もっとメルのことが知りたかった。

「出身はどちらですか？」

　ひ、が、し。東。

「生前はなにを？」

　わ、す、れ、とだけ言葉をなぞってコインが止まる。忘れた、ということだろうか？

「同行者のご相談、どのようなものか、ご存じですか？」

　これには、く、す、り、と答えるメル。薬。

　薬を扱あつかう人物といえば。

「そうか、医者ですか……」

　色々と得心がいって、エイクは思わず呟つぶやいた。

　もしや、旅の医者なのだろうか。

　王都のような大都市でなければ、系統立った医術を扱う人間は少ない。ジェントですら医者は数えるほどだし、その中には技術に信用の置けないような者もいる。そんな現状で、旅の医者は、村や町を回り治ち療りようを施ほどこす人間だ。定住しない代わりに、方々を回っているせいか知識、経験共に豊富な人間が多いと聞く。ならば、メルに包帯が巻かれていたのもわかる気がする。

　そんな人物であれば呪じゆ術じゆつ師どころか立派な人格者だ。いや、髑どく髏ろ型の魔ま道どう具ぐを作製した張本人かもしれないし、まだ評価をするのは性急だろうか。

「そうだ。メル、というのは略りやく称しようですか？」

　肯こう定ていの意にコインが動く。

「では、本名を教えてもらってもいいでしょうか？」

「あう」

　エイクとしては、何気ない質問のつもりだった。

　メルの返事も、いつも通りのものに思えた。

　実際、メルは、ゆっくりとコインを動かし始める。め、る、と順番に指し示す様子に妙みようなところはない。だが、次にコインがどこへ行くのかを眺ながめていたエイクは、異常に気付く。

　そのコインが、震ふるえていた。

　正確に言うならば、メルの指先。

「……メルさん？」

　震えは、指先からメルの腕うでまで伝達する。彼女の指先の振しん動どうも徐じよ々じよに大きくなり、コインは金属製のボードを大きく滑すべり始めた。

「あ……！　うあ……！」

　コインが、動いていく。

　普ふ通つうの速さではない。とても目では追いかけられない。なにか文字を指し示しているのか、それとも単なる震ふるえなのかすら、エイクにはわからなかった。

「あ、う、あ、う、あ、あ、あ、あ、あ、あ」

「メルさん!?　どうしましたか！」

　やがて震えは、メルの身体からだにまで伝わっていく。全身が痙けい攣れんするように小刻みに震えている。

　明らかに異常だ。メルの、ガラス玉の瞳ひとみがどこを見ているのか、エイクにはわからなかった。

「あ、あ、あ、あ、あう、う、う、う、う、あ！」

　なんだこれは。

　金属と金属が擦こすれ合う、嫌いやな音が響ひびく。

「メルさん！」

　エイクは、強引にメルの腕うでを取った。包帯のちぎれる音と共に、いとも容易たやすくメルの腕が取れてしまう。せっかくシルヴァが縫ぬい合わせた腕を、台無しにしてしまったのは申し訳なく思うエイクだったが。

　腕が取れたのが、きっかけになったかのように。

　メルの震えは、その瞬しゆん間かんにぴたりと止まった。慌あわててエイクはメルの肩かたを支え、彼女に異常がないかどうか確かく認にんする。

「大だい丈じよう夫ぶですか！　どこか妙みようなところは」

「…………あう？」

　なにかあったのか、とばかりに首を傾かしげるメルだ。自分の腕が取れたこともきっと気付いていないのかもしれない。

「なんとも、なさそうですね……」

「あう」

　異常は、ほんの一瞬だけ。もういつもの、鈍にぶいメルに戻っていた。

　しかしボードには、激しくコインを動かしたせいで、銅貨の軌き道どうの痕あとが残ってしまっている。使えなくなることはないだろうが、後で磨みがいておかねばならないと思った。

「一度に色々聞きすぎてしまいましたかね？」

　メルは答えない。もうボードに飽あきたのか、もそもそとした動作でベッドに戻もどって行く。また寝ねているシルヴァの真似まねでもするつもりなのだろうか。

　地じ獄ごくの、怪あやしげな道具に頼たよったのが良くないのかもしれない。淫いん魔まであるシルヴァならともかく、エイクのような普ふ通つうの人間が不用意に使うべきではなかった。

　シルヴァも言っていた。敏びん感かんな呪じゆ具ぐだから、すぐに周囲の影えい響きようを受けるのだと。

「…………ん？」

　エイクは、そのシルヴァの言葉に引っかかりを覚える。

　いや、おかしくはないはずだ。このボードは悪魔にとっても敏感な呪具で、周囲の霊れいの影響を受けやすい。それだけのこと。

　なら。

「あの、髑どく髏ろ……壊こわれていない、ということは」

　エイクは思わず、現在の悩なやみの種となっている髑髏を手に取った。メルに質問をしたところ、壊れていないと言っていた髑髏。ならばどうして使えないのか。

「まさか」

　髑髏と、ボード。原理のわからぬ怪あやしげな道具だ。一いつ緒しよくたに語ることなどできはしないだろうが。

　ふと窓を見ると、ほんのわずかだが空が白んでいた。もう少しで顔を見せるだろう、高い天にある太陽。そこから降り注ぐ光を、エイクは考えてみる。

　時折、不具合を起こすウィジャボード。壊れてはいないが一向に使えない髑髏。そして、窓から差し込んでくる光。並べて考えてみて、エイクはなにかがつながったような気がした。

　また徹てつ夜やになってしまった。聖職者として褒ほめられぬ不ふ摂せつ生せいだが、大事なヒントを手に入れられたのだから価値ある徹夜だ。

　はっきりとした確証があるわけではないが、試ためすだけならタダだ、とエイクは思う。

「試せるかな……レニュイ、起きてくれるでしょうか」

「むにゃ、あ……」

　ベッドの上で、シルヴァが寝ね返がえりを打つ。メルが、あうっとか声をあげた。どうやら寝返りで押し潰つぶされたらしい。まあメルならば窒ちつ息そくの心配はあるまい。

　エイクはシルヴァの毛布を直しつつ、今日のレニュイはどこで寝ているのかな、と思った。

　今日の最初の仕事は、気まぐれなドラゴンの寝ね床どこを探すことになりそうだった。




　神は世界を創造する際、まずは光あれと言ったという。

　それだけ光、そしてそれを発する太陽は聖性を帯びたものだし、どのような吸きゆう血けつ鬼きもほとんどは昼間に活動できないとされる。光は神の象しよう徴ちようなのだ。

「あぁー……朝日が眩まぶしいぃ」

「我が慢まんしてください。ああ、ここなら見えますね」

　エイクは、朝日を浴びてそこに立つ。

　不ふ遜そんにも礼拝室のど真ん中で眠ねむっていたレニュイを叩たたき起こし、ここまで連れて来たのだった。

「エイクぅ。屋根の上なんかになんの用なのさ？」

　目をこすりつつ聞くレニュイだが、エイクは答えなかった。無視しているのではなく、目の前の髑髏の観察に没ぼつ頭とうしているのだ。

　ここは、丘おかの上の教会の屋根の上。時たまレニュイが昼寝をする以外は、誰だれも登る者がない場所だ。高いので危険だし、足を滑すべらせれば当然大怪け我がする。エイクも、屋根の補修のために時折上がる程度だったが、今はそういった高所の作業はレニュイに任せてしまえる。

　屋根の上はもちろん日当たりも良く、そして丘おかの上であるために良い風も吹ふいてくる。

　久しぶりだな、と思った。

　教会の屋根はかなりの高さがあるので、ジェントを見下ろすことができる。さすがに街全部ではないが、街で一番目立つ大聖堂とその前の広場、そして大聖堂を中心に東西南北に走る大通りがよく見えた。

　十字の大通りが、神聖な街であることを示すようにも思ったが、それは神のしもべであるエイクだけの感想だろう。

　倉庫に折りたたみ式の梯子はしごがあるものの、今日は飛べるレニュイに頼たのんで屋根の上まで一いつ緒しよに運んでもらったのだ。ドラゴンにとっては人一人を屋根の上に上げるくらいは余よ裕ゆうらしかったが、なにしにここまで来たのかはわかっていないらしい。

「ねぇー、エイクってばぁー」

「すみませんレニュイ。少し待っていてもらえますか」

　エイクはその場に腰こしを下ろす。髑どく髏ろはまだ反応しない。

「僕は、この髑髏がどこか壊こわれているのだと思っていました。道具として不具合があるから、作動しないのだと」

「違ちがうのぉ？」

「違うのだと思います。メルさんは、故障していないと言っていましたから。故障していないのに使えないのなら、それは、道具の不具合ではなくて──」

　ジェント大聖堂の鐘かねが鳴る。

　朝を告げる鐘だ。商人たちが起き出す目安にしているとも聞く。この後に鳴る鐘も、店を開く時間や昼食の時間として、ジェントの人間の生活サイクルを形成している。

「多分、条件が悪いんです」

　レニュイが首を傾かしげた。条件というのはなんだ、という顔。

「道具を使うには条件があります。右みぎ利きき用の鋏はさみを左手では使いにくいように。悪あく魔まの道具は悪魔が使わないと不思議を起こせないように。僕は多分、使い方を間ま違ちがえていたんです。ウィジャボードを人間が使うように、正しい使い方ではなかったのかと」

　先日、ボードに好きな人などを聞かれた。あれはシルヴァによれば、霊れいの仕し業わざである。そして昨晩は、メルが妙みような痙けい攣れんを引き起こした。理由は不明だが、エイクは迂う闊かつにウィジャボードを使ってしまったせいだと思っている。

　悪魔の道具を人間が使った。悪い条件下で使ってしまったがゆえに起きたことだ。

「ふうん……で、その条件ってなにさ？」

「僕は、それを光、あるいは風なのではないかと考えました」

　鐘が鳴り終わる。

「光を条件とする道具は、そうですね、日時計でしょうか。当然ながら夜は使えませんよね。風のほうも色々ありますが、すぐに思いつくのは風車ですね。とにかく僕は、この道具を、光か風を利用する道具なのではないか、と思ったのです」

「随ずい分ぶん、具体的じゃん。どうしてそう思うの？」

「室内では、どちらも悪条件だからです」

　エイクは、髑どく髏ろを外に持ち出したことはない。ずっと教会の中で調べていた。それが良くなかったのではないか、と思う。

　屋根の上ならば、日当たり良好、風も吹ふいてくれる。高い位置なので障害物が一いつ切さいない。

　エイクは自分の推すい論ろんを信じて、しばらくその場で待っていた。なにか変化が表れるはずだと思いながら、髑髏を見つめる。

　やがて。

　ぼんやりと。髑髏が内側がわから発光し始める。

「うぇ!?　な、なになに！」

　怖こわいものなど何もないはずのドラゴンが、発光する髑髏に怯おびえていた。エイクはそんなレニュイに苦笑しながらも、髑髏の反応を見極きわめる。

『あー、あー』

　かたかた。

　髑髏の顎あごが、動いた。

『あー。メル！　メルか！　そこにおるのか！』

　女の声だ。それも幼い。

　だが、その幼さに比して口調は老人のようだ。髑髏の発する声は、幼女のものなのにフォーグス神父のような貫かん禄ろくを持つ、実に表現しづらいものだった。

『まったく！　つながらぬつながらぬと思ったら……どこをうろついておったのじゃ！　今どこにおる！　こちらの言葉を聞いておるのか！』

「聞いていますよ」

『むぅっ!?』

　この声は、おそらくどこかで、この髑髏を作った者が喋しやべっているものだ。それを髑髏を介かいして伝える。多分、エイクが喋ればその声も相手に伝わるのだろう。どういう仕組みなのか不明だが、離はなれた場所の声を伝えるこの髑髏は様々なことに使えそうだ。

　だが今は、互たがいの情報交こう換かんが先決。

『だ、誰だれじゃ！　賊ぞくか！　メルはそこにおるのか！』

「落ち着いてください。賊ではないです。ジェント近く、丘おかの上の教会で、聖職の修しゆ行ぎようをしている者で、エイク・ウェルドランと申します」

　焦あせった様子の声が、しばらく止まる。焦って乱れた呼吸を直しているようだった。

『我われは、サキという。医者の真似まね事ごともしておるが、本業は錬れん金きん術じゆつ師じゃ』

「錬金術師……」

　れん、というのは名前でなく、錬金術師のことだったのか。サキというのも、どこか異国風の名だ。

　卑ひ金きん属ぞくを金に変える。あるいは不老不死の妙みよう薬やくを作り出すという、およそ不可能と思われるような研究を行う者たち。などといえばなにか凄すごそうに思えるが、実際はそのような大たい言げん壮そう語ごによって貴族や金持ちを騙だまし、研究費と称しようして金を巻き上げる詐さ欺ぎ師である。

　だが、ただの詐欺師に、ゾンビのメルの管理ができるはずはない。

　錬金術師という部分はともかく、医者の真似事、というのは本当なのだろう。それも、本人が謙けん遜そんする以上に医者らしい実力を有している。エイクはそう考えた。

『この髑どく髏ろはメルに持たせたものじゃ。はぐれた時もこうして対話ができる。──が、術式の波を飛ばして二つの髑髏を共きよう振しんさせるという仕組みであるし、まだ試作品なもので作動が不安定なのじゃ。山や高い建物に阻はばまれることもあるし、周囲に霊れいだの悪あく魔まだのがたくさんおると上手うまいことつながらぬ』

「じゅ、術式の波……ですか」

『うむ。そうじゃのう。お主ぬしにわかるように言えば、狼煙のろしを上ではなく、横に流しておると考えてもらえばよい。なんなら風に乗せていると思ってもらっても構わぬ』

　エイクの推すい論ろん、すべてが的中していたわけではないようだが──結果的に、屋根に上がったのは正解だった、と考えてよさそうだった。

「そうでしたか……室内だといけないのかなと思いまして。だから、ちょっと高いところに上がってみました。ジェントがよく見えます」

『ふむ？　なるほど。そこまで高所ならば術式の波は阻そ害がいされぬな』

　感心した声が響ひびく。からからという笑い声はやはり老人のようだ。自じ称しようする錬金術師という肩かた書がきといい、この人物の外見が想像できない。

　しかし、彼女はジェントの鐘かねが鳴り終えてすぐに連れん絡らくしてきた。おそらく、鐘の音に合わせて起きたのだろう。鐘で起き床しようしたサキは、身み支じ度たくもそこそこに、髑髏で声が届くかを確かめた。メルを心配している証しよう拠こだ。

「あぁー、なるほどねえ。エイクのとこ、いつも淫いん魔まも妖よう精せいもいるし、毎晩相談しに来るのもいるんだから、そりゃあ魔術的にはやりづらい空間だよ」

「そ、そういうものですか。僕は、魔術のことはわからないのですが……」

　レニュイが、あんてなだの、でんぱだのといったよくわからない言葉を呟つぶやいていた。相変わらずエイクの知らない言葉を多く知っているレニュイであった。

『丘おかの上の教会と言ったな。では、メルはそこにおるのじゃな』

　息を吐はきながらそう問うサキ。

　メルの居場所がわかって、ようやく安あん堵どしたようにも思えた。

「ええ、預かっています。なにか僕らに伝えたいことがあったようなのですが、いまいち要領を得なくて」

『それもやむを得まい。助力に感謝する。今はジェントに宿をとっておるから、今日にもそちらに伺うかがおうか』

「場所はわかりますか？　街かい道どう沿いにありますので難しくないと思いますが……」

『いや、問題ない。なにしろ我われは、そもそもお主ぬしの教会に用があったのじゃからな』

　サキの声こわ音ねが、少し変わった。

　ただ感謝ばかりを感じさせたサキの声が、今度はなにか真しん剣けんな色を帯びる。家族や近所の話をしていた職人が、急に仕事の話を始めたような、そんな変化に思う。

『とある噂うわさを聞いてのう』

「う、噂、ですか」

『人じん外がいの娘むすめにしか欲情できぬ聖職者見習いがおり、あまりに好きなので人外の相談をなんでもほいほいと引き受け、なまじ頭が回るので解決してしまうとか。しかも相談者の多くに手を出して囲っておると評判の』

「な、なんでそんなことに……」

　予想以上の悪評に頭を抱かかえるエイクだった。いや、相談解決という点だけは正しいのだが、膨ふくれ上がったバルーンのような噂話で、エイクの人格がねじ曲げられている。

「あっはははは！　すごいすごい！　間ま違ちがってないよう！」

「どこがですか！　とんでもない誤解ですサキさん！」

　レニュイが腹を抱かかえて笑いながら、これまた不ふ名めい誉よなことを言う。

　何故なぜなのだ。日々、サキュバスとの同居で精神をすり減らしつつ必死で耐たえているというのに、どうして色情魔まのような扱あつかいをされなくてはならないのだ。

　これも神の試練か、と思うエイクだ。

「人ではない皆みな様の相談を受けてはいます。が、不ふ埒らちな真似まねは一いつ切さいしておりません。担当は僕ですので、お話があれば伺いますが」

『まるで我が人ではないような言い方だ。いや、真っ当な人間でないことは確かじゃがな』

　サキはやはり、どこか老成した笑い声をあげる。

『まあ、メルが世話にもなったようじゃし、どうせそちらにも行くつもりであった。話を聞いてくれるかの、お若い神父殿どの』

「まだ見習いです。相談とは」

『ユニコーンじゃ』

　聖典にも記される、高貴な一いつ角かく獣じゆうの名を、サキは挙げた。

　長い角を持つ、馬に似た白い獣けもの。気性が荒あらいともされるが、その角からは万能の妙みよう薬やくが作られ、あらゆる病と怪け我がに効能がある。

　エイクは思い出す。

　ウィジャボードで、メルの同行者の目的を聞いた時、彼女ははっきりと答えてくれたのだった。薬、と。

『我われは錬れん金きん術じゆつの研究の一いつ環かんとして、ユニコーンの霊れい薬やくを作ろうとしておる。そのユニコーンが逃にげた先が、このジェントの湖じゃ』

「は、はあ」

『人じん外がいに関することならば相談に乗ると聞いている。お主ぬしらと共同し、是ぜ非ひともユニコーンの角を手に入れたい』

　姿の見えないサキは、淡たん々たんと言葉をつないでいく。

『聖せい獣じゆうを捕とらえるため、手を貸してほしい』

　髑どく髏ろの向こうのサキは、どんな顔をしているのだろうか。

　問題を解決しようとしたら、次なる問題が降りかかる。相談を受けるということは結局そういうことなのかもしれない。しかし、もう誰だれも気に留めてもくれないが、エイクがやっているのはあくまで懺ざん悔げ室。相談は副次的な仕事だ。

　──それをサキに言っても、おそらく聞いてはくれないだろうが。

「と、とりあえずお話を」

『今日中に伺うかがうつもりじゃ』

　ぶつり、という音がする。それから一いつ切さいの音が聞こえなくなり、髑髏の顎あごも止まる。内側がわから発光していた髑髏は、だんだんとその光を失う。発光が、髑髏の作動を示す光だったのだと今いま更さら気付く。

「どうしたものでしょうか……」

　助けを求めるようにレニュイを見ると、ジェントの守しゆ護ご竜りゆうは、まだ腹を抱かかえて笑っているのだった。













　　二人目．ユニコーン







　エイクは、ほぼ徹てつ夜やだったために、サキとの会話を終えた後で仮か眠みんをとっていた。

　当然というべきか熟じゆく睡すいしてしまい、昼頃ごろ、来客だとヘルミーネに起こされるまで夢の中であった。もっともフォーグス神父には話を通していたので、エイクは寝ねぼけるのもそこそこに、フォーグス神父と来客を出で迎むかえたのだ。

　が。

「サキじゃ。困った旅の連れが迷めい惑わくをかけたのう」

　そう言って教会を訪おとずれた錬れん金きん術じゆつ師サキ。その姿を見て言葉を失うことになった。

「……と、とりあえず、おかけください」

「うむ」

　よいしょ、などと言いながら、食堂の椅い子すに腰こしかけるサキ。いや、もうよじ登るという表現のほうが適切かもしれない。

「朝はすまなかった。そちらの機転がなければ連れん絡らくの取りようがなかったかもしれぬの。いずれはこちらの教会にお邪じや魔まする予定ではあったのじゃが」

「いえ。改めて、懺ざん悔げ室をやっています、エイクです。こちらは教会の責任者のフォーグス神父です」

「よろしく頼たのむ」

　髭ひげを撫なでながら、フォーグス神父が軽く頭を下げる。サキの姿に困っているのはよくわかったが、とりあえず口を出す様子はない。一応はエイクの客人ということになるからだろうか。

「まず……ええと、その姿は」

「ふむ。ま、驚おどろくじゃろうな。このような子供の姿では」

　十歳前後。下手するともう少し年下かもしれない。外見に限るなら、教会で最も若いのはヘルミーネだが、そんな彼女でも十二、三だ。一方のサキは、更さらに幼い。

　サキは椅子の上に両足を組んで座る。妙みような座り方だ。明らかに細い太ふと腿ももが、衣服の裾すそから覗のぞく。

　衣服を見ても、釦ボタンのない花はな柄がらの布を、別の布を上から巻きつけることで身体からだに固定している。サイズが合っていないのか肩かたの辺りで布が余っている。使っている生き地じは高そうに見えたが、どう見てもこの辺りで買ったものではない。

　髪かみはつややかな黒。それを団子状にまとめて、細い金属の棒でもって固定していた。その独特の装身具がますますこちらの人間でないことを印象づける。

　異国から来たのだろうか。この、幼い身体からだのままで？

「子供なのが気になるかのう？」

　エイクの訝いぶかしげな視線を受け流すように、サキは意味ありげに笑う。見た目よりも、中身はずっと老ろう獪かいに思えた。

「気になる、というか」

「我われは錬れん金きん術じゆつ師。まあ同業には、それこそ鉄を金に変えるような研究をしている者もおるが、我の専門は生命。不老不死の研究でのう。数年前に自分を実験台にしてみたら、ちょいとやらかしてこのような子供になってしまった」

「実際はおいくつなのですか？」

「女性に年ねん齢れいを尋たずねるでないわ、愚おろか者もの。──まあ、応対してくれた妖よう精せいや、屋根にいた火か竜りゆうよりは若い、とだけ言っておこうかの」

　サキはそう言って笑うが、レニュイはともかく、ヘルミーネは見ただけでは妖精とはわからないはずだ。しかもどちらも、人間の寿じゆ命みようとは比ひ較かくにならない時を生きる。彼らより若いと言われても参考にならない。

「ま、我もあれらのごとき人じん外がいと思ってもらって構わぬよ。既すでに人を名乗れるような真っ当な生き方はしておらぬゆえな」

「そ、そうですか」

　妖精や竜とまではいかないまでも、人の寿命くらいは超こえているのかもしれない、とエイクは思った。錬金術がそんなことまでできるのかはわからないが、ともあれフォーグス神父に対するほどには、礼を尽つくして接しようと決めるエイクだ。

「まあ、色々と説明をせねばならんじゃろうが……その前に、メルは？」

「ええっと、今はハーブ園で、シスターと薬草を摘つんでいただいてます。ごくごく簡単な仕事なら任せてもいいようで。申し訳ありませんがお手伝いを」

「構わぬよ。ゾンビは元々、労働力として死体を蘇よみがえらせる呪じゆ法ほうじゃからな。魔ま術じゆつだけでなく、ゾンビ・パウダーなる薬品を用いた例もあったという。我も旅の道中、色々と言いつけた。仕事しているほうがメルも楽しいようじゃな」

　サキは、胴どうの帯に差し込んでいた長パイプを取り出して、口に咥くわえる。特に葉など入っている様子もないが、あるいは咥えていないと落ち着かないのか。

「今はとりあえずジェントの南通りに宿をとっておる。本来なら、我がメルを引き取ってそちらに泊とまるのが筋なのじゃろうが……」

「なにか、問題でも？」

「いや、不ふ甲が斐いない話じゃが、実験器具で部屋が埋うまっておってのう。メルまで泊まる余よ裕ゆうがないかもしれぬ。いや、無精者で申し訳ない」

　随ずい分ぶんと、予想外の角度からの話だった。てっきりメルを引き取るつもりかと思ったのだが。

「片付けてしまえばいいのでは……」

「それがそうもゆかぬのじゃ。薬の製作のためにはあれもこれも入り用でな。そこで、エイクよ、朝の話に戻もどるわけじゃが」

「ユニコーン……でしたか」

　うむ、とサキは頷うなずく。元々は、サキはユニコーンを追ってジェントに来訪し、その中ちゆう途とでメルと離はなれてしまった。確かそういう経緯だったはずだ。

「先ほども言ったが、我われは不老不死の研究のため、医者などをしつつも各地を放ほう浪ろうしておる。メルを拾ったのも、とある旅先でのことでな。不老不死の研究に役立つかも、と思って世話をしておった」

「研究は進んだかね？」

　フォーグス神父が問うた。どこか皮肉的な響ひびきがあるのは、気のせいだろうか。

　死体とはいえ、不老不死の研究に他人を巻き込むことを、フォーグス神父は良く思っていないのかもしれない。聖職者としては正しい感情だろう。

　死者への冒ぼう瀆とく。そもそも不老不死の研究という時点で神への冒瀆だ。

　そんな皮肉をわかっているのかいないのか、サキはため息をつく。

「ま、少しずつ前進はしておるよ。その結果、メルは完全に死んでいるのではなく、適切な薬を用いることで蘇そ生せいさせることができるかもしれない、ということがわかってのう」

「蘇生……!?　既すでに組織が変化しているようですが……!?」

「うむ。そこでユニコーンの角が必要になるのじゃ。もちろんメルのためだけではなく、余った角で一いつ般ぱん向けの薬も作るつもりじゃがな」

　聖せい獣じゆうユニコーン。その最大の特とく徴ちようである角には、強力な解毒の作用があるとされている。解毒に限らずあらゆる傷病を治す、とすら言われている。ゆえに聖獣なのだろうが。

　ユニコーンは文ぶん献けんの中では有名だが、実物はエイクもまったく見たことがない。稀まれにユニコーンの角とされる商品が市場に出回ることもあるが、大たい抵ていは偽にせ物もの。別の動物の角を偽いつわって売っているにすぎない。

「本物のユニコーンを……もしや、見つけたんですか？」

「うむ。わざわざ南方まで旅することになった。体力はあるほうじゃが、さすがに応こたえたのう」

　エイクは啞あ然ぜんとする。聖獣と呼ばれる貴重な獣を見つけるまで、一体どれほどの苦労があったのだろうか。ましてやこの小さな身体からだで？　見た目通りの年ねん齢れいではないにせよ、彼女の能力はエイクの想像の埒らち外がいだった。

　サキの自じ称しようする、真っ当な人間ではないという言葉が真実味を帯びてくる。

「どうにか見つけ、もう少しで捕とらえることができそうだったんじゃが、逃にげられたわ。ジェント方面に竜りゆうの住む湖があってそちらに向かったという情報を得て、メルと共にここまで追いかけて来た」

「それで、メルさんとはぐれたということですね」

「街かい道どうの途と中ちゆうでユニコーンを見つけたのじゃが、抵てい抗こうに遭あってのう。その時じゃ。メルには確かに、人じん外がいが訪おとずれる教会があるという話をしたが、メルもそれを覚えてちゃんとここを頼たよったのじゃな。それともジェントの街まち中なかに行きたくなかったのかもしれぬが」

　本能的に、人が多くいる場所は危険だと判断したのかもしれない。メルの中でどのような思考があったのかはわからないが、結果的には、ゾンビであるメルでも迎むかえてもらえる場所に来たのだから、大正解であろう。

「あの髑どく髏ろを持たせておいて良かったのう。助かったぞエイク」

　かかか、と独特の笑い方をするサキだった。

「錬れん金きん術じゆつ師殿どのよ。ユニコーンは気性荒あらく、人間に心を許さぬと聞くが？」

「ふん。あ奴やつめ、女好きであるからな。我われが着飾かざればすぐに出て来たわ。しかし我が見た目通りの年ねん齢れいでないと察すると途と端たんに怒おこりだしてのう。なんでもサバを読むような女は嫌いやらしい。失礼な話よ」

　確かに、ユニコーンを捕とらえるには、清らかな乙女おとめを使うべきとされる。

　それはユニコーンが誇ほこり高い聖せい獣じゆうであるからだと、エイクは思っていた。その傲ごう慢まんともいえるプライドの高さゆえに、真に清らかなものだけを求めるのだと。しかしサキの語り口だと、まるでユニコーンが色いろ狂ぐるいの男のごとく思えてくる。

　というか、ユニコーンは馬によく似た獣けものであると聞くが、人語まで喋しやべれるのだろうか。

「あのユニコーン、性格が悪いのじゃ」

　かん！　と鋭するどい音と共に、サキは長パイプで食しよく卓たくを叩たたく。

「なぁーにが！　『誤ご魔ま化かしてもボクには本当の年がわかります！　不誠実な女性はお呼びじゃありません！』だ！　聖獣だ霊れい獣じゆうだともてはやされておったせいでねじ曲がった女好きになっておるぞ！　むう、思い返したら腹が立ってきおったわ！」

「ほ、ほどほどに」

　どうやらなにか因いん縁ねんがあるらしい。というかユニコーンは獣のはずだが、サキの話ではやはり人語を喋るようだ。さすが聖獣、といったところか。

　エイクはなだめようと話題を変える。

「では、その角をどうにかして手に入れたいと？」

「うむ。教会なら修道女がおるじゃろう。別に美人を出せとは言わぬ。そこそこの器量良しで処女がおればそれでよいのじゃが」

　居い候そうろうは何人かいるが、修道女はシルヴァしかいない。しかも正式な修道女ではない。

　さらに言うならば、シルヴァは穢けがれを知らない処女であることは確かだが、一方でその出自は淫いん魔まである。サキの実年齢を見破ったユニコーンに対し、シルヴァが地じ獄ごくから来た淫魔であることが発覚すれば。

　誇ほこり高きユニコーンは、騙だまされたと知ると逆上するという。

「危険はありませんか？」

　旅の医者であるサキが霊れい薬やくを作るというのなら、それはメルだけでなく、広く病に困る人々のためになるだろう。できれば協力したいエイクであったが、そのためにシルヴァを危険にさらすようなことは断じてできない。

「心配なら見張っておくかの？　ま、凶きよう暴ぼうと評判のユニコーンじゃが、殺しはせんじゃろ。我われの時も、散々暴れて逃にげようとしたが、まあ蹴けられるようなことはなかったからの」

　以前、馬に蹴られてしまった首なし妖よう精せいのことを少し思い出しつつ、エイクは考える。

　ユニコーンの判断基準はわからないが、先ほどサキも言った通り、シルヴァたちは外見はうら若い乙女おとめであっても、人間よりもはるかに長い時間を生きている。サキより年上なのだから、やはり年ねん齢れいを見抜ぬかれる可能性もあるのではないだろうか。

　さらに言えば、聖せい獣じゆうが淫いん魔まにのこのこ近づいてくるとも思えない。

「上手うまく、いくでしょうか」

　考えれば考えるほど不安要素のほうが多くなる。

「うむ……まあ、こちらも頼たのんでいる立場。無理にとは言わぬが……」

「お待ちくださいませ！」

　唐とう突とつに。

　ここまでの話は聞かせてもらったとばかりに、修道女が食堂に飛び込んできた。

「わたくしでよければ尽じん力りよくさせていただきますわ！　ええ、もちろんですとも！　困っている方の助けになるのであれば！」

「ちょ、シスター・シルヴァ。待ってください」

「構いませんわよねエイク様！」

　ずい、と詰つめ寄ってくるシルヴァだ。何故なぜか目がきらきら輝かがやいている。後ろにはよたよたとした足取りのメルがいた。

　なにかに期待しているようにも見えたが、一体どうしたというのか。

「ほう。このような修道女殿どのがおるなら話が早いではないか。しかも乗り気とは」

「精一いつ杯ぱいやらせていただきますわ！」

　これは良くない、とエイクは思う。完全にシルヴァがその気だ。やめろと言って聞いてくれるだろうか。かの聖獣は気性が荒あらいことで知られるし、シルヴァの身の安全を保障できない。怪け我がでもしたらと思うと心配になる。

　しかし、見た目がいかにも修道女然としたシルヴァが、ユニコーンを捕とらえるのに効果的であろうこともまた事実なのだ。

「エイクよ」

「は」

「こうなっては錬れん金きん術じゆつ師殿どのと綿密に打ち合わせ、怪け我がなどせぬよう留意するしかあるまい。最悪のことだけにはならぬよう見張っておくように」

　フォーグスにまでこう言われては仕方がない。

　シルヴァが今にも飛び出しそうであるが、ユニコーンは無策で捕とらえられるような生物ではないはずだった。

「シスター・シルヴァ。詳しよう細さいをサキさんと詰つめますので、その間に礼拝堂の掃そう除じをお願いできますか？」

「あ、はい、かしこまりましたわっ」

　頭を下げ、てててと駆かけて行く。あの姿だけ見るならば誰だれも淫いん魔まとは思うまい。しかし、聖せい獣じゆうユニコーンまで騙だませるとはエイクにはどうしても思えなかった。なにせ聖典にも記き載さいがあるほどの生物だ。

「あ、あう。あうー」

「メルさん？」

　どうしたものかと考えていると。

　メルがなにか押しつけてきた。疑問に思ったがそれを受け取ってみると、どうやら布に包まれたハーブだった。先ほど採取してきたものだろうか。

「あ、ありがとうございます」

「メルは仕事熱心じゃのう」

　サキが微笑ほほえむ。その表情には、長い時間、旅路を共にした者に特有の親愛が浮かんでいるようにも思えた。

　この錬金術師は、研究に必要だとユニコーンの角を求めているようだったが、案外それは建前で、本当はただただ、知り合ったゾンビを真の姿に戻もどしてあげたいだけなのではないか。

　そんな風に思えるエイクだった。




「シスター・シルヴァ。今、よろしいですか？」

「あ、はいどうぞ、エイク様」

　許可を得てから、エイクはシルヴァの部屋に入る。

　部屋の中では、シルヴァがベッドの上にいくつもの服を並べていた。サキュバスの服ばかりかと思いきや、古着ではあるものの町まち娘むすめ風の服もある。ジェシカのではサイズが合わないはずだから、ミュリエルあたりにもらったのだろうか。

「エイク様、どの服がいいと思います？　わたくしとしてはやっぱりこれが……」

　そう言いながら手に取ったのは、布より紐ひものほうが多い、というかもう紐でしかないような衣服であった。真っ当な服がいくつもあるのに、どうしてわざわざ淫魔らしいものを手に取るのか。やはり生おい立たちのせいか。

「それはいけません。もう服ではありません」

「エイク様ったら、変なこと仰おつしやいます。こんなにちゃんとした仕立てなのに……ではでは、こちらはいかがですか!?」

　次にシルヴァが身体からだにあてがってみせる服、布は多いが薄うす手での生き地じで作られていた。というか布が薄すぎて向こう側がわが透すけて見える。素材がさっぱり不明だった。これも淫いん魔ま用の服か。

「それもダメです。上に羽織るならともかく……」

「もちろんこのまま着ますわ？」

　若じやつ干かんの上うわ目め遣づかいで小首を傾かしげるシルヴァに、エイクはなんと言ったものか返答に困る。服の意味をなさない服ばかりだが、それを言っても通じなさそうだ。

　少し考えて。

「シスター・シルヴァには、修道服が一番似合っていると思いますよ」

「…………っ！」

　言ってしまってから、さすがに軟なん派ぱすぎたかと後こう悔かいするエイク。いやいや服を褒ほめるくらいは全然構わないはずだと思い直す。

　しかしシルヴァは赤い顔で、手元の服をぐしゃぐしゃにしてしまった。

「え、エイク様！」

「は、はい！」

「そういうことは！　そ、その、照れてしまいますので……！」

「も、申し訳ありません」

「で、でも嬉うれしいですわ。それなら、これは必要ないですわね」

　シルヴァはしばらく顔が赤かったが、やがて落ち着いたのか、服の片付けを始めてしまう。部屋に入って来た時からだが、いやにシルヴァの機き嫌げんがいい。小さい声で鼻歌を歌っているのが聞こえた。

「あの、シスター・シルヴァ。ユニコーンを捕とらえるのにどうしてそんなに乗り気なのですか」

「だって！」

　シルヴァがエイクに詰つめ寄る。

「ユニコーンは清純な乙女おとめでないと心を許さないと聞きますわ！　でしたら逆に言えば、ユニコーンに認めてもらえたら、わたくしも立派な乙女！　誰だれにも文句を言わせない穢けがれなき乙女ということになりますわよね!?」

「そ、そうですね……」

「ここのところ、ジェシカさんやヘルミーネさんになんだか白い目で見られている気がして……わたくしも、修しゆ行ぎよう不足のところはありますけど……これは皆みなさんに、わたくしが性的に清らかであると示す絶好の機会ですわ！　いつも脱ぬいでいる、だなんてもう言わせません！」

　いつも脱いでいるなどと言ったのは確かジェシカだ。シルヴァも相当に気にしていたらしい。

　確かに。

　淫いん魔まだとしても、夜中に寝しん所じよに潜もぐり込む癖くせが直らないとしても、聖せい獣じゆうユニコーンに認められれば、その清せい廉れんさに文句をつける人間はいないだろう。修道女にとってこれ以上の名めい誉よはあるまい。

　修道服が似合っているというのはエイクの本心だったが、まさにシルヴァには絶好の褒ほめ言こと葉ばであったらしい。機き嫌げんが良いのも頷うなずける。

「実家に帰る度たびにくすくす笑うお姉さま方も、きっと見返せますわー！」

「ま、まあ、それはそうでしょうが……」

　熱心になる気持ちはわかる。

　だが、ユニコーンの信しん頼らいを得ることは簡単ではないはずだ。さっきまでそのことを、散々サキと話し合っていたのだから。

「ええと、シスター・シルヴァ。ユニコーンは確かに処女に心を許すのですが、同時に気け高だかい生き物です。騙だまされたと知るとその処女を八やつ裂ざきにする、とすら言われますが……」

「えっ……」

　さすがにシルヴァの目が点になる。これは知らなかったらしい。

　サキによればそこまで心配することはないらしいが、油断しては。八つ裂きは言いすぎにしても、凶きよう暴ぼうとされるユニコーンにシルヴァを近づけることは不安があった。

「い、いえ！　大だい丈じよう夫ぶですわ！　わたくし以外に適任はいないはずですし！」

「まあ、そうなんです。サキさんと話をしても、やはりシスター・シルヴァにお願いするしかない、という結論になりまして……」

「わたくし頑がん張ばりますわ！」

　激しく不安だ。

　シルヴァは真ま面じ目めではあるが、天然でドジ気質な部分もあるし、箱入り淫魔のせいかどこか感性がズレている。普ふ段だんの生活ではもうほとんど問題はないのだが、ユニコーンを捕とらえるうえでなにか失敗すれば怪け我がにつながる。

「ですのでせめて、準備は整えましょう。服は修道服で」

「はい！　ふふっ……」

　先ほど褒めたせいか、とても嬉うれしそうに微笑ほほえむシルヴァだ。そうした無む邪じや気きな笑顔を見る限りは、本当に清らかな乙女おとめ。まさか淫魔などと誰だれも思うまい。

「ジェントの湖のほうに逃にげたことは間ま違ちがいないらしいので、お一人で向かっていただきます。僕とサキさんはユニコーンに気付かれないように遠くで見ています。なにかあれば駆かけつけるつもりですが、できればシルヴァさんも早めに逃げてください。飛んでも構いません」

「わ、わかりましたわ」

　さすがのユニコーンも空までは追いかけてこないだろう。

「上手うまくユニコーンに認めてもらえれば、かの聖せい獣じゆうは処女の膝ひざの上で眠ねむると言われます。眠った頃ころを見計らって縄なわでつなぎましょう。寝ねてしまえばこちらのものです」

「では、問題はユニコーンが寝るまで、ということですわね」

　さすがシルヴァは察しが早い。

　まずはシルヴァを完かん璧ぺきで清せい廉れんな修道女に見せること。そしてそれを見守るエイクたちの存在がバレないようにすることが重要だ。が、サキの実じつ年ねん齢れいを見抜ぬいたという件くだんのユニコーンにどこまで通用するのか。

　異能を持ってはいたが、あくまで人間であった異い端たん審しん問もん官を騙だますのと比べると、かなり難易度が高いように思われた。

「シルヴァさんの言う通り、ユニコーンが心を許す者なら、それは立派な修道女でしょう」

「は、はい」

「今までの修しゆ行ぎようの成果が問われる、いわば試験みたいなものと考えてください。それこそ、パティさんやフェレンさんを見返すチャンスだと僕も思います」

「そうですわよね！」

　シルヴァにその気がなければやめさせよう、とも思っていたエイクだが、さすがにここまで乗り気の彼女にそんなことは言えない。

　むしろ、エイクとて立派な聖職者を目指して修行をしているのだから、シルヴァを応おう援えんしたい気持ちも当然にあった。サキに協力したい以上に、シルヴァの修道女としての適性を信じてみたくもある。

　修道女になりたいというシルヴァの夢に一歩近づくことになるのだから、今までそれを手伝ってきたエイクとて嬉うれしくないはずがない。修道女の服が似合うと言ったのは、もちろん容姿もそうだが、彼女が内面からそうなってほしいという思いもあってのことだ。

「細心の注意を払はらいますし、念のためにレニュイも連れて行きます。もちろん、彼女に頼たよるのは本当に最終手段ではありますが……」

　エイクは胸に下げた鳥とり籠かご型のアクセサリーに触ふれた。その中にはレニュイの額にはまっていた宝石があり、そのせいでレニュイは全力を発揮できない。しかしその状態でも、多少の問題なら強引に解決してしまう程度の力は持っている。

　もっとも強引すぎて、捕らえなくてはならないユニコーンを消し炭にしてしまう可能性もあったが。罪もない聖せい獣じゆうにそんな真似まねをすれば神しん罰ばつすら下るかもしれない。

「僕も応援しています。神のご加護がありますように」

　そう言うしかないエイク。見守るだけというのが心苦しくはあったが。

　神に祈いのる淫いん魔まがいるのだから、その淫魔に心を許す聖獣がいてもおかしくない、と思うエイクだった。




　何度か訪おとずれた、ジェントの湖。

　いつ来ても、どこか神聖な静せい謐ひつさと共に、湖面が揺ゆらめいている。

　それは、奥の洞どう窟くつが守しゆ護ご竜りゆうの住すみ処かであったためか、それとも今なお多くのウンディーネたちが暮らしているせいか、はたまた最近、スフィンクスが洞窟に住み着いたせいだろうか。事情は様々あろうが、どうもこの湖は神秘的な存在が集まるのかもしれない。

　そして、今は。

「これはまた……随ずい分ぶんと簡単に」

「あ奴やつめ。我われの時はあれほど苦労したというに」

　ユニコーンだ。

　湖のほとりで膝ひざを折って座る修道女と、その膝で寝ねる白い聖せい獣じゆうを見て、エイクとサキは各おの々おの呟つぶやいた。

　額からまっすぐに伸のびる、らせん状の溝みぞを持つ独特の角が、聖獣の証あかし。膝の上に寝ていても、角でシルヴァを傷つけないためなのか、首を丸めて角の先せん端たんを危険のない方へ向けていた。

　エイクの心配は、ほぼ杞き憂ゆうとなってしまった。物もの陰かげから眺ながめていたエイクは、ほっと安あん堵どのため息をつく。

　エイクとサキ、そして用心のために連れて来たレニュイだが、周しゆう到とうな準備は無む駄だになったようだ。だがもちろんレニュイの出番などないほうが良いに決まっているし、シルヴァに怪け我ががないなら上々の結果だ。

「色々と気を揉もんでいたのに、意味がなかったのうエイク」

「い、いえ。荒あら事ごとにならなかったのはなによりです。レニュイもすみません。せっかくついて来てもらったのに」

　隣となりのレニュイは、いつものだるそうな表情ではない。にやにやした顔でシルヴァとユニコーンの光景を眺めていた。

「いやあ、珍めずらしいもの見たよお。エイク、わかる？　湖のウンディーネたちも落ち着かないみたい……やっぱり聖獣のせいかな？」

「すみません。僕にはちょっと」

　出番がなくともレニュイは気にすることもなく、むしろ湖の様子が気にかかるようだった。

　シルヴァの服は、教会にあった予備の修道服。シルヴァに合うものをまた一着探し、その袖そで口ぐちや肩かた口ぐちを白い布でもって飾かざり、刺し繡しゆうを施ほどこしたものだ。元々が古着であるので近くで見ればほつれもバレてしまうだろうが、ぱっと見では豪ごう華かなものに見える。

　それにユニコーンは騙だまされたのだろうか？　だとすれば、少ない時間の中で針作業をこなしたシルヴァの指は褒ほめるべきかもしれない。

　シルヴァは、膝の上で眠ねむりこける獣けものの鬣たてがみを優やさしく撫なでている。乙女おとめと一角獣のその光景は、画家が見ればモチーフに取り上げるかもしれない。エイクも、美しい湖こ畔はんでの一場面に、思わず息を飲む。

　有あり体ていに言えば、エイクは見み惚とれていた。

　出会った時も見惚れたのだが、あれは深夜の、どこか背徳的な邂かい逅こうでのこと。今のシルヴァの持つ清純さは、また違ちがった美しさを放っていた。

「エイク、膝ひざ枕まくら、羨うらやましい？」

「……竜りゆうは人の心まで読めるんですか」

「妾わらわも羨ましいなあ。ユニコーン、随ずい分ぶんリラックスしてるねえ。全然問題ないみたいだよ？」

　どこまでもマイペースなレニュイだった。

「捕とらえるなら今が好機じゃろ。行くぞ」

　サキの一言で、エイクたちは茂しげみから飛び出す。

　あらかじめ用意していた縄なわを使い、ユニコーンとその辺りの木の幹を結ぶ。決して手て際ぎわが良いとはいえないうえ、さすがに身体からだに縄を巻きつけられたらユニコーンも起きるのではないかと思われたが、シルヴァの膝枕がある限り起きる様子はなかった。寝ね息いきのようなものまで聞こえてくる。

　レニュイの手を借りて、四方の樹木と縄でつながれたユニコーンの姿が出来上がった。

　それを四人で囲む。当のユニコーンは、胴どうや足を縛しばられているとは思えないほど穏おだやかな寝顔であった。

　近くで観察してみれば、その姿はやはり馬によく似ていた。馬と違うのは額の長い角、そして首筋を覆おおう鬣たてがみだ。くるくるとした白い巻き毛の鬣は、そこだけ羊毛のようにも見える。

　一角の白馬。聖せい獣じゆうとされるだけあり、眠ねむっていても神こう々ごうしさを感じてしまう。

「あのぉ……さすがにちょっとやりすぎでは」

　さっきまでユニコーンを寝かしつけていたシルヴァが、困ったような表情で言う。

「なにを。むしろ手ぬるいくらいじゃ。人を散々年とし増ま扱あつかいしおってからに。シスター、そこをどけ。処女の温ぬくもりがなくなれば目を覚ますであろ」

「は、はあ」

　長パイプを突つきつけられて、シルヴァは戸と惑まどいつつも、わずかに身をずらす。

　その瞬しゆん間かんだった。

　一角獣が、カッと目を見開く。低い唸うなり声ごえと共に、その身を揺ゆらすが──しかしすぐに、自らが拘こう束そくされていることに気付いたようだった。

　エイクはシルヴァをかばいつつも、ユニコーンから距きよ離りを取る。暴れ馬の危険はイザーナから受けた相談の時に重々思い知ったし、ましてユニコーンには額の長い角がある。なにかの拍ひよう子しで刺ささってしまえば怪け我がは必至だ。

「気付いたか、キル・エ・ムリム」

「こ、これはどういうことですか！」

　サキの声に、一いつ角かく獣じゆうが答える。動物の顔から人語が発せられる光景にエイクは啞あ然ぜんとした。

　人じん外がいと接することは多々あれど、言葉を話せるものはその外見も人間らしい部分を持っているものだ。ユニコーンはそうではないらしいが。

「どうもおかしいと思ったんです！　こんな田舎いなかの湖に似つかわしくない美しい修道女がいると思ったら！　貴女あなたの差し金だったんですね、この年ねん齢れい詐さ称しようのサバ読み錬れん金きん術じゆつ師！　ボクにこんなことをして、ただで済むと思っているんですか！」

「相変わらずうるさいのう」

　喋しやべるとは聞いていたが、これではむしろ口数が多すぎて威い厳げんもなにもあったものではなかった。神秘的な霊れい獣じゆうの姿も、これではその権威が半減だ。

　美しいと言われた当のシルヴァは、頰ほおに手を当ててあらあらとか言っている。

「ふふん。まあ、もっとも？　魅み力りよく的なボクを捕とらえたいという気持ちはわかりますよ。古代からボクはいっつも追いかけられていましたからね」

「手て荒あらな真似まねをしてすみません。ユニコーン」

「ボクにはキル・エ・ムリムという素す敵てきな名前があるんです！　そこの貴方！　ユニコーンなどと呼ばずにキル・エと呼んでください！」

　言葉の端はし々ばしに自信を滲にじませるキル・エだった。

　ユニコーンについてはとある伝説がある。いわく、大だい洪こう水ずいの際、あらゆる種類の生物のつがいを乗せた箱はこ舟ぶねに、ユニコーンは乗ることを拒きよ否ひした。大洪水を泳ぎきってみせると断言したのだという。結局、ユニコーンは溺おぼれてしまい、今ではユニコーンはいないというが。

　あるいはキル・エは、大洪水を乗り切った個体か、その子孫、ということなのだろう。自信家なのも当然かもしれない。

「失礼しましたキル・エさん。僕は近くの教会の見習い神父でエイクと申します。こちらのシスターはシルヴァ。同じく見習いです。まずは手荒な真似をしてしまったことを赦ゆるしてください」

「おや。ふふん。どこかのチビ年どし増まと違ちがって少しは礼れい儀ぎは弁わきまえているようですね！　謝罪ついでに、そちらのドラゴンさんも遠ざけてくれると助かるんですが。さすがのボクでも竜りゆう種しゆを相手にする気はありませんからね！」

「心配しなくてもぉ、角が欲しいだけだから、妾わらわはなんもしないよぉ」

　やはりユニコーンとはいえレニュイは怖こわいらしい。

　キル・エは諦あきらめたのか、暴れるのをやめて頭を下げた。長い角は近くで見てもやはり立派なもので、心なしかうっすらとした光をまとっているようにも見える。

「やはり角が目当てなんですね。まったく、ボクみたいな人気者は辛つらいですよ」

「さっさと渡わたさぬか。どうせまた生えてくるのであろう。拒否をするのであればこの場で角を叩たたき折るぞ」

「ちょっとサキさん。あまり強ごう引いんなやり方は……」

「捕とらえておいて今いま更さらそんなことを言うんですか！　やはり人間というヤツはどうにも救いようがありませんね！　まったく、この程度でこのボクを捕らえたつもりなら大おお間ま違ちがいです！」

　次の瞬しゆん間かんだった。

　ユニコーンの全身から白い光が発せられる。眩まばゆい閃せん光こうは太陽を直視したかのようで、思わずエイクは腕うでで目を覆おおった。

「むっ!?」

　もし、まともに直視していたのなら目が潰つぶれたかもしれない。

　目くらましによって隙すきを作り逃にげ出そうとしているのか。しかし哄こう笑しようをあげるキル・エの位置はそのまま変わっていない。

　逃げるつもりではなさそうだが──。

「これは……!?」

　視界を取り戻もどしたエイクは、光を失ったキル・エを見る。

　そこに、神秘の一いつ角かく獣じゆうの姿はなかった。しかし、逃げたわけでもないのは、その場に佇たたずんでいる別の影かげを見れば、すぐにわかった。

「……人？」

「驚おどろきましたか！　この高貴なボクが常に獣けものの姿でいるとでも思いましたか！　貴方あなた方に合わせてこの姿になってあげます、感謝してください！」

　一々自信家なうえに恩着せがましい。サキが苛いら立だちつつ長パイプを咥くわえているのもわかる気がするエイクだ。

　キル・エ・ムリムは、人の姿へと変じていた。

　年の頃ころはヘルミーネに近い十三、四といったくらい。中性的な顔立ちで、全身に毛皮の衣をまとっているが、腹や肩かたは剝むき出だしで寒そうにも見える。真っ白い髪かみはショートにしており、腕や足は少々瘦やせ気味で骨ばっている。

　少年とも少女ともつかない不思議な姿だった。

　ただし、ユニコーンであることは、腰こしから生える一ひと房ふさの尻尾しつぽと、額の長い角が証明していた。獣の時より角は若じやつ干かん短くなっているが、間違いなく先ほどの一角獣の角だ。

「女か男かはっきりせぬ姿じゃ」

「この高貴な神獣であるボクにとっては、性別などどうでもいいことです！　あ、そこの見習い神父、可愛かわいいボクの姿を見て欲情しちゃいましたか！　いやあそれも仕方ないですよね、照れちゃいますね！」

　それはない──と、エイクははっきり心しん中ちゆうで断言した。口に出したら間違いなくキル・エの機き嫌げんを損そこねるから、そのまま飲み込んだが。

　むしろ、必要以上に女性的な部分を強調しているサキュバスなどと比べると、極力性別を排はい除じよした外見に見えた。というか本当に性別不ふ詳しようだ。そういうのが良いという男も、あるいは広い世の中にはいるかもしれないが、少なくともエイクは違ちがう。

　性別不詳どころか、平らな胸や曲線の足りていない太ふと腿ももなどはどちらかといえば少年のそれのようにも見える。むしろ興奮しろというのが難しい。

　当然だが、獣けものの姿から人間になってしまったせいで、つないだ縄なわはすべて地に落ちていた。拘こう束そくをあっさり抜ぬけ出したキル・エは、肩かたを回してにやにやと笑う。

「さあて、どうしましょうかね？　ボクを騙だましてくれたお姉さんや、錬れん金きん術じゆつ師にも言いたいことがありますが……」

「なにを」

「でもいいです！　久しぶりにふかふかの温かいお姉さんの膝ひざで眠ねむれたので、今のボクは機き嫌げんがいいんです！　やっぱり枕まくらにするのは美人の処女に限りますよね！」

　にこやかな笑えみでとんでもないことを言い放つキル・エだった。シルヴァは頰ほおに手を当てて照れているが、エイクはうんざりした気分になった。またこの手合いか、と。

　レニュイといい、ウンディーネのカディといい、そしてこのキル・エ・ムリムといい、女好きの人じん外がいが多すぎる。エイクなどよりよほど天てん罰ばつが下りそうだ。当のレニュイを睨にらむと、明後日あさつてのほうを向いて口笛を吹ふいていた。誤ご魔ま化かしているらしい。

「ふむ？　では大人しく角を渡わたすと？」

「なにを言っているんですか！　嫌いやですよ、自じ称しよう十三歳の年とし増ま錬金術師になんてあげません！」

「なにを！　幼女趣しゆ味みが、ほいほいとついて来おったくせに！」

「寿じゆ命みよう超ちよう過かしている詐さ欺ぎ師が偉えらそうにー！」

　どうやらキル・エが怒おこっているのは、サキが年ねん齢れいを詐さ称しようして騙そうとしたことにあるようだった。サキの姿は十三歳どころか、下手をすればもっと幼く見えるくらいだが、聖せい獣じゆうはそんな罠わなが気に食わないのか。

「そこの修道女は淫いん魔まらしいのじゃが？」

「淫魔！　そうかなるほど！　変わった匂においがしたと思ったらそういうことでしたか！　でも処女でしょ処女なんですよねだったら問題ありません！　それにサバを読んだわけでもないですしね！　すんすん、ふむふむ、なるほどやっぱり甘い匂いが……」

　キル・エがシルヴァに近づこうとしたので、エイクは咄とつ嗟さに彼女をかばう。仮にも修道女であるシルヴァに、邪よこしまな感情を持っていそうなキル・エを近づけるわけにはいかない。

　シルヴァへ擦すり寄るのを邪じや魔まされたキル・エは、上うわ目め遣づかいで抗こう議ぎを示してきた。丁度、身長差と角の角度のために、鋭するどい一本角の先せん端たんがエイクを狙ねらっているようにも思ったが、ここで退くわけにはいかない。

　このユニコーンも、聖獣と名がついているが、あるいはレニュイに匹ひつ敵てきする変態かもしれない。

　みすみすそんな相手をシルヴァに近づかせたくはなかった。

「失敬。キル・エさん。彼女も、大事な修道女ですので」

「ふん！　まあいいです。ボクが良い思いをさせてもらったことは事実ですからね。角も、錬れん金きん術じゆつ師にはあげませんが、貴方あなたたちならあげたっていいですよ」

「本当ですか！」

「ええ、どうせまた生えてきますし、ボク自身には威い嚇かく以上に使い道もないですし。ちょうど、いつまでも同じ姿もどうかなーと思っていたところなので。まあ髪かみを切るようなもんです！　いめちぇんです！」

　最後の言葉はエイクにはわかりかねたが、ともあれ角自体は、ユニコーン本人にとっては大して重要なものではないようだった。

「ただし、条件があります！」

「じょ、条件……ですか」

「このままほいっと渡わたすのも、ね。ボクにも聖せい獣じゆうとしての意地と威厳があります。ボクの言う通りにしてください、いいですね！」

　迂う闊かつにはい、とは言えないエイクだ。なにしろなにを要求されるのかわかったものではない。

　要求とは何か。どうすれば角を渡してくれるのか。

　そう尋たずねようとする前に、キル・エが右手の人差し指を高く掲かかげた。

「近くに街がありますね！　せっかくですから、ボクの角に一番相応ふさわしい人を選出してください！　その人に角をあげます！　その後はなにがどうなろうと知ったこっちゃありません、ボクはとっとと帰ります！」

「……ええと、相応しいというのは」

「決まってるじゃないですか、貴方バカですか？」

　キル・エはにこにこ笑う。中性的な顔立ちのうえ摑つかみどころのない性格で、はっきり言ってなにを考えてるかなどわかるはずもない。

「美しい処女です！」

　迷いなく告げるキル・エ。

　エイクは嫌いやな予感に、思わず顔をしかめる。

「街で一番美しい処女に、ボクの角をあげます！　ついては美しさを競きそう大会を開かい催さいして、ボクの角を賞品にしてください！」

　びしっと人差し指を突つきつけて、キル・エは要求した。

　話がどんどん大きくなるせいで、面めん倒どうが増えることを直感したエイクだった。




「さあ────てっ！」

　エイクがキル・エの要求を吞のんでから、わずか三日後のこと。

　ジェント大聖堂前では、あちこちを横断幕で飾かざり、小規模ながら花火や、色とりどりの紙かみ吹雪ふぶきが飛び交かっていた。そんな中、ステージの上に立つ少女が、広場中に響ひびく大声を張り上げる。

「いよいよ始まりました、『ジェント美処女コンテスト』！　万能の霊れい薬やくになると言われるユニコーンの角を手にするのは一体誰だれになるのか！」

　それに呼応するように、広場に集まった群衆からもどよめきや拍はく手しゆが起こる。

「大会の司会はこの私、南通りにある酒場『メリーメリー』の歌うた姫ひめメリッサが務めさせていただきまぁ──す！　出資と主しゆ催さいはジェント伯はく爵しやくおよびジェント商工会議所のご協力となっております！」

　声を張り上げるメリッサは、ジェシカと並ぶ南通りの看かん板ばん娘むすめである。さすが歌姫であり、騒さわがしい酒場でよく通る声を響かせるだけあって、その自じ慢まんの肺活量による声は広場の隅すみ々ずみまで行き届く。

「では、今大会の発案者と賞品を兼かねていらっしゃいます、街にやって来たユニコーンのキル・エ・ムリム様にお話を伺うかがってみましょう！　キル・エ様、いかがですか」

「いやあ、エントリーした皆みなさんが美人揃ぞろいで驚おどろいています。期待が高まりますね！　ところで発案しておいてなんですが、この街、ボクみたいなレア生物に順応しすぎでは？」

「それは当然さもありなん！　なにしろ生ける守しゆ護ご竜りゆう様がいらっしゃる街ですからね、街の皆さんもユニコーンが来たと聞いてもうお祭り騒ぎですよ！　守護竜祭には並びませんが、それなりの規模でやらせていただいておりまぁす！」

「それは良かった。ボクの角が相応ふさわしい人の手に渡わたることを祈いのっています」

「キル・エ様からのお話でしたぁ────っ！」

　エイクがあちらこちらへと手を回したとはいえ、コンテストの準備から開催まで三日間で行われてしまったのは、さすがに啞あ然ぜんとするほかない。

　食べ物が限られ、禁欲を強しいられる長い冬も終わり際ぎわ。春は目前であり、街の皆もストレス発散の材料が欲しかったのだろう。そこへユニコーンの発案する美処女コンテストなるもの。盛り上がるのもわかる気がするが、いくらなんでも早すぎる。

　結局、ジェントの皆がお祭り騒ぎが好きなのかもしれない。

　広場には簡単な木机が並べられ、それぞれ主催者席、参加者席、観客席と分かれている。ここぞとばかりに期限ギリギリの保存食が酒と一いつ緒しよに並べられているのが、冬の終わりを示しているような気がした。

　なお、主催席には最大の出資者であるジェント伯爵が髭ひげを撫なでながら一番良い席に座っている。相変わらず気さくな領主であった。

「それでは審しん査さ委員の皆さんを紹しよう介かいしましょう！　まずはこの方！　ジェントの治安維い持じを一手に担になう自警団長にして、赤毛長身の伊達だて男！　泣かせた女は星の数!?　戦いも恋愛も強すぎるナイスミドル、ダネストさんでぇす！」

「おいおい、ひどいじゃないかメリッサ」

　エイクの隣となりに座るダネストが、快活に笑う。自警団長が思いっきり娯ご楽らくに参加していていいのだろうか。他ほかの自警団員は大会の警備に当たっているようだが。

　彼の紹しよう介かいで、女性陣じんから歓かん喜きの声があがった。女性関係が派手だというのは本当らしい。傭よう兵へいらしいといえばらしいのだが。

「お次はジェントの象しよう徴ちようともいうべきこの方！　ステンドグラスや紋もん章しようで大人気の守しゆ護ご竜りゆう様！　現在は丘おかの上の教会から街を見守ってくださいます、アザンレニュイ様！」

「やっほぉー、みんなぁー」

　今度はアザンレニュイが両手を観客席に向けて振ふる。客席からは男女の別なく拍はく手しゆと歓声があがった。エイクにしてみればもはや女性好きのわがまま竜なのだが、そんな本性を知らないジェント住民にとっては、やはりレニュイは人気者なのだろう。

「最後に、街一番の人格者、フォーグス神父──は、体調不良とのことで、代理にこの人！　教会の後あと継つぎなのにちっとも冴さえない根ね暗くらで、それなのに最近やたらと女性を囲っていると評判のヘタレ見習い神父、エイクさんでーす！」

「散々な言いようですね、メリッサ」

「事実でぇす♪」

「貴女あなたは出場しないんですか。店の名を売るチャンスでは」

「いえいえ、ここは皆みなさんに譲ゆずりたいと思いまぁす！　ヘタレ神父、あんまり詮せん索さくするとちょん切っちゃいますのでお覚かく悟ごを♪」

　腹黒いことで評判のメリッサが、癒いやし系の美声でものすごいことを言ってのける。おそらくメリッサは非処女なのだろう。エントリー時にキル・エにそれを見抜ぬかれ、出場できなかったに違ちがいない。年が近いせいか、メリッサはエイクにだけ遠えん慮りよがなかった。

「はい！　こちらの三人が審しん査さ委員となって、ジェントで一番美しい処女を決めることになります！　皆様、どうか公平な審査をお願いします！」

　わああ、と歓声があがる。自警団の長に、街の守護竜。どちらも人望と魅み力りよくを兼かね備えた街の有力者である。エイクは場違いな気がしてならないが、フォーグスは一番美しい処女を決める、などという不ふ埒らちな大会に出るのを嫌いやがったのだ。適当に体調不良などと言って誤ご魔ま化かし、面めん倒どう事ごとをエイクに押しつけたことになる。

　だが、これはある意味では、エイクにとって好都合だった。

　観客席では、サキが長パイプを咥くわえている。その隣にはローブで顔から足までを隠かくしたメルもいた。二人とも、ユニコーンの角を手に入れられるか見に来てくれたのだ。

　そう、この大会の賞品は、ユニコーンの角。もし優勝することができれば、サキの目的も達成され、誰だれの異議もなく相談は解決する。

　自分の角を賞品にしてしまうキル・エからは、欲しければ勝ち取ってみせろ、という挑ちよう発はつ的な態度が透すけて見えるような気がした。

　エイクは広場の中央。参加者が集まっているステージ上を見た。ジェントで我こそはと思う女性たちが並んでいる。もちろんユニコーンの角は貴重品であるから、その薬効を求める以外にも、高値で売って金に換かえようという者もいるはずだった。

　そしてその中に修道服姿のシルヴァ。何故なぜかジェシカが横にいるのが気になるが。

「それでは、キル・エ様に認められた、ジェントの美しき処女の皆みな様をご紹しよう介かいしましょう！　エントリーナンバー一番！　丘おかの上の教会に突とつ如じよ現れたうら若き修道女、シルヴァンシア・Ｌ・クーヴェリュードさんでぇす！」

　メリッサの声と共に、観客から拍はく手しゆが広がる。

　シルヴァは若じやつ干かん緊きん張ちようした顔でありながらも、笑えみを浮かべて観客へと手を振ふっていた。

　彼女に優勝してもらって、角を手に入れる。シルヴァは淫いん魔まの美び貌ぼうを持っているのだし、偶ぐう然ぜんとはいえエイクも審しん査さ委員になってしまったのだから、それは難しくないだろう。

　しかし拍手に囲まれたシルヴァを見ると、どうしてか少しの寂さびしさを感じてしまうエイクだった。

　シルヴァが街に馴な染じむのは良いことだと、エイクは自分に言い聞かせた。




　どうしてこんなことに、とジェシカは呆ぼう然ぜんとしていた。

　持っている中で一番上じよう物ものの服をまとって、並んでいるのは大聖堂広場のど真ん中。四方を観客に囲まれ、ジェシカは真っ白い頭で必死に考える。

　今朝早く、養母に叩たたき起こされたのだ。

　看かん板ばん娘むすめとしての稼かせぎどころ。街一番の綺き麗れいな娘として、美処女コンテストに参加しろ、と。

（どういうことなのよぉ─────ッ！）

　泣きだしたいのを必死でこらえる。

　隣となりに立つのはあろうことか恋こい敵がたきのシルヴァだ。審査委員席にエイクがいることも考えれば、あのへっぽこ見習い神父が一枚嚙かんでいるのは間ま違ちがいない。発案者がユニコーンなのだから、エイクはそれを手伝ったのか。でなければ賞品目当てにシルヴァを出場させたのか。

　司会のメリッサは、綺麗な声でシルヴァのことを紹介している。事情があって街にやって来た見習いのシスターは、フォーグス神父の厚意で修しゆ行ぎようをしているとのこと。当然ながら淫魔などという言葉はちらりとも出てこない。

　今この場で正体をバラしてやろうか、などとすら思う。が、それは八つ当たり以下だ。心の暗雲は晴れないに決まっていた。

　看板娘、などと言われてはいるが、ジェシカ自身にそんな気はない。

　こうして舞ぶ台たいに立ってみるとよくわかる。隣のシルヴァとは持っている華はなやかさが違う。まあ淫魔と比べるのも見当違いのような気がするが、シルヴァの持つ都会的な洗練さと、ジェシカの田舎いなかっぽい垢あか抜ぬけなさは見る者には瞭りよう然ぜんだろう。要は高たか嶺ねの花の逆で、ジェシカはすっかり街に馴な染じんでいるせいで見慣れているのだ。

　俗世間から離はなれた修道女のほうが、神秘的に見えるに決まっていた。事実、このコンテストには大聖堂のシスターも何人か並んでいる。美しさを競きそうためというよりは、角から作られる霊れい薬やく目当てかもしれないが。

　そんな美び貌ぼうを持つ者の中にいると思うと、正直ジェシカは逃にげ出したい。

　参加者にシルヴァ以外の知り合いでもいればよかったかもしれないが、生あい憎にくと義姉であり娼しよう婦ふであるミュリエルは観客席からにこにこ眺ながめているだけ。美人のミュリエルだが、さすがに娼婦の身で美処女は名乗れまい。

　たった一人でシルヴァと対決しているような気さえしてくる。

「それではエントリーナンバー二番をご紹しよう介かいしましょう！　皆みな様ご存じランブルのパン屋の看かん板ばん娘むすめにして、赤毛の可愛かわいいスカーフ娘！　最近は自分で作ったパンが店頭に並んでいることもあるそうです！　ジェシカ・ランブルさんでーす！」

　歓かん声せいと拍はく手しゆ。どう応じればいいのかわからず、ジェシカは困ったような笑え顔がおで手を振ふるしかない。

　パン屋の常連客がちらほら見える。ここで不ふ貞て腐くされたような顔になって、常連客を逃がすわけにはいかない。

「ジェシカ──────ッ！　負けるんじゃないよぉ！　ユニコーンのパンをウチで売れば大おお儲もうけなんだからねぇ────ッ！」

　歓声の中、養母が声を張り上げる。その隣となりでは養父が腕を組んでうんうん頷うなずいている。その腕うでに少し白いものが見えた。厨ちゆう房ぼうから駆かけつけたのかもしれない。

　負けるな、と言われても。

　隣にシルヴァがいるこの状じよう況きようで、どうすれば勝てるのか。審しん査さ委員がエイクであることがわずかな希望のような気もしたが、そもそもアイツはなんであんなとこにいるのだ。ユニコーンの角が目当てなら八や百お長ちようでシルヴァに投票するのではないか。

　腹立たしいのと惨みじめなのと恥はずかしいので、もはや訳がわからなかった。

「チョーシ乗んなよ、ジェシカ」

　すれ違ちがいざまに、司会のメリッサがドスの効きいた声をかけてきた。大体この自じ称しよう歌うた姫ひめはジェシカに対してはいつもこんな感じである。怖い小声は観客には聞こえない。

「勝手に出場させられたのよ。怒おこんないでよ」

「南通り看板娘ナンバーワンは私だしぃ？」

「さっさと猫ねこ被かぶり直して司会やんなさい」

「はぁーい♪　ジェシカさんでしたー！」

　まったくどうしろというのか。

　頭を抱かかえたくなってきた。もっとも、メリッサも口は悪いが、ジェシカに向けてくるのは看かん板ばん娘むすめとしての真っ当なライバル心なので悪い気はしない。

　隣となりのシルヴァは、こちらの苦労も知らぬ気ににこにこと笑っているので、それがまた腹立たしかった。

「それでは、次の方を──って、お前かよっ！　なんで!?」

　今度はなんだ。

　メリッサの絶ぜつ叫きようが気になって、次の参加者を見るジェシカ。すると、ぼろぼろの衣服でありながら、偉えらそうに腕うでを組んでいる少女がいた。髪かみは鋏はさみで適当に切り揃そろえただけ。スラムでの姿そのままで、美を競きそうコンテストには似つかわしくない。年はジェシカより二、三歳さい下だったか。

「はあい。みんなのアイドル、トゥルーゼよ」

「えー……はい、北西街区からみんなの嫌きらわれ者、テオ一味のトゥルーゼが来てくれましたー。つかあんた、ウチの店から食べ物盗とってったでしょ！　返しなさいよ！」

　そうだそうだ、と観客から声があがる。

　ジェシカの隣に出て来たのは、トゥルーゼ。北西街区のスラムで暮らすテオ一味、悪ガキ一団の一人だった。ジェシカが探してみると、広場の周囲の家屋、その屋根の上ではテオ一味が見物していた。

　一ひと際きわ冷たい瞳ひとみで、屋根の上から会場を見下ろしているのが、悪ガキどもの頭領、テオだ。

「そうだそうだ、ウチの店からも果物を！」「こっちはネックレス盗られたぞ！」「肉返せバカヤロー！」「お前らガキのくせに酒盗ぬすんでんじゃねえ！」

「やー、人気者は困るねえ。ね、パン屋のジェシカ？」

　盗人ぬすつとトゥルーゼが語りかけてくる。観客席から飛ぶブーイングや酒さか瓶びん、その他様々なものをひょいひょいとかわしていた。むしろこっちがとばっちりを食いそうだ。

「知らないわよ。なんでアンタ出てるの？」

「処女なら誰だれでもいいって話じゃーん？　ねぇ、ユニコーンの角って高く売れるかなあ？」

　トゥルーゼは言いながら、投げつけられたリンゴを器用にキャッチ。そのまま屋根の上にいるテオまで投げつけてみせた。曲芸のような動きだが、テオは無表情でそれを受け取り、年下の部下に与あたえる。

「お金目当てか。あんまり調子づいてると袋ふくろ叩だたきに遭あうわよ。いつもいつもミュリ姉ねえがかばってくれるわけじゃないんだから」

「わかってるって。ま、一いつ緒しよに頑がん張ばろーよ、パン屋のジェシカ？」

　トゥルーゼはにやにやと笑っている。思おも惑わくが量はかれなかった。

　片方は修道女を名乗る淫いん魔ま。もう片方はスラムの悪ガキに挟はさまれて、ジェシカはため息をつく。司会のメリッサもどうしたものかと思ってるようだが。

「ほらほら、さっさと進めてよ。私はあそこのユニコーンに出ていいって言われたんだからさ」

「はぁーい、ではどんどん進行させていただきまぁす。小こ憎にくらしい悪ガキのトゥルーゼさんでしたー。商工会議所の皆みなさん、袋ふくろ叩だたきにしたいお気持ちはよぉーくわかりますが大会の後でお願いいたしまぁす♪」

　メリッサが七色の声でどうにか場を治めようとするが、彼女の額にも青筋が浮かんでいるのが見えた。

「それでは次の方のご紹しよう介かいに──」

　朝から散々、振ふり回されている気がする。

　元げん凶きようを考えるに、それはやはりシルヴァでもキル・エでもなく、エイクなのだろう。そもそもアイツが全部、妙みようなことをもたらすのだ。誰だれ彼かれ構わずお人ひと好よしに相談を聞いてばかりいるからこんなことになるのだ。

　ジェシカは、審しん査さ委員席のエイクをきっと睨にらみつける。

　当のエイクは、何故なぜ睨まれているのかわからないとばかりに、とぼけた顔をしていた。

　それがまた、ジェシカには腹立たしかった。




　美処女コンテストは、一次審査と最終審査に大きく分かれる。

　一次審査というがその実態は、最終審査で対決する二人の女性を選出するための行程であり、メリッサが女性たちにあれやこれや聞くインタビュー。それぞれの特技を生かしたパフォーマンス。そしてなぜか簡単なボードゲームやらクイズまで行うという、エイクから見ても一部が意味不明な内容だった。しかもゲームの勝敗は審査に関係ない。

　そんな女性たちに、観客は酒や肉で宴えん会かいしながら野や次じや応おう援えんを飛ばす。

　それらを経て、審査委員と観客がそれぞれ一票ずつ、最終審査に出てほしい女性に投票するのだという。得票数の多かった上位二名が、最終審査に参加できる。

　ゆえに、最終審査とはつまり決勝戦。

　審査委員であるダネスト、レニュイ、そしてエイクの三人が改めて、ジェント一の美処女に投票することで、一番美しい処女を決めるのだという。ユニコーンであるキル・エの異議申し立てがない限り、この流れで優勝が決まる。

　エイクは審査の流れを見つつも、会場の様子、参加者や観客の表情を観察していた。

　まずジェシカだ。さっきランブル夫妻が熱心に応おう援えんしていたから、養父母の意向で出場させられたことは察しがつく。赤い顔で自分の長所を話したり、特技のパン作りについて語っていた。それはいいのだが、時折こちらに鋭するどい視線が送られてくる。自分がなにかしただろうかとエイクは考えるが、はっきりいって覚えがない。

　パン屋の看かん板ばん娘むすめだけあって、ジェントにはそれなりのファンがいるらしく、彼女がなにか喋しやべる度たびに声があがる。ランブル夫妻以外にも票を入れる者は多いだろう。さすが、ジェントのメインストリートに店を構えるランブルのパン屋の看かん板ばん娘むすめといったところか。

　テオ一味のトゥルーゼも、ジェシカとはまた違ちがう意味で気になった。出場しているのはいいものの、終始やる気のなさそうな様子の彼女は特にこれといったアピールもせず、特技もナイフを使ったジャグリングをわずかに見せたのみだった。

　なにを目的に出場したのか、エイクには読めない。テオ一味は生きるために盗ぬすみを働くスラムの子供たちだから、ユニコーンの角が高く売れると踏ふんだのだろうか。その割にはやる気が感じられない。

　広場周辺の屋根に陣じん取どる、テオ一味も気になる。商店街や市場の人間はテオ一味を憎にく々にくしく思っているはずだが、かといってすばしっこい子供たちがあんな高いところにいればなかなか捕つかまえられまい。一味が総そう出ででなにか企たくらんでいるのだろうか。

　そして、肝かん心じんのシルヴァ。

　さすがというべきか、それほど名を知られているわけではないはずなのに、随ずい分ぶんと男性客の視線を奪うばっていたように見える。フードで隠かくれていてもはっきりとわかる美しい顔立ち、輝かがやくような金きん髪ぱつ。そこに思わず目を奪う豊満な肉体。普ふ段だん意識しないようにすることがどれほど大変か、ここにいる男性客に教えてやりたいくらいだった。

　特技披ひ露ろうでは、もしかしたら脱ぬぎだすかもしれないと思ったエイクだったが、さすがにそんなことはせず、布に刺し繡しゆうを施ほどこす早はや業わざを披露していた。

「エイク、エイク」

　ふと気付けば、レニュイが小声で囁ささやいてくる。

「さっきから変だよ、どしたの？」

「え、あ、いえ、すみません。なんでもないです」

「？」

　首を傾かしげるレニュイだった。

　だが、エイクにとってシルヴァは可愛かわいい後こう輩はいであり、共に聖職者を目指す同輩でもある。いくらユニコーンの角を得るためとはいえ、無ぶ遠えん慮りよな視線にさらされてはなかなか平静ではいられない。

　もちろん、これはエイクの勝手な感情だ。シルヴァは角を得るために身体からだを張ってコンテストに参加してくれているのだから、エイクもそれを応おう援えんするべきだろう。

　頭ではわかっているのだ。だが、街の人気者ジェシカに向けられる視線と、艶あでやかな余所よそ者シルヴァに向けられる視線では、そこに含ふくまれる性的な感情は大きく違う。

　ましてやシルヴァは淫いん魔ま、本人が意識してもしなくても、このように人が多い場所では自然と不ふ埒らちな視線を集めてしまう。

　それが気にならない、といえば噓うそだ。エイク自身もシルヴァをそういう目で見てしまうことがあるから、尚なお更さら。

　あらゆる意味で聖職者に相応ふさわしくない感情の揺ゆれ動うごきに、エイクはため息をつく。

　彼のそんな葛かつ藤とうなどお構いなしに、大会はどんどん進んでいく。

「ねえダネスト。さっきからエイクの様子が変なんだけど……」

「嫉しつ妬とでございましょう守しゆ護ご竜りゆう殿どの。共に修しゆ行ぎようする仲間がこのような場で男の視線にさらされていれば、平静ではいられますまい。聖人でもないのですから」

「エイク的に、ジェシカはいいのかな？」

「同じ町の住人であろうと、娼しよう婦ふを見る目と看かん板ばん娘むすめを見る目は違ちがいましょう？　だが見習い神父がなにより耐たえ難がたいのは、修道女に娼婦への視線が向けられていることかと」

　ダネストにあっさり見抜ぬかれ、エイクは呻うめくこともできずに沈ちん黙もくした。さすが戦場でも恋愛でも、幾いく度どとなく修しゆ羅ら場ばを切り抜けてきた自警団長は人生経験が違う。

　そして、最大の問題は、キル・エだ。

　始まった当初こそ無む邪じや気きに喜んでいたのだが、その顔は途と中ちゆうから明らかに退たい屈くつなそれに変わっていった。自分が言い出したくせにどうして飽あき始めているのか。

　メリッサは盛り上げようと必死だし、事実、観客は守護竜祭の時のような祭り好きの血でそれなりに騒さわいでいる。審しん査さ員のダネストやレニュイは、そんな彼らの様子をどちらかといえば見守っている風に近い。キル・エだけがこの空気についてきていない。

「はぁ────いっ！　これにて参加者全員の特技披ひ露ろうがしゅーりょーいたしましたぁっ！　皆みなさん個性的な技わざをお持ちですね！　ここで一次審査のプログラムはほぼ終しゆう了りようとなりますが、観客の皆さん、投票するべき美処女は決まったでしょ────かぁっ!?」

　おおお、と声があがる。男女の別なく盛り上がっている。こういうのは普ふ通つうなら男性客ばかりになりそうだが、女性も盛り上がっていた。一部の視線は伊達だて男おとこのダネストや、中性的なキル・エに向けられているようだったが。

「ここまでの様子を見て、賞品のキル・エ様、いかがでしょうか？　これはと思われる美処女はいらっしゃいましたかぁ────っ!?」

「うーん……」

　テンションを上げようとするメリッサと対照的に、難しい顔で唸うなるキル・エ。

「皆さん、頑がん張ばってくれてはいるんですが……どこかこう、一押し足りない気がするんですよねえ」

「ひ、一押し足りない？」

「ええ。いえ、ゲームも特技も楽しかったんですけれど、高貴で神聖で清く正しいボクには、どこかいまいち響ひびかないんですよねぇ……」

　好き放題言っているキル・エだった。メリッサも、いよいよ胡う乱ろんげな顔になりつつも、しかし義務感によるものか、問い返す。

「えー……で、ではキル・エ様にはなにかお考えが？」

「そうですね！　やっぱり女性たちの真の美しさを見てみたいと思います！」

「し、真の美しさ、といいますと……？」

「やっぱり服が邪じや魔まなのです！　内面から滲にじみ出る美しさをきちんと見通すためには服をまとっていてはいけません！　人類の始祖も、楽園では全ぜん裸らだったのですから！　真の美しさを見るためには一いつ切さいの衣服を脱ぬぎ捨てることが重要なのです！」

　広場中に広がる大声。拳こぶしを握にぎってキル・エは力説した。

　すぐに歓かん声せいがあがるが、そのほとんどは男のものだ。女性陣じんや参加女性などは逆に困こん惑わくの色を深めている。特にジェシカなどは今にもキル・エに飛びかかりそうだ。

「というわけでボクは、一次審しん査さのラストには皆みなさんに脱いでいただき、その上で投票することを提案しますよ！」

「バカ野や郎ろう！　ウチの大事な看かん板ばん娘むすめにんなことさせられっか！」

　野の太ぶとい声が飛んだ。人ごみに紛まぎれて声の主の姿は見えないが、エイクの記き憶おくではランブルのパン屋の主人だと思われた。

　だが、むしろ突とつ然ぜんのキル・エの提案に賛同する男たちの声もある。祭りの熱ねつ狂きようのうえでは、多少の乱らん痴ち気き騒さわぎもありえるが、これはいささか度どを超こえていた。

　ましてやシルヴァも含ふくめ、美処女コンテストなのだから修道女が大勢いる。とても看過できるものではない。

　そして、当のシルヴァが『望むところですわ！』と言わんばかりに意気込んでいるのが尚なお更さら危なかった。大会で緊きん張ちようしているせいもあるだろうが、とかくシルヴァはなにかにつけて脱ごうとする悪あく癖へきがある。誰だれも止めなければ彼女は間ま違ちがいなく脱ぐ。

「ちょっと待ってください！」

　シルヴァが暴走する前に、エイクは声をあげた。精一いつ杯ぱいあげた声に、会場の声が多少静まる。

「ここは大聖堂前の広場、神聖な場所です！　聖職者の一員として、そのような提案は却きやつ下かさせていただきます！」

「なにをぉー！　そこの見習い神父、代理のくせに！　この超ちよう可愛かわいいボクに意見しようっていうんですか！」

「代理だからこそです！　フォーグス神父も同じことを仰おつしやるはずです！」

　キル・エはふんと鼻を鳴らすだけだった。

　しかし、フォーグス神父の名前を出したことで、観客のほうには効果があったようだ。熱気が少し冷めた気がする。神父本人が同じことを言えば完全に静まり返っただろうが、所しよ詮せんは代理扱あつかいということか。

「え、えーと、私も少々突とつ飛ぴな提案だと思いますが……守しゆ護ご竜りゆう様はいかがでしょうか？」

「妾わらわもはんたーい。エイクの言う通りだってぇ、ほどほどにしときなよ」

　意外にもレニュイがまともなことを言った。なまじ女好きの竜であるから賛成するかと思ったが、さすがにそこまで節操なしではないらしい。

　──宝石をエイクが持っているから、意見を合わせているだけかもしれないが。

「自警団長は？」

「街の治安を維い持じする者として、トラブルを巻き起こすような提案は賛同しかねるな。祭りにも節度が必要だ」

「わかったわかった！　わかりましたよもう！」

　キル・エが、自棄やけになったように声をあげる。

「じゃあ衣い装しようチェンジです！　ちょっとセクシーな衣装に変えるくらいなら文句はありませんよね！　そのうえで一次審しん査さの投票をしてもらいますけど、どうですか！」

「ま、まあそれなら……」

　ちらりとシルヴァやジェシカのほうを見れば、彼女たちはそれぞれ複雑な表情をしていたのだったが。

「えー……で、ではそういうことになりました！　着き替がえはー、そうですね！　大聖堂の一室をお借りしましょう！」

　メリッサは軌き道どう修正に必死である。腹黒ではあるが職務熱心なので、苦労性という点ではエイクと似る。

「肝かん心じんの衣装は……」

「はあーい！　それだったらウチの店から持って来なさいなぁ」

　観客の中から手が上がる。

　せっかく危地を脱だつしたと思ったのに、次の危地が待ち受けていたことをエイクは気付く。が、なにか声をあげるには手て遅おくれだったようだ。

「セクシーな服なら、いっぱいあるわよ？」

「そりゃそうでしょ────よぉっ！」

　ジェシカがふざけるなとばかりに叫さけんだ。もう泣きたいという弱音のようにも聞こえた。

　声をあげたのは、エイクとジェシカの義姉ミュリエル。

　彼女の働く店は、北西街区でも評判の公こう娼しよう館である。

「それはいいですね！　それでいきましょう！」

　キル・エが嬉き々きとして声をあげる。エイクは頭を抱かかえた。

　会場の観客も盛り上がっているし、ダネストやレニュイも文句を言うつもりはなさそうだ。ここでエイクがなにか言えば、今度こそ聖職者のお堅かたい苦く言げんだと思われる。

　全ぜん裸らよりマシだと思ってもらうしかないのだろうか。

　顔を赤くしたジェシカと対照的に、シルヴァの顔はやる気に満ち満ちていた。




　どうしてこんなことに、とジェシカは再び思う。

　投げやりになってきたジェシカの内心を知ってか知らずか、シルヴァは積極的に声をかけてくる。

「ジェシカさん、負けませんわよっ」

「あー、もう、好きにして……」

「あ、あのジェシカさん？　どうしてそんなに元気が」

「アンタと同じ部屋で着き替がえてるからよ！　このドアホ！」

「ひぃんっ」

　怒ど鳴なりつけると涙なみだ目めになるシルヴァだが、ジェシカは騙だまされない。なにがひぃんっ、だ。それで可愛かわいいつもりか。悔くやしいが可愛いのだ。ちくしょう。

　大聖堂の一室で、淫いん魔まと着替えなくてはならないなどと。こっちにまで天てん罰ばつが下らないか心配になる。

「大体着替えるの早いのよ。アンタわかってる？　娼しよう館かんの服よ？　修道女が着るようなもんじゃないのよ？」

「で、ですが着ないと失格と言われては」

「誰だれよりも先に袖そでを通しておいてよく言うわ」

　ジェシカだって着るのを躊躇ためらうのだ。卑いやしい職であると非難されることも多い娼婦だが、ジェントでは公娼があり、自警団がトラブルにならぬよう警備に当たっている。商業都市という開放的な土地柄がらも手伝って、露ろ骨こつに軽けい蔑べつされるようなことは少ない。
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　が、だからといって娼婦の服が着れるかどうかはまた別の話。

　胸むな元もとにＶ字型の大きな切れ込みが入り、胸どころか下腹部近くまで見せるドレスを前に、ジェシカは完全に固まっていた。スカートはロングだが、サイドに入ったスリットは脚あしどころか腰よう骨こつにまで達する。

　これは、着れない。見た瞬しゆん間かんにそう思ったジェシカだ。

　娼しよう婦ふの服であるからというよりも、ジェシカのごとき貧相な肉体には似合わない、と思ってしまった。

　躊躇ためらわず着たシルヴァがまた似合っている。もうそのまま娼館で働いてしまえ淫いん魔まの特技だろ、とすら思うジェシカだが、それが八つ当たりにすぎないこともわかっていた。

「ねー、これで着方合ってんのー？」

「こっちはこっちで……」

　トゥルーゼがだるそうな声で言った。娼婦用ドレスなど触さわったこともないはずの彼女だから、着方も滅め茶ちや苦く茶ちやだった。薄うす手でのストールがなんなのかわからなかったらしく、ベールのように頭から被かぶっている。

「ああもう違ちがうわよ……まったく。ミュリ姉ねえとかよく見てんじゃないの？」

「見てるよー。私も将来は娼婦かなー」

　何の気なしに言うトゥルーゼだ。が、どこにも行けない彼女たちの将来となると、確かに選せん択たく肢しは多くない。元は同じ孤こ児じなのに、ジェシカはパン屋の看かん板ばん娘むすめ。トゥルーゼは盗人ぬすつと一味。

　ジェシカはトゥルーゼの後ろに回って、ドレスを直す。かと思えば、シルヴァのほうは無言で彼女のストールを手に取った。先ほどの特技披ひ露ろうで見せた針と糸を持ち出し、さくさくとなにか縫ぬっていく。ワンポイントで即そく席せきの刺し繡しゆうを施ほどこしているようだった。

「おねーさん、似合ってるねえ。シスターなのに」

「いやだ。照れますわ」

　照れてどーする、とジェシカは思う。修道女に娼婦の服が似合っていると言うのは、普ふ通つうなら侮ぶ辱じよくだ。

「あんた、アレでしょ。ジェントに来たばっかりの頃ころ、ルーカスかばってくれた人でしょ」

　バカだよねー、とけらけらトゥルーゼが笑っていた。捕つかまりかけた弟分のルーカスか、それともそれを店主からかばったシルヴァを嘲ちよう笑しようしているのか。ジェシカには判別できなかった。両方かもしれない。

　一方、シルヴァは微び笑しようを浮かべながらも、首を傾かしげていた。なんのことかわからないらしい。あの時、シルヴァは盗みを働いたルーカスを果物屋の店主からかばったのだが、当のルーカスはそんなシルヴァから金銭を盗んでいた。

　きっとシルヴァは、ルーカスの名も知らないはずだ。

　その流れを一部始終見ており、ルーカスから小こ銭ぜに入れを取り返したのは、シルヴァを怪あやしんでその後をつけていたジェシカである。

「パン屋のジェシカは優勝したいの？」

「……あたしは、別に」

　トゥルーゼはよく喋しやべる。

　スペース上、ジェシカのいる部屋で着替えるのはシルヴァとトゥルーゼだけだった。他ほかの参加者はまた別の部屋で着替えているはずだ。淫いん魔まと盗人ぬすつとと同じ部屋で、娼しよう婦ふの服に着替えなければならないとは、なんだかジェシカも自分のやっていることがわからなくなってきた。

「ジェシカさん、早く着替えませんと」

「心の準備がいるのよちょっと待ってなさいよ……はいトゥルーゼ。できたわよ？」

「うぃーす」

　くるくる回る。トゥルーゼに限らず、盗みを働くテオ一味は身軽だし、よく裏路地や屋根を足場にしている。娼婦にならずとも、大道芸人などになれるかもしれなかった。

「回るな。つかアンタ、本当に優勝する気あんの？」

「え、ないよ？」

　けろっとした顔で、トゥルーゼが言った。ジェシカの目が点になる。

「なんか楽しそうなことしてるから、食い物もらおうってのがテオの計画。私はひきつけ役。会場でチビ共が飛び回って食い物せしめてる。テオは屋根の上で全体の計画チェック」

「アンタたちは……」

　呆あきれてものも言えない。空腹なのはわかるが。テオ一味総そう出での盗人計画だったのか。

　確かに会場には食べ物も用意されているし、それらはジェント商工会議所の資金で賄まかなわれたものだ。特に誰だれのものでもないから、厳密には盗みとはいえない。

　が。

　普ふ段だんから商店街から目めの敵かたきにされているのがテオ一味だ。彼らに食わせるものなどないというのが商店街の総意だろう。ジェシカのパン屋も散々煮にえ湯ゆを飲まされてきたのだ。

「どーせユニコーンの角？　もーすぐに金に換かえちゃうんだろうし。だったら食い物のほうがいいよね。でも十分チビどもも食べただろうし、もういーや。あとはテキトーにこなすだけ」

「ったく……」

　ジェシカもなんだかバカバカしくなってきた。角など手に入れなくとも、ランブルのパン屋は十分に繁はん盛じようしている。角の宣伝効果は確かにあるだろうが、それよりは病や怪け我がで必要としている者に与あたえるべきではないだろうか。

　棄き権けんするか。

　一いつ瞬しゆん、そういう考えもよぎったが、それではなんだか負けたような気がする。誰に？　言うまでもない。今この場で、鼻歌を歌いながらストールに刺し繡しゆうを施ほどこしている胸肉淫魔に、だ。

　別に、誰だれに負けたって構わないのだが、彼女に負けることだけは、ジェシカの女の部分が許さなかった。互たがいに恋こい敵がたきであることは承知のはずだが、シルヴァの機き嫌げんが良さそうなのはなんなのか。自分など眼中にないということか。

　これが普ふ通つうの美少女コンテストであれば、あるいはそこまで負けを意識しなかったかもしれないが。

　なにしろ、美処女である。淫いん魔まが美処女コンテストで優勝し、たった一人のために処女を守り続けていた自分が負けてしまうのは──とても道徳に欠ける結果のように思えた。

　惨みじめでも、やれるとこまでやってみようか、と思う。

　どうせこの後の投票で、自分に入る票はそう多くはあるまい。シルヴァは最終審しん査さまでいくかもしれないが、自分は一次落ちだ。それはなんとなくわかっていた。

　こういうお祭り騒さわぎでは、浮うき世よ離ばなれした美人のほうが優位なのだ。棄き権けんでない敗北なら、全力を尽つくしたという言い訳もできるし、なにより。

　エイクが、誰を優勝させるかを見ないで済む。

「ね、パン屋のジェシカ」

　小声で。

　シルヴァに聞こえないほどの声で、トゥルーゼが声をかけてくる。

「なによ」

「最終審査、残りたい？」

　どういう意味か。聞き返さなくてもわかる。どうせ自分がエイクを好きなことは公然の秘密なのだ。スラムのガキ共にまで知れ渡わたっているとは思わなかったが。

「あっちのシスターは多分残るよ。ジェシカはどうしたい？」

「どうって……なにがよ」

「女の決着つけたいなら、協力したげる。ルーカスを助けてくれたお礼」

　助けたのではない。ルーカスが盗ぬすんだ小こ銭ぜにを取り返しただけだ。

　しかもあの時は、自分にも後ろめたいことがあった。シルヴァを危険な女だと思い込んで、後ろから追いかけて行ったのだ。決して、礼をされるような立場ではないというのに。

「アンタ、一体なにをするつもりよ」

「それはこれからのお楽しみ。で、どうなの？」

　すばしっこさと悪わる知ぢ恵えに長たけるテオ一味。

　しかし、彼らもまた街の一員である。それは自警団が本気でテオ一味を摘てき発はつしないことからもわかる。商業都市である以上、彼らのような存在を絶やすことはできず、ならば子供という理由もあって大目に見ることは、街の余よ裕ゆうと懐ふところの深さを示すことでもある。

　彼らもそれをわかっているから、過度の悪事は働かない。彼らが盗むのはいつだって食料か、でなければ小銭だ。

「……好きにしなさいよ。できないならできないでいいわ」

「残っちゃってから後こう悔かいしないでよぉ？」

　トゥルーゼはニヤニヤ笑う。

　分ぶんを越こえた悪事は働かないテオ一味だから、本当に洒落しやれにならないようなことはしないだろうと思われた。もしなにかやらかしたその時は、ジェシカ自らがトゥルーゼを捕つかまえて自警団の詰つめ所しよに突つき出してやる。ダネスト名物、半日正座の説教コースは確定だろう。

「なんでアンタ、あたしに協力すんのよ」

「言ったじゃん。ルーカスのお礼」

「それは……シルヴァも一いつ緒しよでしょ」

「んー。じゃあアレだ。二人が戦える舞ぶ台たいを用意するの。二人へのお礼ってことで」

　トゥルーゼがにかっと笑う。ジェシカより年下のはずなのに、スラムで生きるトゥルーゼの笑え顔がおには、言葉では言い表せないような苦労と経験が込められている気がした。

　ジェシカは知っていた。

　まだ幼いテオが、スラムで同年代の子供たちを率い始めた時、トゥルーゼはずっとテオの隣となりにいた。今でもテオの右みぎ腕うでであり、弟分妹分にとっては母親か姉のような存在。

　そんな彼女がテオに惚ほれており、けれどなにも言わないことを、ジェシカは知っていた。

　恋心を秘ひめる理由まではわからないし、詮せん索さくする気もないけれど、ならばきっとジェシカは彼女とよく似ているのだろう。

「できましたわぁー」

　シルヴァがにこやかな笑顔でストールを渡わたしてくる。トゥルーゼはこう？　こう？　とか言いながらドレスの上から合わせていた。

　トゥルーゼだけに任せておくわけにはいかない。

　自分もちょっと勇気を出してみようか。

　叶かなわぬ恋と知りながらの告白は無理でも、恋こい敵がたきとちょっと対決するくらいの勇気なら出せそうだ。シルヴァと決着をつける。エイクに、どちらが良いか選んでもらう。

　その選せん択たくは、もちろん恋愛の選択とは違ちがうものであろうが、それでもエイクの一票さえあれば満足な自分は、本当に安上がりな女だ、と思った。

「まずは……」

　未いまだ着ていないドレスを見る。

　そのためにはまず、この大きく胸むな元もとの開いた衣い装しようを着る勇気を、絞しぼり出さねばならないのだが。




「さあ─────って！　長きにわたる美処女たちの戦いもいよいよ大おお詰づめとなりましたっ！　皆みな様、お気に入りの美処女への投票はお済みになりましたでしょ────かぁ！」

　司会のメリッサがあらん限りに声を絞しぼっていた。

「投票は皆みな様のお手元にございます陶とう片へんを、一番美しいと思われる女性の木箱に入れていただきまぁ────す！　そろそろ締しめ切ってしまいますがよろしいでしょ────かぁ！　はい、締め切りますよさぁん！　にぃ！　い────っち！　はいここまででーす！」

　エイクはそれを聞きながら、しかし視線はシルヴァやジェシカの並ぶステージ上ではなく、観客席のほうへと向けられていた。まあ、彼女たちがあまりじろじろ見るべきではない衣い装しようを着ている、ということもあるが。

　画策したキル・エは実に嬉うれしそうで、無ぶ遠えん慮りよに女性たちの胸や脚あしを眺ながめ続けている。

　しかしエイクはもちろん聖職者としてキル・エのようにするわけにはいかない。そうして観客のほうへ目を向けると、気付くことがある。

　テオ一味の子供たちが、駆かけ回っているのが見えた。

　最初は食べ物をくすねているのかと思ったが、どうもそうではないらしい。持ち前の俊しゆん敏びんさでもって人ごみを駆け回っているが、大会の熱ねつ狂きようのせいでほとんど周りには気け取どられていない。たまに見つかることがあっても、子供の体たい軀くで人ごみを抜け、さっさと退散してしまうのだから、なかなか捕つかまえられない。

　そのうちの何人かが、投票のための陶片を手に持っているのがわかった。

　基本的に一人一枚であるとはいえ、陶片は会場のそこらに適当に積まれているのを持って行くだけだ。持っていること自体に不思議はないが、しかしテオ一味が美処女コンテストに票を入れるのだろうか？　なんのために？

　胸や脚を大だい胆たんに見せる女性たちより、どうしてもそちらが気になってしまうエイクだ。もっとも、露ろ出しゆつした彼女たちの肌はだを見なくて済むのは聖職者として助かるのだが。

「さあて集計の状じよう況きようは……おおっとぉ!?　なんとぉ！　もう結果が出たようです！　ふむふむ、なるほど……！」

　おそらく商工会議所の人間から耳打ちを受けるメリッサ。

　随ずい分ぶんと結果が出るのが早い。誰だれかが他ほかを大きく引き離はなしたのかもしれない。票を数えるまでもなく見てわかる結果ということか。

「一人目はぁ────丘おかの上のシスター！　シルヴァンシアさんでぇす！」

「まあ！」

　拍はく手しゆが広がる。さすが淫いん魔まというべきか、限られた時間で会場を魅み了りようしたらしい。

　もっとも、本人はそんなつもりはないのかもしれない。嬉うれしさのあまり涙なみだ目めになりつつも、拍手や声せい援えんに手を振ふって応じていた。そんな彼女の様子に、誘ゆう惑わくを得意とする淫魔らしさは微み塵じんも感じられない。

「いやあ、さすがといいますか、得票数はダントツだったようです！　大変羨うらやましいお身体からだと、品の良い受け答えが大差となったポイントでしょうか！　私の胸にも少しばかり分けてほしいものです！」

　角を得るためには優勝する必要がある。

　シルヴァが出場したのもそのためだし、こうして最終審しん査さに勝ち残ったのも予定通りなのだが、無む邪じや気きに喜ぶシルヴァを見ていると、彼女の頭からはそうした本来の目的は抜ぬけ落ちているのではないか、と思われた。

　娯ご楽らくに参加する姿勢としては、多分とても真っ当で正しいのだろう。

「はい！　シルヴァンシアさんも大変喜んでおられまぁす。それではもう一人、最終審査まで残った女性を紹しよう介かいしましょう！　得票数はシルヴァンシアさんに一歩及およばずでしたが、それでも皆みなさんのハートを射止めたのはぁ────パン屋のひんにゅー！　ジェシカさんでぇす！」

「どーゆー紹介だ！」

　名を挙げられたジェシカが怒おこりだす。もっともメリッサもジェシカを笑えるような体型ではない。

「個人的には大変不本意でぇす♪」

「明日から酒場に卸おろすパン値上げするわよ！」

　ステージ上で喧けん嘩かでも始めかねない看かん板ばん娘むすめ二人だった。

　それはともかく、どうやらジェシカも残ったらしい。観客席の最前列では、ランブル夫妻があらん限りの声で応おう援えんしているが、それ以外にもジェシカを応援する声があった。街での友人らしい女性陣じんや、パン屋の常連、他ほかは商店街の面々といったところか。

　エイクには少し意外だった。

　ジェシカも器量良しなのは間ま違ちがいないが、その感覚は美しいというより可愛かわいいに近い。美処女コンテストで票を集めるタイプには思えないのだが。まあエイクが知らないところで、ランブルのパン屋の看板娘として人気を集めており、その地道な努力が票に結び付いたというところだろうか。

　ふと、陶とう片へんを持って会場を駆かけるテオ一味のことが頭をよぎったが。

　彼らがジェシカに投票したところで利益はないだろうから、きっと関係はないのだろう。ステージからは敗退した女性たちが、さほど悔くやしくもなさそうに下りて来る。中にはやっと終わったとばかりに食べ物のほうへ走ったり、もう観客に混じる女性も。

　トゥルーゼもステージ上を去って、屋根の上のテオにだるそうに手を振ふっている。

　テオ一味が票を入れる場合、当然トゥルーゼに入れるだろうから、やはり彼らがなにか画策したと思うのはエイクの思い違いだ。

　トゥルーゼに入れるべき票を丸ごとジェシカに入れれば、ジェシカには有利だろうが、彼らにそこまでする理由がないのだから。

「はーい、というわけでパン焼き娘むすめが最終審査にまで残りましたぁ。この後、三名の審査員による投票が行われ、先に二票獲かく得とくしたほうの優勝となりまぁす！　シルヴァンシアさんジェシカさん、意気込みのほどをどうぞぉ！」

　メリッサも終盤になって疲つかれてきているのか、テンションの上げ方が投げやり気味だ。

「が、頑がん張ばりますわ！」

「既すでにアピールタイムは終しゆう了りようしていますので、シルヴァンシアさんが頑張ることはないと思いますが？」

「お祈いのり頑張ります！」

　どこかずれた発言をしつつ、シルヴァはその場で手を組み始めた。修道女らしいといえばらしいが、着ているものは娼しよう婦ふの衣い装しようである。しかしむむむと祈り始めるシルヴァに、観客席から応おう援えんの声があがる。かわいー、という女性の声だった。

「ジェシカさんはいかがでしょうー？」

「角が手に入ったら酒場に分けてあげてもいいわ。その代わり土下座して譲ゆずってくださいと言いなさいメリッサ」

「皆みなさぁん、本当にコイツに投票して良かったんですかぁー？」

　仲が良いメリッサとジェシカのやり取りを聞きつつも、エイクは考える。

　審しん査さ委員は三人。ダネストとレニュイがどちらに投票するかはわからないが、一人でもシルヴァに票を入れてもらえればエイクもシルヴァに入れるのだから、シルヴァの優勝が確定する。そうすれば角も手に入り、ようやく錬れん金きん術じゆつ師サキの頼たのみを達成できることになる。

　迂う遠えんな道のりではあったが、キル・エにも、サキにも問題のない、極きわめて円満な解決となるはずだ。

「はぁーいそれではぁー！　早さつ速そくいってみましょう！　審査委員の皆様、お手元の白い木札がシルヴァンシアさん、赤い木札がジェシカさんとなりまぁす♪　ジェント一の美処女に相応ふさわしいと思われるほうの札を上げてくだ……おおっとぉ、自警団長ダネストさん！　真っ先に札を上げたぁー！」

　問題は、他ほかの審査員がどう出るか、だ。

　特にダネストの動きは早かった。即そく断だん即そつ決けつが実に一団の指揮官らしい。彼が掲かかげたのは赤く塗ぬられた札である。エイクは完全に出で遅おくれた。

「赤！　赤です！　ジェシカさんに一票入りましたー！　ダネストさん、その心は！」

「うむ。ここで恩を売っておけば今度から糧りよう食しよく用のパンを安くしてもらえるだろうと思ってな」

「完全に打算です！　いいんですか自警団長がそんなことで！」

「まあ冗じよう談だんはさておいて」

　くっくと笑いながら、ダネストはジェシカを見つめる。

「ジェント美処女コンテストということだからな。容姿の優ゆう劣れつも大事だが、それよりもどちらがこの街らしい女性か、という観点で考えてみた。するとやはり、南大通りの看かん板ばん娘むすめは、遠くからジェントにやって来た者も、街に住む者も目にする機会が多かろう。ならばやはり、ジェントに相応ふさわしいのは、いまいち垢あか抜ぬけないジェシカかと思ってな」

「なぁ────るほどっ！　これは意外！　シルヴァンシアさんの神秘的な雰ふん囲い気きが逆効果となったようです！　ジェシカさん、先制で一票を獲かく得とくしましたぁ！」

　一票入れてもらった側がわのジェシカが、しかしダネストをジト目で睨にらんでいた。垢抜けないなどと言われては怒おこるだろう。

　レニュイはどうするのだろうか。事情を知っているはずだし、角を手に入れなければならないのだから、協力してくれるとは思うが、彼女もまた気まぐれなところがある。

「んー……」

　しばし唸うなっていたレニュイではあったが。

「じゃあ、ほい」

「続いてアザンレニュイ様が札を上げます！　白です！　こちらはシルヴァンシアさんに一票入りましたぁー！」

　良かった。

　これであとは、エイクが白札を上げればいいだけだ。

「アザンレニュイ様はどのようなお考えでシルヴァンシアさんに？」

「んー。どっちも美人だと思うよぉ。でもね、ユニコーンの角を賞品として受け取るんだから、これは修道女のほうがいいかなぁって。パンに練り込まれるんじゃありがたみがないでしょ？　教会なら薬も作れるし、街のみんなのためにもなるかなって」

「さすが守しゆ護ご竜りゆう様です！　街全体のことを考えての一票です！」

　またも拍はく手しゆと大きな歓かん声せい。さすがステンドグラスに描えがかれているだけあって、アザンレニュイの人気は凄すさまじい。ジェントの住民が、教会でだらだらしているレニュイを見たら一体どう思うだろうか。

「さあ、これで残るはエイク見習い神父のみです！」

　メリッサの声が響ひびく。

　最後というのが少しアレだが、シルヴァに投票するのは決まっていることなので、白札を上げようとしたその時に、気付く。

　ジェシカが、こちらを見ている。

　およそ見たことのないような表情で。

「なお！　シルヴァンシアさんはご存じ丘おかの上の教会で修しゆ行ぎようをなさる修道女でありますが、ジェシカさんもかのフォーグス神父に育てられた、いわばエイクとは義理の兄妹きようだい！　エイク見習い神父はどちらの女性とも浅からぬ関係です！」

　ジェシカの表情は、なにかを訴うつたえていた。いや、もうあからさまに怒っていると表現してもいいかもしれない。何故なぜかわからないが、妙みような気き迫はくがこちらにまで伝わってくる。

　エイクは確信した。理由はともかく、直感で。

　なにも考えずに白札を上げれば、エイクは八やつ裂ざきにされ、パン生き地じのごとくこねられてから窯かまで焼かれる。

　ありえないと思いつつも、その想像が頭から消えない。

「さあ、エイク見習い神父はどちらの女性を選ぶのでしょうか！　どちらを選んでも後々まで遺い恨こんが残りそうですがぁ！」

　メリッサが実に嫌いやなことを言った。

　ジェシカの気き迫はくのために札を上げられずにいると、さすがにシルヴァも異常に気付いたのか、困こん惑わくしたような視線を向けてきた。早くシルヴァに投票しなければならないのに。

　角を得るため、という適当な理由でシルヴァを優勝させたら承知しないということなのか。ジェシカはそこまで事情を知らないはずなのだが、シルヴァから聞いたのか？

　エイクは混迷する頭を、どうにか落ち着けようとした。

　一応は、美を競きそう大会なのだ。それ以外の理由で優勝をさらわれては、負けたほうもたまったものではないだろう。シルヴァもジェシカもここまで勝ち残り、互ご角かくの勝負をしている。なのにエイクが、個人的な理り屈くつで札を上げるのは、不義理であるということなのか。

　エイクはよし、と心に決める。

　ジェントに相応ふさわしい処女を、正当な考えでもって選ぼう。それがジェシカだとすれば、ユニコーンの角はあとで頭でもなんでも下げて譲ゆずってもらえばいい。

　今は、フォーグス神父の代理として、一いつ切さいの打算のない審しん査さをしよう。

　そう心に決めて、上げる札を決めようとしたところで、エイクの手が止まった。

（…………どっちにすれば）

　方向性が違ちがえど、どちらも美人である。

　片方は淫いん魔まだが、どちらも淑しゆく女じよといえる。

　むしろ、角を手に入れるためにシルヴァを優勝させると決めていたほうが良かったかもしれない。シルヴァとジェシカが自分の中で、ここまで甲こう乙おつつけ難がたいとは。

「さあ────っ！　エイク見習い神父の手が止まっています！　なまじ親しいだけにやりづらいのでしょうか!?」

　迷っているわけにはいかないのに、全身に嫌な汗あせが浮かぶ。

　すると、ジェシカがつかつかとこちらにやって来た。額に青筋が浮かんでいる。近くで見るとよくわかるが、脂し肪ぼうのない胸のせいで娼しよう婦ふの衣い装しようが似合っておらず、どこかもの悲しさすら感じさせた。

「ちょっとエイク！　いつまで迷ってんのよさっさと決めなさいよ！」

「で、ですが……！」

「待たされてるこっちの身にもなりなさいよ！」

「す、すみません」

　反射的に謝ってしまうのは幼い頃ころからのクセである。ジェシカの剣けん幕まくには敵かなわない。

　そしてジェシカに詰つめ寄られている間に、シルヴァもこちらまでやって来る。普ふ段だんあまり見かけない、ちょっと焦あせったような表情だった。こちらはエイクに顔を近づけて、更さらに小声で、しかし強い口調で言う。

「エイク様！　迷っている場合ではございませんわ！」

「し、シルヴァさんまで」

「思い出してくださいませ！　ユニコーンの角を手に入れるのが目的のはず！　ここで優勝できなかったらサキさんの相談は達成できず、懺ざん悔げ室の信しん頼らいも失しつ墜ついして、皆みな様相談に来てくれなくなりますわ！」

「やっぱり懺悔室絡がらみか！」

　察しをつけていたらしいジェシカは、シルヴァの頰ほおを摑つかんでむにむにと引っ張る。いひゃいいひゃいなどと言いながらも、きっちり手を伸のばして同じことをやり返しているあたり、シルヴァも結構芯しんが強い。

「アンタたちのせいでどんだけ迷めい惑わく被こうむったと思ってんのよ！　こんな大会に出場までさせられて！」

「し、知りませんわそんなの！　こちらだって一いつ生しよう懸けん命めいで……！」

「アンタの一生懸命は大体エロいことでしょーが！」

「そ、そんなこと……ない……とは！　言い切れませんけども！　でもエイク様のためですもの！」

　シルヴァがそう言ってくれるのはありがたいのだが、今の状じよう況きようではエイクに辛つらいばかりだ。なによりもエイクの不断のせいであり、自じ業ごう自じ得とくである点が一番応こたえる。

「大体なによ！　そんな服着て公衆の面前にへーきで出て来るくせになぁにが処女よ！」

「ほぼ同じ服着てるじゃありませんの────っ！」

　ジェシカが、ちらりとこちらを見た。

　涙なみだ目めになっているような気もしたが、一いつ瞬しゆんだったので判別できなかった。泣なき癖ぐせがついているシルヴァとは違ちがい、エイクはここ数年、ジェシカの涙など見た覚えがない。

　完全に二人の言い合いになってしまっている。しかも論点がいまいち不明確というか、互たがいをよく知っているがゆえの喧けん嘩かという風にもとれた。

　が、そうした言い合いもまた大会の盛り上がりと思うのか、観客席からはむしろそれを煽あおるような声さえ聞こえてきた。

「さあ、なんと最終審しん査さでお二人の言い争いが始まっています！　まあそれもこれも最後の審査員が優ゆう柔じゆう不断なのがいけませんのでさっさと決めてしまってほしいところです！　それともこのまま殴なぐり合あいで勝負が決まってしまうのかぁ────っ！」

　メリッサも止めるどころか絶好調だ。もう真ま面じ目めに司会をする気はないらしい。

「二人とも、ちょっと待ってください……！」

「アンタが決めないのが悪いのよ！」「ですわ！」

　こんな時だけ息ぴったりである。

　もうこの場を収めるためにはエイクが決断するしかないようだが、いいのだろうか。適当な考えで札を上げてしまえば後こう悔かいすることになる気がする。二人とも、エイクになにか、コンテストの審しん査さ以上のものを求めている気がしてならないのだが。

　だが、このままではメリッサの煽あおる通り、本当に殴なぐり合あいになりかねない。

　エイクが札を手に取ろうとした、その瞬しゆん間かんだった。




「────エイク神父ー？　こちらにいると聞いたのだがー？」




　鎧よろいの金属がこすれる音。

　反射的に心しん中ちゆうで、まだ見習いですといつもの返しをした後で、気付く。

「む。なにやら人が集まって……おお、いたいた。街にまで出ているなど珍めずらしいな。それにシスターとパン屋まで。なんだお前たち、その格好は」

　会場が固まった。

　無ぶ遠えん慮りよに、がしゃがしゃと鎧を鳴らしてステージまで上がって来る姿がある。ハスキーな声ですぐに思い至った。

　イザーナ・バズー。懺ざん悔げ室の常連で、よく土産みやげなどを持って来る女デュラハン、なのだが。

　間の悪さに定評のある、少々隙すきの多い女性でもあった。剣けんの腕うでは立つのだが、エイクには生なま首くびがすっぽ抜ぬけたり、身体からだだけに色々されて焦あせったりしているような印象が強い。

「あ、あのすみません！　貴女あなたは？」

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやに、慌あわててメリッサが声をかける。見知らぬ人物が無遠慮にステージまで上がって来るのだから、当然の反応ではあった。

「ん？　ああ、エイク神父の知人だが。雪解けもしたのでようやくこちらまで来れてな。今日は土産を持って来たついでに挨あい拶さつでもと……なんなんだ、これは。随ずい分ぶんと人が集まっているようだが……？」

「大会です」

「大会？」

　メリッサの声に、イザーナは広場にかけられた横断幕を見る。そこには美処女コンテストと書かれている。たまに生首を小こ脇わきに抱かかえて行動することもある彼女だが、今日は街まち中なかのためか首はつながっていた。騒さわぎになることはなさそうだ。

　正体を知っているのは、教会の関係者を除けば自警団のアントニオくらいである。

「はい、あちらのユニコーンのキル・エ・ムリム様の角が賞品で……あ、あれ？　キル・エ様、どうかなさいましたか？」

「美しい……」

　今度はキル・エだ。

　ふらふらと、熱でもあるかのような足取りで、イザーナの前にまで進んで来る。

「う、美しい女騎き士しさま、お名前は！」

「？　イザーナというものだが」

「イザーナさん……なんと美しいお名前！　それにこの匂におい……処女ですね!?」

「おい、なんだこの失礼な……男？　女？　どっちだ」

「ボクのことが気になるのはわかりますが、今はボクよりイザーナさんのことです！　貴女あなたは一番美しい女性です！　聖せい獣じゆうのボクが認めます！　すりすり！」

「ぬっ!?」

　いきなり、俊しゆん敏びんな動作でキル・エがイザーナに抱だきついた。そのまま鎧よろいであることにも構わずに顔を寄せる。

　イザーナは倒たおれはしないものの、気味が悪いのかひきつった顔でキル・エを引きはがそうとした。

「ああ良い匂い……はすはす！　すーはーすーはー！」
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「お、おいなんだコイツは……本当に聖せい獣じゆうなのか！　むしろ淫いん獣じゆうだろう！」

「決めましたイザーナさん」

「さっきからうるさいぞ！　子供だと思って調子に……！」

　キル・エの暴走に、イザーナも困こん惑わくしているようだった。なんだかんだ言いつつもまだ剣けんを抜ぬかないあたりがイザーナの人の好よさなのだが、彼女を含ふくめ会場の誰だれも、怒ど濤とうのキル・エの言葉を止められずにいる。

「イザーナさんは最高なので、ジェント一番の美処女に決定です！　ボクの角をあげますので遠えん慮りよなんかしないでください！　なんなら貴女あなたの馬になってあげてもいいですよ！」

『はあああああッ!?』

　叫さけびにも似た声は、誰のものだったか。

　会場の大多数の人間の不満であったろうし、シルヴァやジェシカのあげた声でもあったろうし、そしてエイクが思わず吐と露ろしたため息混じりの呻うめきでもあった。

「ええい離はなれろ俗ぞく物ぶつ！　たたっ斬きるぞ！」

　キル・エは離れない。

　それどころか、一いつ瞬しゆん光ったかと思うと、初めて会った時のような獣けものの姿に戻もどってしまった。それでもイザーナの傍そばを離れず、すりすりと身体からだを寄せてくる。

　馬を愛するイザーナが、一瞬鼻はな白じろんだ。馬に似るユニコーンだと邪じや険けんにできないのかもしれない。

「認められませんわそんなの！」

「ここまでの苦労はなんだったのよ！　そんなのアリなわけ！」

　シルヴァとジェシカが、やはり息ぴったりで怒おこりだす。それも無理はないなと思われた。

　観客からも様々な声が飛ぶ。ぐだぐだな最終審しん査さに文句を言う声もあれば、面おも白しろければなんでもいいやもっとやれというような声まで。ステージ上じようのイザーナとキル・エは追いかけっこを繰くり広げ始める。

「えー……」

　司会のメリッサが、もうふざけんなという顔で、それでも最後の務めを果たす。

「色々なことがございましたが……もうどーでもいいですのでぇ……発表しちゃいまぁす♪　今大会の優勝者は！　飛び入りの赤い女騎き士し！　イザーナさんに決定いたしましたぁ────っ！」

「「ふざけるなあ────ッ！」」

　怒ど号ごうやら歓かん声せいやらが飛び交かう。メリッサは言い逃にげるが勝ちとばかりにさっさとステージ上から姿を消した。

「おい、どう収拾つけるんだ、これは？」

「知りませんよ」

　苦笑するダネストに、エイクは頭を抱かかえて大きくため息をついた。

　今度ばかりは、事態を解決しようとする気も失うせるエイクだった。

　ステージ上では、まだイザーナが、発情でもしているかのようなキル・エに追いかけられていた。




　キル・エの横暴によって、大会は幕を閉じた。

　ユニコーンのキル・エはわくわくした表情で角をイザーナに与あたえたが、イザーナは剣けんを引き抜ぬいて角を二つに分割し、それぞれをシルヴァとジェシカに渡わたした。彼女いわく、こんなもんいるか、とのこと。

「いや、回りくどいことを頼たのんで悪かったのう」

「あう」

　その角は、シルヴァからサキに渡される。メルの表情は読めないが、一件落着の空気は感じ取ったのか、どこか嬉うれしそうにも見えた。

　教会の裏庭である。

　人前で優勝賞品の譲じよう渡とはできないので、わざわざ移動してから正式にサキに渡すことになった。

「いえ、わたくしは楽しかったですわ。素す敵てきな衣い装しようも着れましたもの」

「僕は疲つかれました……」

　人じん外がいの相談を受けるよりもよほど大変だった、と思うエイクであった。

　しかし、最後の決断。シルヴァとジェシカのどちらを選ぶかということはうやむやになったことに対しては、正直ほっとしている。自分のごとき未み熟じゆく者が、女性の優ゆう劣れつを定めるということなどできるはずもないのだ。

　最も美しい女神を選べと言われた王子がいた。王子は三人のうち一人を選んだが、その結果戦争が起きたという神話がある。かように、女性の美に対する執しゆう念ねんは恐おそろしい。

「ま、無事に角が手に入ったのじゃから、我われに文句はない。メルにすぐ薬を作ってやるからの。そこのパン屋の娘むすめも、角だけ渡されても調合がわからんじゃろ。教えてやるゆえな」

「パンに練り込んでも効果ある？」

「ちゃんとした知識のうえで利用するなら問題なかろ。協力してくれたというスラムの子供らにも配ってやるとよい。ちょっとした病くらいなら全快のはずじゃ」

「じゃ、お願いするわ」

　腕うでを組みながらも、ジェシカは笑う。彼女には、サキやメルのことまで含ふくめて話しておいた。エイクやシルヴァに思おも惑わくがあったことは確かだが、ジェシカもトゥルーゼの協力を得ることで最終審しん査さまで勝ち上がったことを話したので、結局はお互たがい様。シルヴァとジェシカの勝負はお預け、という形になった。

　あとは。

「おい、エイク神父！」

「まだ見習いです」

「そんなことはどうでもいい！　この駄だ馬ばはどうにかならんのか！」

　未いまだにキル・エに懐なつかれて離はなれられない、イザーナだけである。角をがなくなってしまったユニコーンは、もはやぱっと見にはちょっと鬣たてがみの多い馬であった。

「はあはあ、イザーナさん！　ボクに跨またがっていいんですよ！　ユニコーンといえば最高の名馬ですよ！　デュラハンのお供に最適です！」

「ええい黙だまれ！　貴様など我が愛馬ジレットの足あし下もとにも及およばぬわ！　ああ、くそ、ジレットが産休でなければ……！」

　どうやらイザーナの愛馬のお腹なかの子は順調に育っているらしい。エイクは馬に詳くわしくないが、秋頃ごろには新しい仔こ馬うまを見ることができるかもしれなかった。

「おい神父、なんとかしろ！」

「調教でもしてあげればいいんじゃないですか」

「こいつむしろ喜びそうじゃないか……っ！」

　確かにそうだな、と思うエイク。とはいえどうすることもできないので、放置することに決めた。イザーナもそこそこ強いのだから自分でなんとかするだろう。

　ジェントで祭りなどやると、ろくなことにならない。

　次に何か開かい催さいされても、今度こそ傍ぼう観かん者を決め込もうと、エイクは固く心に誓ちかった。そして自分で誓っておいて、そう上手うまくいくわけないと諦あきらめた。

　傍観者などに徹てつすることができるのならば、お人ひと好よしに人じん外がいたちの相談で奔ほん走そうなどしていないはずだった。













　　三人目．錬れん金きん術じゆつ師







　気付く。

　気付くとはつまり、意識の覚かく醒せいを自覚するということで、気付くことに気付けるということで、さっきまで死んでいたに等しい私が、また仮かり初そめに生き返ってしまった、ってことさね。

　こうして死と生を繰くり返していく私。

　気付けば随ずい分ぶんと、自分の周りに人が増えて、賑にぎやかになってやがる。

　永い永い生をこなしてきた──そうまるで、決まりきった作業であるかのようにこなした──私にとっては、みんな触ふれればはじけるような泡あわのごとき生命にも見えてしまう。

　まあ、泡でも。

　いや、泡沫うたかただからこそ。

　その一いつ瞬しゆんの輝かがやきはいささかも減ずることもなく、ゆえにそれは無む闇やみに壊こわしていい泡沫ではないということを、私は永い時間の中で学んだのさ。だから今騒さわがしいのも悪かぁないね。むしろ嬉うれしいくらいだ。

　泡沫の輝きなんていう、実に当たり前のことを学ぶのに、随分な勉強料を払はらっちまった。まあそれは、今だからこそ思えることなんだが。

　普ふ段だんならば私のこうした生は、また泥どろのごとき死の中に沈しずんでくれるはずなんだが、何故なぜだろう、今はどうにも奇き妙みようなざわめきが空っぽの胸の中で、死肉に集たかる蛆うじ虫むしのように蠢うごめいている気がしてね。

　ああ、やだやだ。

　きっと同居人たちが騒いでいる、眩まぶしい素材のせいだろうさね。

　嫌いやな予感が随分と広がって、止まってくれない。

　こうしているのはもう限界なのか。

　泣きたくなるくらいの吐はき気けを抱かかえて、けれども私も、もう起きなくちゃならんのかも。いつまでも逃とう避ひしていられないことは、わかっていたはずなのに。

　ね。

　とりあえず、本格的にもう一度生きなくてはならなくなった時は、酒が飲みたい。

　浴びるほどの、大量の酒を。




「とりあえず、軟なん膏こうを作ってみた」

　そう言って挨あい拶さつもそこそこに食堂でサキがフォーグスに渡わたした手て土産みやげは、小さな陶とう器きの薬くすり壺つぼであった。

　市場で即そく席せきで買ったような可愛かわいらしい壺つぼだが、中身は錬れん金きん術じゆつ師の手による成果物のようだ。

「蜜みつ蠟ろう、オリーブ油、それにハーブから作った精油や、ユニコーンの角を煎せんじた液体を混ぜ合わせておる。外傷には最適。肩かたこり腰よう痛つうにも効果が期待できる。どこか身体からだに異常を感ずれば、少量でもいいので塗と布ふしてみるとよかろう。ただし飲むなよ。内服するものはまた別に作るからのう」

「なるほど。かの聖せい獣じゆうの薬というわけか」

「ハーブを譲ゆずってくれた礼じゃ。代金としてお納め願いたい」

　エイクの栽さい培ばいしているハーブ園から、必要と言われた植物をサキに譲ったのだ。タダではないが格安であり、ユニコーンの軟なん膏こうなどもらえれば十分釣つりがくる。

「もらってもよろしいのですか？　これはそちらにとっても有用なのでは……」

「なに。角にはまだ余りがあるし、軟膏のほうも多めに作っておる。それに角をもらったばかりか、メルまで住まわせてもらっておるのじゃ。はっきり言って礼には全然足らぬよ」

　メルは、未いまだ教会に住み続けていた。

　サキは責任を持って引き取ると言っていたのだが、彼女がジェントで借りている宿の部屋は、ユニコーンの角のための実験室と化していた。エイクも様子を見に行ったのだが、宿の主人の迷めい惑わくそうな顔が頭に残っている。メルを戻もどせない、と判断したのだ。

　そのため、メルは結局サキの元に戻ることなく、教会でシルヴァやヘルミーネの手伝いをする毎日だ。

　一方のサキは、ジェントにある宿のほか、教会の使っていない一室を借りていた。二つの部屋を行き来しつつ、ユニコーンの霊れい薬やくを始めとした様々な薬品を調合しているらしい。

　メルをゾンビから、生きていた頃ころの姿に戻す。そのための霊薬も、着々と準備を進めているようだった。

「件くだんの研究はどうだね？」

「うむ。実は必要な実験器具がまだ足りぬでな、他ほかの材料を集め、こうした別の薬を作りつつ、器具が届くのを待っておるのじゃ。古道具屋によればもう数日待てということでな」

「不老不死の研究。神がお怒いかりにならねばよいが」

「さて、怒るのはどの神かのう。我われの故郷では、あらゆるものに神が宿ると言われるほど、神の数が多くてのう」

　ぎょっとするようなことを言うサキだった。やはり遠い異国の出身らしい。

「あらゆるものに神が……？　それは、聖霊が宿るという意味ではなく？」

「聖霊か。むしろ、こちらでいう精霊のようなものが概がい念ねんとして近いかのう。あちらこちらに山ほど精霊、妖よう精せいがおるであろう？　我が故郷では、これらすべて神として扱あつかうじゃろうな。さて、どちらの神様が怒るやら」

　エイクも決して、多神教の文化を知らないわけではないが、精せい霊れいや妖よう精せいのように神がいると言われてもぴんとこなかった。教派の違ちがいがあるとはいえ、海を渡わたらなければ、人々は皆みな同じ神を奉ほうじているはずだ。サキはどれほど遠方の出身なのか。

「たとえじゃたとえ。それだけたくさんの神がいるということじゃ」

「宗教の違いはともかく、不老不死が倫りん理りに反する行いであることは疑いないことと思うが。貴公の信ずる数多あまたの神に、それを許す神がいるのかね？」

「ふむ。確かに。死者を生者とするのは恐おそろしいことじゃ」

「そう。寿じゆ命みようは主しゆが決めた避さけられぬことゆえな」

　フォーグス神父はサキに対して丁てい寧ねいな言葉を遣つかう。彼が敬意を払はらう相手は、エイクの知る限り数人しかいない。守しゆ護ご竜りゆうアザンレニュイに対しては、最初は丁寧だったものの、今では精々居い候そうろうの扱あつかいに落ち着いていた。当然といえば当然だが。

　暗にフォーグス神父は、神の定めた運命を覆くつがえすような実験を、非難しているのだろうか。

「そういえば、メルのことについて詳くわしく話しておらんかったの？　またユニコーンの角でどのような作用を引き起こすかということも。偉えらい聖職者殿どのがお怒いかりにならぬよう、きちんと事前に話しておかねば、な」

「そう願いたい」

　腕うでを組むフォーグス神父。一方のサキは、かかかと笑いながら長パイプを咥くわえた口から煙けむりを吐はき出した。今日は煙草たばこかなにかを吸っているようだ。

　エイクも、メルの状態には興味があった。冒ぼう瀆とくになりかねない研究への恐きよう怖ふが、ないわけではないのだが。

　かつて、聖人たちが迫はく害がいされたのも、その多くは新しい教えに対する恐怖と無知が原動力であった。恐おそろしいもの、得体の知れないものこそ、きちんと学び調べ、もし間違ったところがあるなら正さなければならない、というのがエイクの考えだった。

「メルと旅をして、あ奴やつの身体からだを調べるうちに気付いたことがある。つまりゾンビとなっているメルじゃが、完全に死んだのではなく、一見死んだような状態へと変わっていることがわかったのじゃ。本当に一部じゃが、脳や心臓など、大事な部分は生きておる可能性がある。休きゆう眠みん状態といったほうが正しかろうか」

「……にわかには信じられんな」

「そうかのう？　メルには一応、活動するだけの体力と知性が残っておるのじゃ。逆に言えばそれだけを残し、他ほかの部分を死体と化すのがゾンビの呪じゆ法ほうといえるのかもしれぬ。九割死んで一割生きておる者を、エイクよ、お主ぬしならどう考える？　それは死体か、生者か」

　話を振ふられても、エイクに答えられるような問題ではなかった。

　サキも明白な答えを期待していたわけではないらしく、煙を吐き出しながらも笑う。

「我われは、今のメルの状態はある種の病であると考えておる。まあ、普ふ通つうならば腕やら足やらがバラけておるし、どうやってもその病は取り除けまいがな。今はユニコーンの角を手に入れた。我われの錬れん金きん術じゆつ師としての知識と合わせ、どうにか再生も可能じゃろ」

「死者蘇そ生せいではない、と？」

「病を治すことになんの問題があるのじゃ？　旅の中ちゆう途とで医者をやっていたこともあるのでな」

　サキの理り屈くつは、エイクにも理解ができた。

　メルは完全な死者ではない。ゾンビという病に冒おかされているならば、あらゆる傷病を平へい癒ゆさせるユニコーンの角でもって快復する可能性がある。サキの言い分はそこにある。

「病の治ち療りようと考えるなら、この地の神も怒いかるまい？」

「うむ……確かに」

　髭ひげを撫なでながら呻うめくフォーグス神父だった。エイクにとって師でも父でもある彼が、こうも簡単に反論できなくなるとは。

　錬金術師を名乗るサキだが、そんな単純な肩かた書がきでは括くくれない女性と思われた。

「よかろう。倫りん理り的、道義的な問題については、すべてではないにしろ納なつ得とくした。しかしサキ殿どのよ、あのゾンビを今この時に、霊れい薬やくの力で蘇生させることについてはどう考える？」

「ふむ？」

「彼女がいつの時代の人間かはわからぬが、ゾンビとなったのは随ずい分ぶん前であろう。それを今……サキ殿の言葉を借りれば、治療をする。快復した女性は、その後どうやって生きれば良いのだ？　時代と土地が違ちがえば生きる勝手も変わるはず」

「我が責任を持って旅に伴ともなう。我は長く旅を続けてきた放ほう浪ろう者ゆえな」

「言うことを聞いてくれるかね？」

「今は素す直なおで愛ういヤツではないか。病が治っても同じであろうよ」

　二人の問答を、エイクは横で聞いているしかなかった。口を挟はさもうという気も起きず、静かにサキのカップに紅茶を注ぐ。

　倫理と道徳は、時に好こう奇き心しんという名の化け物に蹂じゆう躙りんされていくことがある。それはエイクも知っているし、サキも一線は弁わきまえているように思える。大きな問題はなさそうだが、確かに、生きたメルがどういう人物なのかは、まったくの不明だ。

　フォーグス神父は、サキの底知れなさを警けい戒かいしているのかもしれない。なかなか腹の底を見せるタイプではないからか。

「よかろう。静かに使っていただければ、研究の内容にまで文句は言わぬ──エイクよ」

「は」

「錬金術師殿から学ぶこともあろう。材料の提供のみならず、薬作りをもっと本格的に手伝ってみたらどうだ？」

「それは……」

　突とつ然ぜん水を向けられた。その意味がわからないエイクではない。

　暗に、サキの研究の監かん視しをせよ、ということだ。いや、監視とまではいわずとも、見張っていてほしいといったところ、か。サキがどう答えるかと思ったが、長パイプを咥くわえる異国の見た目幼女はむしろ嬉うれしそうだった。

「人ひと手ではありがたい。借り受けてよろしいかの？」

「彼の本来の業務に、差さし障さわりない程度であれば」

「では早さつ速そく頼たのむのじゃ」

　サキの言葉にわかりました、と応ずるエイク。間近で錬れん金きん術じゆつ師の手伝いができるのなら、監視は監視でも、エイクにも益するところがあると思われた。

　立ち上がるサキに対して、エイクも立ち上がる。フォーグスは薬くすり壺つぼを眺ながめながら、難しい表情で髭ひげを撫なでていた。

「エイク。油断せぬように」

「まるで人を魔ま物もののごとく言う」

　からからと笑うサキ。エイクはどちらの味方もしづらく、曖あい昧まいに笑うだけだった。聖職者としてはフォーグスのごとくあるべきなのかもしれないが、サキもメルのことを考えての研究、実験だということはよくわかる。

「まずは角を粉末にしたい。力仕事じゃからな、頼たのむぞエイク」
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　エイクは頷うなずく。動物の角をすり潰つぶすくらいなら、力仕事の苦手なエイクでもなんとかなりそうであった。

　魔ま物ものとは思わないまでも。

　サキの姿から、錬れん金きん術じゆつ師たちの暗号の一つ、太陽を吞のみ込む緑色のライオンを想起した。それが術師の間ではどういう意味を持つかエイクは知らないが、神学においては、獅し子しは七大罪の一つ、傲ごう慢まんの罪の象しよう徴ちようである。

　太陽をも吞み込まんとする学者の傲慢さをサキに感じたのは、果たしてエイクの錯さつ覚かくだろうか。




　サキに貸した一室は、まだ数日しか経たっていないにも関かかわらず、既すでに術師の実験場と化していた。フラスコや試験管、乳にゆう鉢ばち。分類し瓶びんに収められた数多あまたの薬草、薬品、素材の類たぐいが見える。見覚えのない棚たなもあるから、サキが持ち込んだものだろう。決して乱雑ではないのだが、なにしろ物が多いので片付いていないように見える。

　部屋の隅すみに積まれているのはメモ書きの羊皮紙だった。本よりこちらのほうが旅で運ぶのに便利なのだろうか。

「これほどのものを持ち歩いていたのですか……」

「そんなバカな。ここにあるのはほとんどジェントで揃そろえたものじゃ。この身体からだでは器具も運べぬからな、拠きよ点てんを構えたその場所で現地調達することにしておる」

「金銭は……ああ、医者の仕事で」

「これでも有能な医者であると思ってもらおうか」

　サキはわざわざ鉄を金きんに変えずとも、研究に必要な資金は稼かせぐことができているらしい。ジェントにも町医者はいるが腕うでは人並みなので、旅の医者が来てくれるとなると、頼たよる者は多いだろうと思われた。

「そこの槌つちとすり鉢を使ってくれて構わぬ。まず砕くだいてから、細かくすり潰すのじゃ」

「はい」

　言われるままに、作業台と思われる場所の道具を手に取る。サキはその辺りの棚から薬草を取り出していた。彼女は彼女でなにか作るのだろうか。

　作業を始めながらも、エイクは先ほどの問答のことを考えていた。不老不死の研究と言われれば、エイクも確かに、神の作った人の身体をいたずらにかき乱す、危あやうい行こう為いのごとく思う。異い端たん審しん問もん官アガタなどはどう考えるだろう。

　少なくとも、良い顔はしないに違ちがいない。

　槌で砕いたユニコーンの角をすり鉢へ。キル・エの角は確かに固いが、しかしその分脆もろいように感じた。元からそうなのか、それともサキが砕きやすいよう下準備をしていたのだろうか。

「メルはどうしておる？」

　数種の薬草を乳にゆう鉢ばちで混ぜながら、サキが聞いてきた。

「シスター・シルヴァやヘルミーネさんと、教会の掃そう除じを。二人がついているから大だい丈じよう夫ぶだと思いますが」

「なにか仕事が与あたえられればこなすからのう。世にいう化け物的な不死者とは明らかに違ちがう。初めて見た時は驚おどろいたものじゃ。この地にはこのような存在がいるのか、と」

　しみじみと言うサキだった。

　サキの故郷は明らかに異国だ。遠き地には肌はだの色の異なる人間がいると聞くが、サキもそのような遠方の出身なのだろう。

「生ける死者は、サキさんの故郷にはいないのですか？」

「あまり聞かぬのう。霊れいや、白骨の怪かい物ぶつなら話に聞くが。まあ、故郷では火か葬そうされることも多いゆえな。蘇よみがえる死体も少ないやもしれん」

「火葬……？　火で弔とむらうのですか。罪人でもないのに」

　サキは頷うなずいた。こちらではほとんどしない弔い方だ。火は神聖なものであり、穢けがれを祓はらう。ゆえに火あぶりは魔ま女じよや重罪人に対して行われる刑けい罰ばつとされる。

　本当に、どこの出身なのだろう。エイクの疑問は止まらない。

「まあ、祖国に帰るつもりはない。色々あってこの地に来て、適当な街や村で持っていた薬くす師しの知ち恵えを動員して医者の真似まね事ごとをしておった。そのままこの国に骨を埋うめる気でいたが……その時に一つ、面おも白しろい騒そう動どうが起きてのう」

「騒動？」

「吸きゆう血けつ鬼き騒さわぎじゃ」

　サキは、手元の乳鉢を混ぜながら、今度はなにか粉を加えた。小麦粉のようにも見えるが、わからない。薬草の、苦みと渋しぶみが混じったような匂においが部屋の中に溜たまる。

「村で死んだ男が、棺かん桶おけから這はい出して家族を襲おそっている、とのことでな。当時はまだ妙みよう齢れい美女の女医者じゃった我われは、頼たよられて調査してみた。墓を暴あばいてみると、確かに男の死体の口元には血が付いておった。が、まあ本当の犯人は──」

「伝染病ですね」

　知っておったのか、とサキは憮ぶ然ぜんとした表情。エイクもよく知る吸血鬼事件の事例だ。口に血が付いているのは、体内の血液が口から外へ出ていく現象と聞く。

「結局、我が病に対する薬を作ってな。まあ感染する者がいなかったわけではないが、皆みな軽い症しよう状じようで済んだ。それからじゃな。不死者、この地に独特の、墓から蘇る死体に興味を持ったのは」

「では、不老不死の研究というのもそこから」

「そういうことじゃ──ああ、もうよかろう」

「あ、はい」

　粉末状になったユニコーンの角が入ったすり鉢ばちを、サキはエイクの手からひょいと取り上げる。そのまま彼女が練っていた薬品の中に角の粉末を投入した。その上で更さらに混ぜていく。

「メルとも、そういう意味で縁えんがあったのかもしれんのう。実はメルと出くわしたのは、とある古城でな？　既すでに誰だれも住んではおらぬ廃はい墟きよであったが、なんでもその城の主がかつては国一つ滅ほろぼすほどの吸きゆう血けつ鬼きだったとかいう伝説があってのう。その影えい響きようか知らぬが古城の中には霊れい属ぞくだの不死者だのがうろうろしておったわ」

　こともなげに言うサキだが、そんな場所にのこのこ行っては襲われても文句は言えないのではないだろうか。

　それとも錬れん金きん術じゆつ師というのは、なにかしら戦せん闘とう技術を習得しているものなのだろうか。

「ではメルさんも、その城にいたのですか」

「うむ。初めは国を滅ぼす吸血鬼がどのようなものか調べておったのだが、まあメルはあの通りぼーっとしておるからな。我も最初は驚おどろいた。不死者のくせに人を襲おそうでもなくふらふらして時折壁かべにぶつかっておった。見てられぬので世話を焼いたらなぜか懐なつかれてしまってのう」

　懐いたというか、世話をしてくれる人がいたからついて来ただけ、という気もする。

　事実、メルの身体からだの包帯はサキの手によるものだ。メルと接する様子を見ても、随ずい分ぶんと気にかけているように思う。メルの肉体がこれ以上劣れつ化かしないように、色々と処置を施ほどこしているはずだった。屍し蠟ろう化というのはあくまで腐くさらないだけであり、様々な理由で損そん壊かいする恐おそれはある。

「以来、旅を続けつつメルを助手にしておる。ゾンビについてもあれこれ調べての、おかげで多少は楽に命令を聞かせられるようになった」

「多少、ですか」

「多少じゃ。脳もまた完全には機能しておらぬ。今作っておるのは、ユニコーンの薬効によって屍蠟化した部分、失われた部分を的確に選別し回復させる薬じゃ──ユニコーンの奇き跡せきに近い効果がなければ、到とう底ていできることではないのう」

「あらゆる傷病を平へい癒ゆさせるユニコーンの角。不可能なことは死者を蘇よみがえらせることだけ、とも聞きますからね」

　逆に言うならば、サキの手製による薬がメルを快復させたのならば、彼女は死者ではなかったということになるのか。

「我われは、メルを哀あわれんでいるつもりはない。だが、時折、あ奴やつが不思議な顔をすることがあっての。あるいは妙みような動きをすることも」

「……それは、僕にも覚えが」

　エイクは以前、ボードとコインによってメルと意思疎そ通つうをしていたことを思い出す。

　あの時、途と中ちゆうでメルが痙けい攣れんを起こした。すぐに元に戻もどったのだが、あの時の挙動は明らかにおかしかった、と思う。あの一件以来、同じ症しよう状じようは発生していないが──。

「なにかに苦しんでいるようにも見えてのう」

　サキは乳にゆう鉢ばちを作業台の上に置く。エイクは邪じや魔まにならぬように一歩引いた。

　幼女の姿であるサキだが、その言葉はむしろ子供の心配をする母親に近いかもしれない。

「なにかを訴うつたえたいのか、逃にげたいのか。そんな風に見えてならぬのじゃ」

「だから……彼女を生者に戻もどして、それを聞いてみたいと？」

「聞かねば始まるまい。お主ぬしの懺ざん悔げ室もそういうことではないのかのう」

「そう……かもしれませんね」

　無論、メルは多くを語れない。

　サキがただそう思っているだけのことで、メル本人には大した悩なやみも訴えも存在しないかもしれない。ただ、たとえそうであっても、この旅の錬れん金きん術じゆつ師は『勘かん違ちがいじゃったか』の一言で笑い飛ばすかもしれない。

　それにしては、乳鉢で薬を混ぜる彼女の目は、真しん剣けんそのものであったが。

「フォーグスはああ言ったが、人間、命さえあればどのような場所でもそれなりに生きていけるものじゃ。大事なのは生きておること、一人ではないこと、かのう。メルが蘇よみがえっても、あの子には両方あるのじゃ。なんとでもなるじゃろ」

　いささか楽観論に拠よりすぎている気もしたが、サキの言い分もわかる。

　ましてや長距きよ離りを旅してきたサキなのだから、その言葉には説得力があった。もっともフォーグス神父が聞けば眉まゆをひそめそうだとも思う。

　メルを気にかけているサキの想おもいはわかる。エイクは応おう援えんしたいとも思う。

　だが、サキの話を聞いていて、なにかひっかかる部分も感じたのだ。それが具体的にどこなのか、エイクにはわからない。

「ほれ、ぼやっとするな。次は湯を沸わかしてくれ。至急な」

「わ、わかりました」

　さすがにこの部屋で火は使えず、厨ちゆう房ぼうまで行くしかない。

　その後も、サキの作業を延々と手伝ったエイクだったが、結局は普ふ通つうに薬を調合するだけ。神を冒ぼう瀆とくするおぞましい実験もなければ、人の分ぶんを越こえようとするような儀ぎ式しきもない。薬くす師しに弟で子し入りしたような気分だった。

　監かん視しするほどのものでもない、とエイクは思うが。

　自分の中でひっかかったものがなんなのかもわからず、さりとてそれを忘れることもできず、エイクはただサキの手伝いに集中した。

　奇き妙みような違い和わ感が喉のどに刺ささったようで、ずっと消えてくれなかった。




「はあ……倫りん理り感と、研究、どちらを優先するか……ですの？」

「難しい話でしょうか」

　シルヴァはふるふると首を振ふった。普段はどちらかといえばのんびりしているシルヴァだが、実際は地じ獄ごくの名家出身。聡そう明めいな女性である。

　フォーグス神父とサキの論争なので、当然二人に相談するわけにはいかず、かといって一人で抱かかえていても明確な答えは出そうにない。ヘルミーネは自分の仕事以外には大した興味を持っていないし、アザンレニュイは視点が超ちよう越えつ的であまり参考にならない。

　考えた末にシルヴァが適任か、と思ったエイクである。ゆえに現在、こうして彼女の部屋で話を聞いてもらっている。ベッドの上に腰こしかけたエイク、その隣となりでシルヴァがいつものぽわんとした微笑ほほえみを浮かべ、相談を聞いてくれていた。

「ふふっ……」

　だが、シルヴァが突とつ然ぜん、くすくすと笑いだす。そんな、笑われるようなことを質問したつもりはないのだが──。

「そんなに、おかしなことを聞いたでしょうか。シスター・シルヴァ」

「え？　あ、い、いえ違ちがいますわっ。ええと、質問がおかしいということではなくて、あの、エイク様がわたくしに相談するのが、なんだか妙みような気分で」

「妙な気分」

「だって、最初に会った時は、わたくしが相談する側がわだったでしょう？」

　どうやら立場が逆転したことを楽しんでいるらしい。

　言われてみればそうだ。今までシルヴァに助けてもらうことはあったが、面と向かって相談などすることは少なかったかもしれない。

「なんだか嬉うれしいですわ。エイク様のお力になれるなら」

「そう言っていただけると……」

「でも、わたくしも悩なやみすぎだと思います。メルさんが元気になってくれるなら、わたくしもそれに越こしたことはないと思いますわ。死体のままで生き続けるのは、やはり自然に反していますもの。神様の意に反するというなら、むしろ今のメルさんがそうなのでは？」

　なるほど、そういう考えもあるか、と思った。

　メルがゾンビになった経緯は、サキの話を聞いても不明なままだった。きっと誰だれにもわからない昔のことなのだと思われるが、ならばそんなメルを人間に戻もどすことこそ神の本意か。

「ちゃんとメルさんとお話しできれば、もっと仲良くなれると思いますわ。今だって皆みなメルさんのこと好きですもの」

「言葉がわかりづらいだけで、素す直なおですからね」

　にこりとシルヴァが笑う。素直というより、反はん抗こうするほどの明確な思考を持たないだけ、ともいえるかもしれない。他者の言うことに従う性格ではあるようだが、それはメル本来の性質か、それともゾンビとして植えつけられたものだろうか。

　ともあれ、この教会の中でメルに近づかないのはせいぜいレニュイくらいであろう。

「でも……元気になったメルさん、どんな姿なのかしら？」

　シルヴァが頰ほおに手を当て、独ひとり言ごとのように呟つぶやく。

「今は包帯で表情もわからないですからね。包帯の下も青白いですし」

「多分、若い女性、だとは思うのですけれど……」

　それは今のメルからかろうじて推すい察さつされるものだ。女性であることはほぼ間ま違ちがいないと思われたが、年ねん齢れいについてはただの印象にすぎない。ゾンビになってしまえば老女も少女も関係あるまい。

「メルさんを生き返らせることについてはともかく、生き返らせてからの生活を考えると、色々と難しいところがありそうですね……」

　素す性じようの知れない人間が、突とつ然ぜん現れるようなものだ。

　下手をすればこちらの常識や、あるいは言語さえ通じないかもしれない。そう思うと、今でこそ親しくしているメルが、急に遠く感じられた。

「でも、サキ様は責任をとると言っていらっしゃるのでしょう？　でしたら、メルさんのことは、薬を使ってから皆みなで考えても遅おそくはありませんわ」

「そう、でしょうか」

「きっとそうですわ」

　なんだか励はげまされている。いつもはシルヴァをなだめたりすることが多いエイクなので、このような状じよう況きようは妙みように新しん鮮せんだった。

「ところでエイク様」

「はい？」

「メルさんの本当の姿がたとえ綺き麗れいな女性だったとしても、そういう目で見てはいけませんわよ？」

　にっこり。

　むしろ本来であれば、そういう目で見させることを特技とする淫いん魔まが、そんなことを言い出してきた。

「な、なんのことですか？」

「わたくし知っていますわよ。コンテストの時、随ずい分ぶんと他ほかの女性も舐なめるように見つめていましたわよね？」

「そういう表現は好ましくありませんよシルヴァさん。ほ、ほら、僕も一応、建前の上では審しん査さ委員だったわけですから」

「あら、そんな言い訳をなさいますの？」

　シルヴァの顔が近づいてくる。普ふ段だんはローズマリーで誤ご魔ま化かしている淫魔の匂においも、この距きよ離りだとかなり濃こい。もっとも、シルヴァだけでなく彼女の姉二人の来らい襲しゆうなどもあったせいで、エイク自身はかなりこの匂いに慣れてきたのだが。

　問題は、シルヴァの目のほうだ。明らかに怒おこっているというか、なにかを咎とがめている。

「では、メルさんが美女でも心は動かない、と仰おつしやいますのね？」

「と、当然です」

「えいっ」

　目の前のシルヴァが、突とつ然ぜん胸むな元もとの釦ボタンを外した。一いつ瞬しゆんの早はや業わざであるが、エイクには彼女の指先が艶なまめかしく動くのが、どうしてかよく見えた。

　当然ながら、シルヴァの白はく皙せきの谷間が覗のぞく。偽いつわりなく、誘ゆう惑わくのためだけのその肉体に、エイクの目がいってしまうのも無理からぬことで。

「ほおらご覧なさいな！　今わたくしの胸見ましたでしょう!?」

「しゅ、修道女がそんな、試ためすためだけに見せないでください！」

　卑ひ怯きようだ、とエイクは思う。淫いん魔まにこんなことをされて見るなというほうが無理である。

「信じられませんわ！　修しゆ行ぎよう不足ですわ！　そんなことだからエイク様にも妙みような噂うわさが立つんですのよ！」

「僕は誠実に生きているつもりなんですが……！」

「そもそもエイク様は女性に免めん疫えきがありませんのよ！　こうなったらわたくしが矯きよう正せいして差し上げますわ！」

　またも暴走気味なシルヴァが詰つめ寄ってくる。胸元をはだけて迫せまられるとどうしても目線がそちらに向いてしまううえに、場所がシルヴァの部屋のベッドの上である。
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　色々とマズい。

「矯きよう正せいって……一体なにをするつもりですか！」

「問題ありませんわ！　すぐに終わりますから！」

　ダメだ。半ば暴走状態で、エイクの話など聞いていない。

　元々、淫いん魔まとしての自分を抑おさえての修道生活なのだ。そもそもシルヴァは慢まん性せい的な欲求不満なのだろう。アガタを鞭むちで打った時のように、ちょっとしたことで暴発する。

「ちょっとー、シルヴァいるー？」

　まさに今押し倒たおされようとした、その時だった。

「サキちゃんにパンの作り方教えてもらったから、ハーブを分けてもらいたいん……だけ……ど……？」

　部屋の扉とびらが開いて、薄うす緑みどりのスカーフを巻いた少女が入って来る。

　言うまでもない。三つ編みの赤毛とスカーフですぐにわかる。ジェシカだ。

「なっ……なっ……」

「ジェシカ！　ちょっと待ってくださいこれは！」

「なにしてんのよアンタたちはぁ─────ッ！」

　ジェシカも爆ばく発はつする。

　というかシルヴァもジェシカも、その内に火薬を抱かかえすぎだ、と思った。爆発の仕方はいささか異なるものの、エイクにとって危険であるという点では共通している。

「ちょっと目を離はなすとすぐこれなんだから……！　おら、離れなさいよそこのサキュバス！」

「邪じや魔ましないでくださいなジェシカさん！　これからエイク様を教育するのですわ！」

「調教の間ま違ちがいでしょこの年中発情期！」

　ぎゃあぎゃあと騒さわがしい。いつものことといわれればそれまでだったが。

　結局その後、シルヴァとジェシカを落ち着かせるのに半日かかった。エイクは、悩なやみが解決しないうえに疲ひ労ろうばかりが上乗せされた気がする。怒おこりっぽいジェシカもそうだが、シルヴァの欲求不満もどう解消したものか、頭痛の種が増えた。

　もっともそれこそ、シルヴァの言う通りエイクの修しゆ行ぎよう不足も悪いのだろう。自分の未み熟じゆくさゆえに自分が苦心するのは当然といえる。

　メルが快復してからのことは、それから考えればよい。

　シルヴァの言げんにも一理ある。というか、おそらくそれが最も実じつ践せん的で効率的な考え方だと思われた。メルがどのような人間であるかは、彼女がゾンビの立場から解放されなくてはわからないのだから。その出自を確かく認にんするまでは、あれこれ悩むのは机上の空論にすぎない。

　そのはずなのだが。

　エイクの違い和わ感は消えるどころか、増大していった。一体なにがひっかかっているのか、エイク自身にもわからないままだった。




　一向に悩なやみは解消しないまま、数日が経過した。

　エイクはサキの薬の調合を手伝いつつ日々を過ごし、メルもまたヘルミーネやシルヴァの手伝いで教会の中をうろうろしていた。レニュイは未いまだにメルに近づきたくないのか、屋根の上で昼ひる寝ねをしていることが多い。日当たりが良く気持ちいいとのこと。

　サキの手に渡わたったユニコーンの角は、試作のための素材や、傷薬の軟なん膏こうなど、様々な用よう途とで使われており、かなりその量が減っていた。とはいえまだ半分以上残っている。角を失い、一見ただの白馬になってしまったキル・エは、まだジェントの湖近辺にいるはずだったが、自分の角がこうして霊れい薬やくにされることについてはどう思っているのだろうか。

　案外、どうとも思っていないのかもしれない。イザーナもまたジェント周辺にいるはずだが、キル・エに見つかりたくないのかどこかに隠かくれ潜ひそんでいるはずだ。キル・エにとっては自分の角からできる薬よりも、美処女を追いかけるほうが良いのかもしれない。

　ただ、一つ、サキについて気になったのは、メルを気にかける理由だった。

　エイクがそれとなく聞いてみたところ、どうやらサキは自分の故郷を、望まぬ形で追い出されたらしい。それがどういうものかは、具体的に聞けなかったが、つまり村むら八はち分ぶ。エイクの感覚でいえば、魔ま女じよや狼おおかみ男おとこ扱あつかいをされ遠ざけられるようなものらしい。

　メルへの、少々過か剰じようともいえる関かかわり合あいと、その世話。

　行き場を失った同士、どこかで共感しているのではないかと思った。

　そう考えるのならば、二人が教会に来たのはある意味当然だ。行き場のない流る浪ろうの者が教会を頼たよるのは当然といえば当然だ。

　悩みはあるものの、できる限りでサキの手伝いをしようと決めるエイクだった。




　サキは、頼たのんでいた器具がようやく届いたと喜び、丸一日部屋にこもることで、ようやくメルの蘇そ生せい薬を完成させた。

　調合の終しゆう盤ばんにおいてまでサキの作業は薬くす師しのそれであり、錬れん金きん術じゆつという言葉からイメージされる怪あやしげな儀ぎ式しきなどはなかった。精々、取り扱いに気を遣つかう強酸性の薬品を用いた程度である。

「たかだか薬を飲ませるだけなのに、何故なぜ礼拝堂を使うのじゃ」

「罪深いことをしているかもしれぬ。すぐさま主しゆに許しを請こえるようにな」

「信心、大変結構。皆みなが総そう出でで大おお仰ぎようなものじゃ」

　礼拝堂には、教会の面々がほぼ全員集まっていた。いないのはアザンレニュイだけである。

　ただ蘇生薬を飲ませ、メルの本来の姿を取り戻もどすだけなのに、シルヴァはメルの手を引いて硬かたい表情。ヘルミーネは箒ほうき片手にその辺を掃そう除じしていたが、ちらちらとメルに目線を向けるところを見ると、やはり気になるらしい。

　フォーグス神父は礼拝席に座り、両手の指を組んでいた。難しい顔なのは、天上の神に対してなにか祈いのっているのか。

「では始めるかの。なに、これをちょっと飲んでもらえば済むことじゃ」

　サキの片手にあるのは白い粉末の入った椀わんであった。ただし粉末というにはいささか粒つぶが大きく、塩の結けつ晶しようと言われれば信じてしまいそうだった。ゾンビを人間に戻もどす蘇そ生せい薬と言われても、エイクはぴんとこない。

「構わぬな、エイクよ？」

　エイクの心しん中ちゆうの不安を見破られたか。

　長パイプを咥くわえたまま、サキが不敵に笑っていた。

「この期ごに及およんでやめろとは言うまいな」

「そんなつもりはありませんが……でも、気になることが」

「ほう？　漠ばく然ぜんとした予感などではないというなら聞いてみようか。なんじゃ？」

「メルさんとサキさんが出会ったという城についてなんですが……」

　サキは言っていた。廃はい墟きよと化した城の中で、敵意のないメルに出会ったと。

　しかしサキによれば、城の中は霊れいや不死者がうろうろしていたということだ。サキ自身は言葉にしなかったが、おそらくは彼女も何度か襲おそわれかけたに違ちがいない。

　では。

「なぜメルさんは無事だったのでしょうか？」

「なにが言いたい」

「いえ、あの、大人しいメルさんが、他ほかの亡もう者じやに襲われてもおかしくなかったのではないかと思ったのですが。彼女だけ、古城で無事だった理由がわからなくて……」

「同族は襲わぬ……わけはないな。不死者にそのような知ち恵えが働くとも思えぬからの。では単に生者だけを襲うのではないか？　血は生者の証あかしであり、ゆえに死者は生者からそれを奪うばおうとするのじゃろ？」

　そうかもしれない。サキの話はエイクも聞いたことがあった。

　だが、納なつ得とくできないのは何故なぜなのだ。

　嫌いやな予感がする、と言ってしまえばそれまでだ。だがそんな曖あい昧まいな理由で、理知的なサキがやめてくれるとは思えなかった。

「すみません。余計なことを」

「構わぬ。疑問を持つことは重要ゆえな。さて……メルよ。こちらへ来るがよい」

　薬の入った椀を手に、サキがメルを呼んだ。

「あう？」

「よしよし。さ、これを飲むがよい。水でな」

「あ……あうー」

　メルは逆らわない。

　皆みなが見守る中、メルはのったりとした動作で椀わんの中の薬を口に流し込んで、その後サキの差し出す水をごくごくと飲んでいた。彼女は食事をまったく取らなかったので、なにかを口にするのを見るのはこれが初めてだった。

　メルが水を飲み干す。

　皆が固かた唾ずを飲んで、彼女の変化を見つめていた。

「あう。あうー……？」

　周囲の空気の変化に、さすがのメルも戸と惑まどったような声。

　薬は本当に効果を示すのか、ゾンビではない彼女がどのようなものかと、エイクたちはじっと彼女を見つめていたのだが──。

「……変わりませんわね？」

「そ、そんなはずは。おかしいのう。理論的にはすぐに効果が出始めるはずなのじゃが」

　シルヴァの言葉に、さすがにサキも焦あせったようだった。

　だが、メルに見たところ変化はない。

　先ほどから聞こえるのは、ヘルミーネが床ゆかを箒ほうきで掃はいている音だけだ。

　重苦しい沈ちん黙もくが辺りに流れる。メルはぼーっとしたまま立ち尽つくしているだけ。

「……神の御意志だろう」

　やがて。

　沈黙を破って立ち上がったのはフォーグス神父だった。

「人たる身で分ぶんを越こえた実験だったのだ。ゆえに失敗した。すべては神の定めたことだ」

「む。悔くやしいが、反論できぬのう」

　フォーグス神父が、目を細めわずかに笑う。ようやく錬れん金きん術じゆつ師が理解してくれたことが嬉うれしいとでもいうように。

「諸君も、これにて終わりとするかね。聖せい獣じゆうの角はもっと有意義なことに利用すればよかろう」

「まったく。錬金術師を名乗っておいてこのザマとは……む？」

　サキが諦あきらめかけた瞬しゆん間かんだった。

　エイクの目にも、異変は明らかに映っていた。

　白い。

　視界が何やら白くぼやけている。一瞬考えて、霧きりが立ち込めているのだと気付いた。

「霧？　室内なのに……？」

　疑問に思ったその瞬間には、もう煙けむりのごとき濃のう霧むが礼拝室を埋うめ尽くしていた。

　シルヴァの戸と惑まどったような声と、フォーグス神父の重厚な声が重なる。神父はその場を動くなと言っているが、もうエイクの視界は白に染まっていた。礼拝堂にいたはずの皆の姿は、はや薄うすい影かげとしか見えない。

「これは……!?　サキさん、一体」

「わ、わからぬ。霧きりなど、まったく理由がわからぬぞ」

　もっとも近い位置にいたはずのサキですら、霧のせいで影が薄い。

　何故なぜなのだ。

　混乱の中、エイクはメルの姿を探した。この異変、メルが薬を飲んだせいなのかはわからないが、もっとも疑わしいことは間ま違ちがいない。

　やがて、メルと思おぼしき影が見える。

　しゅるしゅるという音はなんだ。少しだけ考えて、包帯が解ほどけて床ゆかに落ちる音だとわかった。何本もの包帯が蛇へびのように床に落ちている様子が、霧を通して影絵のように見えたのだ。

　メルが、腕うでを上げた。

　その腕の関節は、生者と同じくつながっていた。

「メルさん、大だい丈じよう夫ぶですか！」

　つい声をあげる。

「私の──」

　帰ってきたのは、低くかすれたような声。エイクは思った。

　死者の声だ、と。




「──私の名を呼ぶのは、お前かい」




　影が、霧の中から手を伸のばす。

　生者ではありえない、しかしメルの肌はだとも違う、蠟ろうのごとき白さの腕だった。ぬうと、まるで異界から得体の知れないものが手を伸ばしたようにも見えた。

「酒が飲みたいが、まあお前で我が慢まんしようか」

　白い手が、エイクを摑つかんだ。そのまま、信じられないような怪かい力りきで引き寄せられる。

　一いつ切さいの抵てい抗こうを許さず、恋人が抱だきつくような近さになって初めて、エイクは白い腕の主、その姿を捉とらえることができた。

　血のように赤く、そして振ふり乱した髪かみ。

　蠟で出来たような、気味の悪い白い肌。

　一糸まとわぬ姿のその女は、赤い瞳ひとみでエイクを見つめて、そうして笑う。笑うと、鋭するどい八や重え歯ばが剝むき出だしになる。

　人では絶対にありえないような、鋭い犬歯。

　牙きばだ。そう思った瞬しゆん間かん。

「いい男さね」

　赤い髪かみの女が、首に嚙かみついてきた。

　いや、それは認にん識しきできるような速さではなかった。エイクが嚙みつかれたと思ったのは、首に高熱を感じた次の瞬しゆん間かん、びくびくと魚のように痙けい攣れんしながら地に倒たおれた時だ。

　身体からだの自由が利きかない。痛い。

　あ、あ、と死にかけの人間のごとく声をあげるしかできない。

「ありゃ、ちいと飲みすぎたか。すまんね、久しぶりで加減がわからんさ」

　振ふり乱す赤い髪が一瞬だけ見えた。しかしそれもまた霧きりの中に隠かくれて消えてしまう。

　残るのは影かげだけ。

　熱さと痛さの中で、エイクは自分の中の熱がどんどん消えていくことを感じていた。血が失われる感覚を、エイクは人生で初めて学んだ。

　死ぬのか。

　死ぬとはこのように、自分がなにか得体の知れない冷たいものになる、ということなのか。

「我が名はメルツェーデス・ゾフィーア・フォン・ベルンシュタイン」

　霧の中で。

　真しん紅くの髪の女、メルの声が響ひびく。自然では絶対にありえない、ワインによく似た血の色。

「一国を滅ほろぼした、最さい凶きようの吸きゆう血けつ鬼きってな、私のことさ」

　少し悲しげに、しかしどこか得意げに、真紅の髪の女は哄こう笑しようをあげる。

　エイクの疑問も当然だった。

　メルが襲おそわれるはずはなかったのだ。何故なぜなら、かの城の主だったのは、メル自身だったのだから。

　エイクの意識がつながっていたのは、そんな風に納なつ得とくした瞬間までだった。

　最後に聞こえたのは、メルの楽しそうな声ではなく、倒れたエイクに気付いてその名を呼ぶ、親しい修道女の悲痛な声だった。




　吸血鬼メルツェーデスの一嚙みは、血を吸うにとどまらず。

　肩かた口ぐちから首の付け根にかけて、獅し子しが食いちぎったかのような傷をエイクに与あたえていた。

　致ち命めい傷しようの痛みで気付かなかったが、エイクはそのまま自分の血ち溜だまりに倒れ伏ふせていた。

　礼拝堂での、一瞬の惨さん劇げきであった。













　　四人目．吸きゆう血けつ鬼き







　吸血鬼とはなにか。

　動く死体の種別の中でも、棺ひつぎから蘇よみがえり吸血行こう為いを働くもの共の総そう称しよう。その悪行は吸血にとどまることはなく、動物に化けて家屋に浸しん入にゆうし、棺の中で屍し衣いを嚙かむことで呪のろいを発し、そして吸血鬼に殺された者、血を吸われた者をその死後に吸血鬼に変えてしまうという。

　また吸血鬼に襲おそわれなくとも、犯罪者、自殺者、洗礼を受けずに死んだ子供、私生児、そして片思いのまま死んだ若い女性などは、死後に吸血鬼になるといわれている。

　では、あのメルツェーデスは。

　自ら一国を滅ほろぼしたと語った、赤い髪かみの吸血鬼は何故なぜ、吸血鬼になったのだろう。

　どんな事情があって、ゾンビに身をやつしていたのだろう。

　泥どろのような、霧きりのような、なんともいえないものの中に沈しずむエイクは、考えても詮せんない思し索さくを続けていた。

　鮮せん血けつに似た色の彼女の瞳ひとみは、シルヴァの与あたえた赤いガラス玉の瞳とは、似ていながらもまったく違ちがった。

　ガラス玉の瞳で、あんな風に。

　今にも泣きだしそうな顔にはならないと思った。




　雨が降っている、と思った。

　それが雨ではなく、自分の顔に滴したたる涙なみだだと気付いた時には、エイクの目の前に大泣きのシルヴァの顔があった。

「……僕は」

「気付いたか」

　シルヴァがわんわんとあげる声を聞きながら、エイクはゆっくりと上体を起こす。吸血鬼メルツェーデスに嚙まれたはずの左肩かたには、包帯による丁てい寧ねいな処置がなされていた。場所はエイクの部屋のようだ。

　どうやら気絶していたらしい。

　もはや痛みも残っていないところからすると、大した怪け我がではなかったのだろうか。

「まったく、僕は情けないですね……シスター・シルヴァ、そんなに泣かないでください。ちょっと血を吸われただけのようですから」

「ちょっと血を吸われただけ、じゃと？」

　サキが、その長パイプをエイクへと突つきつけた。シルヴァはまだ泣きやまず、ぐずぐずの泣き顔でなにか言っているが、ほとんど聞き取れない。落ち着かせようと彼女の頭に手を載のせると、フードの下に硬かたい感かん触しよくがあった。角を隠かくせないほど動どう揺ようしているらしい。

「お主ぬし、先ほどまで瀕ひん死しであったのじゃぞ。なにが血を吸われただけじゃ。嚙かまれた箇か所しよをわずかに違ちがえておったら喉のど笛ぶえごと持っていかれておった。そうでなくとも首の動脈に達するかどうかという食いちぎりは普ふ通つうなら死ぬぞ。認にん識しきを間違えるでないわ」

「は……？　でも、痛みはもうなくて、傷も」

「ユニコーンの軟なん膏こうがあったゆえじゃ！」

　苛いら立だたしげにサキが見せたのは、中身が半分に減った薬くすり壺つぼであった。

「血どころか肉ごと食いちぎったのじゃぞ！　軟膏がなければどうなっていたと思っておる！　いや、たとえユニコーンの薬効があったとて、処置が遅おくれておればそれだけで致ち命めい的じゃ！」

「ご、ご迷めい惑わくをおかけしました」

　声を荒あらげ、一歩間違えていれば死んでいたと言われても、いまいち実感のわかないエイクである。実際、痛みもほとんどない。

「お主まで吸きゆう血けつ鬼きになるなよ。まあ、ユニコーンの霊れい薬やくならそれすら回復させるじゃろうが……」

「身体からだに異常はないようですし……多分、大だい丈じよう夫ぶかと。本当にすみません」

　改めてユニコーンの角の力を思い知る。そしてそれを調合し利用した、サキの医い療りようの知識も相当なものだと思われた。

「いや……」

　サキが、目を伏ふせた。

「お主の忠告を聞き入れなかった、我われの責任じゃ。死人を迂う闊かつに蘇よみがえらせるなと、神父にも言われておったのにのう……。まさか死人が生者になるどころか、死人の中でも凶きよう悪あくな輩やからに変ずるとは思わなかったがのう」

「国一つを滅ほろぼした吸血鬼、メルツェーデス、でしたか」

　ジェシカやダネストのような、自然の赤毛とは違う。染料に漬つけたような真しん紅くの髪かみの鬼おにに、ゾンビであったメルの面おも影かげはないに等しかった、ように思う。

「すまなかったの」

　頭を下げるサキに、エイクはなにも言えなかった。はっきり言って、この事態を予測しろというほうが無理だし、もちろんサキにも古いにしえの吸血鬼を復活させようなどという目もく論ろ見みがあったわけでもない。責めることはできない。

「あの、エイク様……」

　まだすんすんと泣き声を漏もらしながらも、シルヴァがおずおずと口を開く。

「起きたばかりで恐きよう縮しゆくなのですけれど、ジェントが大変なことになっているそうで……」

「っ。どういうことですか」

「ジェシカさんからお話を聞くのがよろしいかと……」

　そこで、まるで話を聞いていたと言わんばかりに部屋に飛び込んでくる姿。ジェシカだ。

　こっちも目元が赤く、一方でその顔色は青い。

　割と頻ひん繁ぱんに泣くシルヴァはともかく、気の強いジェシカの久しぶりに見た涙なみだの痕あとのために、ようやくエイクは自分がどれほどの重じゆう症しようだったのかを思い知った。

「エイク！　起きたのなら早く言いなさいよ心配するでしょ！」

「ジェシカ……すみません。でもどうしてここに」

「勝手に一人で死にかけてるんじゃないわよ！」

　エイクの言葉も無視して声を荒あらげるジェシカだが、エイクとしては自分が瀕ひん死しだったことなどまったく実感がないので、曖あい昧まいな返事しかできない。それが更さらにジェシカを苛いら立だたせるらしい。

「パン屋の娘むすめ御ごよ。怒おこるより先にやることがあるじゃろ」

「そ……そうよそう！　なんなのよあの赤い髪かみの女！　街に霧きりが出てきたと思ったら、いきなりみんな倒たおれちゃって！　あたしもう、どうしたらいいかって……！」

　混乱して要領を得ないジェシカの話だが、エイクはじっと聞いて、その内容を整理した。

　簡潔にまとめるならば、次のような話になるらしい。

　夕刻。そろそろ一日の仕事も一段落か、という時分。突とつ然ぜんにジェントが不可思議な霧で覆おおわれ、空も分厚い雲で隠かくされた。その直後に、街の人間が次々と昏こん倒とうしていく。ジェシカだけが無事だったのだが、そこへ現れたのが真しん紅くの髪の吸きゆう血けつ鬼きメルツェーデスだった。

　霧の中から、あたかも浮かび上がるように出現したそうだ。

　彼女はエイクを街に連れて来るよう、ジェシカに命じたという。ジェシカは恐おそれながらも気き丈じようにそれを断ったが、メルツェーデスは街の住人が人質だと言い放った。

「僕を……呼んでいるんですか」

「そう、みたい。それが昼間で、でももう半日経たってる。いつまでに連れて来いとかは言われなかったけど……」

　復活した途と端たん、エイクを攻こう撃げきし。今度は街で霧を発生させて、エイクを呼ぶ。

　一体なにがしたいのだろう。

「彼女は、霧を操あやつるのでしょうか？」

「じゃろうな。とはいえおそらく、太陽に対する対策じゃろう。外に出ればわかるが、雲と霧のせいで月明かりなど一いつ切さい届かぬ。おそらく太陽光も遮さえぎるであろうな。すべての吸血鬼に通ずる最大の弱点も、あのメルツェーデスは間接的に克こく服ふくしておる」

　とんでもない話だと思った。天候さえ操るなど。

　吸血鬼の種しゆには日食を引き起こすものがいる、という話は聞いたことがあった。あのメルツェーデスもそれに匹ひつ敵てき、あるいは凌りよう駕がする力を持つのだろう。一国を滅ほろぼしたというのは眉まゆ唾つばではなさそうだ。

「あまり待たせると、焦じれたメルツェーデスが街で暴れるやもしれぬな」

「暴れる……」

「メルを発見した古城の辺りは、国を滅ぼした吸きゆう血けつ鬼きについての伝説があった。国を治めていた姫ひめ君ぎみであったが、ある夜を境に化け物へと変じ、家族、近きん臣しんなど手近な者から次々に血を吸ったと。最終的には高笑いだけで、村一つの住人たちの血を吸い尽つくして殺すこともできたらしいのう」

「ちょ……なによそれ」

　ジェシカが更さらに青ざめた。にわかには事実と思いたくない話だ。

　吸血鬼はどちらかといえば民間伝承などで語られる存在だが、メルツェーデスに限っては神話や伝説に出てくる魔ま物ものの類たぐいと同列に考えるべきなのか。

「件くだんの姫君の名はどこにも載のっておらぬでの。名前を知っておったら、あるいはメルが吸血鬼であったことにも気付けたかもしれぬが……」

「名を残すことすら忌いまわしいとされた。そういう相手なのかもしれません。とにかく一刻も早く、ジェントに向かいます」

　エイクはベッドから下りる。ジェントへ向かうと言った瞬しゆん間かん、シルヴァが驚おどろいたような瞳ひとみでエイクを見た。

「い、行くんですの!?」

「僕が呼ばれています。メルさんの目的もわかりませんし、行って話を聞かないと」

「殺されるかも……いえ！　既すでに殺されかけているのに！」

「普ふ通つうは自分が殺した相手を呼び出したりはしません。僕が何故なぜ狙ねらわれたかはわかりませんが、メルさんには僕を殺すつもりもなければ、僕が死んだとも思っていません。むしろ僕が行かないと不興を買う恐おそれがあります」

　村の住人たちの血を、高笑いだけで吸い尽くす。

　そんなことができる吸血鬼だとすれば、ジェントとて数分経たたずに壊かい滅めつだろう。サキがメルと出会ったという古いにしえの城のごとく、死し霊りようたちの住すみ処かへ変わってしまうかもしれない。

「それに、不死者を鎮しずめるのも、聖職者の仕事ですから」

　微笑ほほえんでみせるエイクだった。怖こわくないとは言わないが。エイクが行くしかない。

　メルツェーデスも、いきなり虐ぎやく殺さつなど始めていないようだし、ならば対話する余地はあるのではないかと思われた。国一つ滅ぼしたというのも、随ずい分ぶんと昔の話のようだし。

「では、せめてわたくしたちも……」

「そうよ！　あたしも行く！　エイク一人だけで来いなんて、あの吸血鬼も言ってなかったわ！　一いつ緒しよに行ってもいいはずよ！」

「落ち着けお主ぬしら。ぞろぞろと行っても仕方あるまい」

　ぴしゃりと言い放つサキに、シルヴァもジェシカも黙だまり込んだ。気持ちはありがたいのだが、今回は本当に相手の出方がわからない。危険だろうし、できればエイク一人で行きたかったが──。

「エイクよ」

「は、はい」

「また面めん倒どうをかけてすまぬが……行くなら早はようしたほうが良いぞ」

　それはどういう意味なのか、と聞き返す暇いとまはなかった。

　階下から、ここ数年エイクも聞くことのなかった、フォーグスの怒ど号ごうが聞こえてきたからだ。




「聖職の役は悪あつ鬼きの調ちよう伏ぶく！　すまぬがここは退ひいてもらおうアザンレニュイ！」

「もぉー。おじいちゃん無理しちゃダメだってえ。あれは六百年近く死に続けた吸血鬼。最強の不死者の王ノーライフキングにして吸血貴族ヴアンパイアロード。人間で勝てる相手じゃないよ、ね？　妾わらわが行くからおじいちゃんは大人しく待っててぇ」

「舐なめるでないぞ。傭よう兵へい時代は三匹びき、吸血鬼を狩かった。神の法に逆らうものはことごとく灰に変わると教えてくれる」

「無理だから！　どんなに血の気多くても一いつ瞬しゆんで全身の血抜ぬかれるから！　それより早くエイクを起こして宝石返してよぉ！　あれさえあればメルツェーデスでもどうにかなるからさあ！」

　街へ行くことを決めたエイク、そしてシルヴァとジェシカが食堂まで下りた時。

　食堂では、フォーグス神父とアザンレニュイが顔を突つき合わせていた。フォーグス神父の手には、いつかレニュイ撃げき退たいのために使っていた十じゆう字じ架か型の剣けんがある。

　二人とも、部屋に入って来たエイクたちへと目を向ける。

「エイクか。よく目覚めた」

「エイクぅ！　ちょっとなんとか言ってやってよ！　おじいちゃん、メルツェーデス倒たおしに行くって聞かないんだよ！」

「それはお主も同じこと。竜りゆうといえど、お主自身はあくまでも血族の末まつ端たんであろう。宝石を返したとて、本当に吸血鬼の頂点ともいうべき相手に勝てるのかね？」

「うぐ……か、勝てなくても引き分けくらいには……」

「仮にそれが本当とて、ジェントごと焦しよう土どに変えては守護竜の役目も意味がないぞ」

　ぎゃおーん、という声をあげるレニュイだった。泣き声なのかなんなのか。

　吸血鬼は苦手、とはレニュイ自身の言げんだ。メルツェーデスと戦せん闘とうにでもなればおそらく消しよう耗もう戦であり、宝石を持たず力を減じているレニュイでは勝ち目はないのかもしれない。

　無論、往年の功を今も誇ほこり、まだ若いつもりで吸血鬼に挑いどむフォーグス神父は論外だ。

「二人とも、喧けん嘩かなどしないでください。街には僕が行きますから」

「えっ、ちょ、本気!?」

「本気も本気です。というかレニュイ、メルさんを殺す前提で話を進めないでください。彼女の目的はわかりませんが、話せばわかるはずです」

「噓うそぉ……」

　レニュイが完全に呆あきれた目に変わる。が、エイクに言わせればこの二人が大おお雑ざつ把ぱで血の気が多いだけのことだ。もっと穏おん便びんな解決法は山ほどある。

　武装していては、できる話し合いもできまい。

「エイクよ。確かに、街では未いまだ被ひ害がいらしい被害はないようだ。そうだね、ジェシカ？」

「は、はい神父」

　ジェシカは頷うなずいた。今のところ、街の様子をわかっているのはジェシカだけだ。

「うむ。しかし、向こうは国を滅ほろぼした吸きゆう血けつ鬼き。いつどのような暴ぼう虐ぎやくを働くかもわからぬ」

「すみません、神父。危険なのは承知のうえなのですが、彼女の話を聞くだけ、というのも許されませんか？」

「何故なぜだ？」

「僕をわざわざ呼んでいるようです。懺ざん悔げ室絡がらみかもしれません」

　フォーグス神父の眉まゆが、悩なやむそれに変わっていく。エイクには、メルツェーデスにわざわざ呼び出されるような心当たりといえば、懺悔室しかないのである。

「いつかのインプとは違ちがいます。メルさんに積極的な悪意があるとは考えにくくて」

「エイク様、そんな……！　血を吸われていますのよ！」

「メルさんは、話を聞く限り強力な吸血鬼です。僕一人の血だけで満足するとは思えません。ならば多分、僕の血を吸ったのは別の理由で……そんな部分も含ふくめて、メルさんからは話を聞きたいと思います。いけませんか？」

　沈ちん黙もくが落ちる。確かに、エイクも本気で吸血鬼メルツェーデスが相談を抱かかえているなどとは思っていなかった。

　だが、サキも言っていたことだ。ゾンビであったメルは時折、なにかに苦しんでいた。訴うつたえようとしている。そんな風に見えるのだと。

　それを聞くことができれば、あるいは、この事態の解決になるかも。

「……よかろう。剣けんより強いものは確かにある。儂わしの代わりに役目を果たすがいい」

「は」

　エイクは頭を下げた。

「元より、儂のような粗そ野やな男ではできぬことがあるからこそ、お前に懺悔室を任せているのだからな。今回も、儂よりお前が適任やもしれぬ」

「はい。ありがとうございます、神父」

「だが、守しゆ護ご竜りゆうを伴ともなうのが条件だ。いざ荒あら事ごととなればお前ではどうにもならんからな」

「それは……気付かれませんか、メルさんに」

　レニュイの同どう伴はんは正直ありがたいが、メルツェーデスとて当然、アザンレニュイのことは気にしているだろう。ゾンビの頃ころからお互たがいに避さけているような雰ふん囲い気きがあった。

「んー、高いところから見てようか？　そんなんで良いなら」

「構いません」

「急に襲おそわれたりしたら間に合わないかもしれないけどぉ？」

「う……」

　それは確かに怖こわい。できるだけ荒事にはしたくないが、メルツェーデスの考えがまだ不明なのだ。出で会あい頭がしらに、ということはないにしても、成り行きではどうなるかわからない。

「で、でしたらわたくしが！」

　そこで、手を挙げたのがシルヴァであった。

「懺ざん悔げ室でしたら、わたくしも助手ですもの。当然、いつものようにお手伝いさせていただきますわ！」

「ああー、いいかもねえ。シルヴァなら飛べるもん。なんかあったらエイク抱かかえて、そのまま空に逃にげちゃってよ。ちょっとでも時間稼かせぎしてもらえれば、妾わらわ、なんとか頑がん張ばるから」

「はい！　エイク様お一人ならなんとか！」

　以前も、インプと対決した際、シルヴァに抱えられて窮きゆう地ちを脱だつしたことがあった。あの時と同じようにいけばいいのだが、エイクの記き憶おくによれば吸きゆう血けつ鬼きも空を飛べるはずだった。

　追いかけられる恐おそれはないのか。

「あの……あたしも」

「ジェシカ。無理を言うでない」

　控ひかえめにジェシカも声をあげたが、そちらはフォーグス神父によって封ふう殺さつされた。

「お前が行ってなんとする。飛べるのであれば話は別だが」

　ジェシカが押し黙だまった。気持ちはわかるものの、ジェシカ本人も止められるとわかっていたのだろう。目を伏ふせて辛つらそうな表情をするだけだった。

「パン屋の様子は確かく認にんしてきます。それではいけませんか、ジェシカ」

「わかってる……お願い」

　悲痛な顔で俯うつむくジェシカだ。同行しても仕方がないということは本人が一番理解しているようだった。街や店、養父母が心配なのはわかるし、同じくらい自分も心配されているのだと、エイクにはよくわかっていた。

「シルヴァ、頼たのむわね……」

「お任せくださいませ！」

「ドジ踏ふまないでよ、いざって時に」

「ほ、本番に強いタイプなのですわ！」

　普ふ段だんは言い争ってばかりなのに、重要な時は妙みような信しん頼らい関係を見せるシルヴァとジェシカだ。エイクの割って入ってはいけない、独特の空気感があるような気がする。

「じゃ、妾わらわは空から追っかけるよう。宝石、はまだいいや。返してもらわなくても」

「いいのですか？」

「妾が本気出したら、それこそメルツェーデスに気付かれやすくなっちゃうしぃ……エイクが持っていればいいよ。いざあの吸きゆう血けつ鬼きと戦うって時になったら、返してくれれば」

　エイクは頷うなずいた。空からレニュイが見ていてくれるなら、これほど心強いことはない。

「ただし、確実に勝てる保証はないよ？　相手は吸血鬼。前も言ったと思うけど、妾とは相性最悪だし……妾は竜りゆうの中じゃ雑魚ざこ。対してあっちは、数多あまたいる吸血鬼の中でも多分、頂点だよ？　見ただけでわかる。過信しないでねぇ」

「大だい丈じよう夫ぶです。なるべく、レニュイの助けがいらないようにしますから」

「上手うまくいけばいーけどぉ……」

　火竜は、いつものだるそうな表情で頭をかく。いつもならばレニュイの助力はこの上ないものだが、今回は相手が悪いらしい。頼たよりすぎないようにしなければ、と思った。

「ジェシカと共に待っておる。吉報を頼たのむぞ」

「はい、神父。神に誓ちかって」

　教会で神の名を出すことから、エイクの覚かく悟ごの重さを感じたのだろう。フォーグス神父はそれ以上なにも言わなかった。

「行くのじゃな。エイク」

「サキさん」

　食堂に入って来たのは、長パイプを咥くわえたサキであった。その両手には、小さな髑どく髏ろの魔ま道どう具ぐを持っている。メルが持ち、サキと出会うきっかけになったあの髑髏だった。

「これも持って行け。上空の竜と連れん絡らくが取れるはずじゃ。実はあの後で改良を施ほどこしてな、術式の波を強化した。音は少々悪いが、会話に問題はないはずじゃ」

「あ、ありがとうございます」

「メルを頼む」

　いつになく真しん剣けんな顔で、サキは言った。自身の責任や負い目といったこともあるだろうが、それ以上にメルのことを案じているように見える。

「……可能なら、穏おん便びんに済ませてほしい」

「もちろんそのつもりです。街を襲おそっていないメルさんも、あるいは同じ考えかも」

　サキは、少し安心したように微笑ほほえんだ。

　もちろん、エイクにメルツェーデスの考えなど読めるはずもない。彼女がなにを思っているのか、ゾンビの頃ころはその片へん鱗りんすら理解することができなかった。まして、ゾンビの頃のメルと、今の吸血鬼メルツェーデスに、どれほど思考の連続があるのか、それすらわからない。

　だから行くのだ。話を聞きに街へ行く。

　幸い懺ざん悔げ室のおかげで、人でないものから話を聞くのは慣れているエイクだった。

「では急ぎ出発しましょう。馬があれば良かったのですが……」

「ああ、そういうことなら」

　レニュイが、にやりと笑う。

　エイクは馬に乗った経験も少なく、そもそも教会に馬はいない。シルヴァは乗馬ができるようだったが、基本的にジェントへの行き来は徒歩だったはずだ。

「ちょっと、良い案あるよぉ？」

　レニュイが見せたのは、八や重え歯ばの覗のぞく楽しそうな笑み。

　誰だれかが、理り不ふ尽じんを被こうむるような、そんな気がした。




　教会からの、咆ほう哮こうだった。

　エイクを始めとする教会の面々は、耳を塞ふさいでいたので、竜りゆうがどのような声をあげたのかははっきりとはわからない。レニュイが教会の上で、咆哮をあげ、そのために空気がびりびりと震ふるえたこと。耳を塞いでいても轟ごう音おんで脳まで揺ゆらされたことだけは覚えている。

　誰かを呼ぶ声ではなく、ただ巨きよ大だいな獣けものの威い嚇かくにしか聞こえなかったのだが。

「まったく！　怖こわいじゃないですか恐おそろしいじゃないですか！　ただでさえ街が妙みような霧きりに覆おおわれて、さっさと逃にげようと思っていたのに！　竜が力任せに大きな声あげてボクを呼ぶなんて酷ひどいです！　寿じゆ命みようが縮みましたよ！」

　だが、そんな竜の声のために、馬が来てくれた。

　正確には馬ではなく、額の角を失ったユニコーンであったのだが。これがまた、とてもよく喋しやべる。角がなければただの馬に見えるが、よくよく見れば額には角の折れた痕あとが残っていた。

「ああもう気持ち悪い気持ち悪い！　主に背中に当たっているものが気持ち悪いです！　処女がいい！　ボクは可愛かわいく気高く美しい聖せい獣じゆうなんですよ！　処女以外が乗るなんて！　うわーん穢けがされるー！　可愛いボクの可愛い部分が穢されるー！」

「ちょっと黙だまってもらえませんか、キル・エ……」

　竜が咆哮で呼び寄せたのは、キル・エ・ムリムだった。レニュイがどのような言葉でキル・エを呼んだのかはわからないものの、どうも聖獣を震しん撼かんさせるには十分な脅おどしだったらしく、咆哮からほどなくして、まるで準備を終えたエイクたちを出で迎むかえるかのように教会へ来た。

　エイクを前に、シルヴァを後ろにして、二人で白馬に乗っている形になる。エイクに乗られることがキル・エにとっては不快らしかった。

「申し訳ありませんわキル・エさん。でもわたくしたち、一刻も早くジェントへ行かないと」

「もちろんですよ！　シルヴァさんみたいな可愛くて清純な女性の頼たのみなら、ボクはなんでも聞きますよ！　あ、もっとちゃんとボクに体重を乗せてくださいね！　危ないですからね！」

　不ふ埒らちなユニコーンへ蹴けりを入れたくなったが、キル・エの性格を考えれば振ふり落とされかねない。釈しやく然ぜんとしない思いに囚とらわれていると、不意にシルヴァの腕うでがエイクの胴どうに回された。

　抱だきつかれた形になる。いや、もちろん馬に二人乗りなのだから、それまでも抱きつかれてはいたのだが──差し込まれた腕が、エイクとシルヴァをさらに密着させた。

「大だい丈じよう夫ぶですわ。エイク様に摑つかまっていますから」

「し、シルヴァさん。こういうのは……！」

「それにエイク様、乗馬の経験ございませんでしょう？　キル・エさんはご立派な馬ですから落ちる心配ないですけれど、エイク様のほうがさっきから体幹が振れていますわ。わたくしが後ろからお支えいたします」

　修道服越ごしでも十二分にわかるシルヴァの胸の膨ふくらみが、エイクに押し当てられる。

　わざとやっているのか。いや、いくら淫いん魔まとはいえ、真ま面じ目めなシルヴァがこの状じよう況きようで誘ゆう惑わくなどするまい。ならばやはり、密着したほうが安全と思っているだけだ。

　ここは馬に乗れるシルヴァの言うことに、素す直なおに従うことにした。

「ボクの背中でイチャイチャしないでほしいですね！　それでも聖職者ですか！」

　キル・エがうるさいが、聖せい獣じゆうらしくないキル・エには言われたくない。

　街は、ジェシカの言った通り、霧きりに覆おおわれていた。キル・エは蹄ひづめをリズミカルに鳴らして、ジェントの南通りを行く。空は曇どん天てん。一寸先は霧で覆われ、視界は最悪。見知ったはずの商店街がまったく別の光景に見える。

　こんな中で、どうやってメルツェーデスと会うのか。エイクは昔に読んだ、一つの伝承を思い出していた。

　性的交こう渉しようを経験しない少年が、白馬を駆かる。白馬が立ち止まった先は無む垢くな者が入れない穢けがれた領域であり、つまり吸きゆう血けつ鬼きのいる場所である。

　もちろんエイクは少年という年ではないし、また跨またがっているのもユニコーンなので、白馬というには少々違い和わ感がある。そもそも信しん憑ぴよう性のない伝承だから、あまり当てにはできない。

　ちなみにレニュイのほうは、上空から見守ってくれているはずだった。とはいえ、この霧ではどこにいるかもまったく不明である。最悪の場合、空からメルを探し出してもらうしかないと思われた。サキの魔道具があるので、連れん携けいは取れる。

「早くこんな危険な場所から立ち去りたいのに！　ここはもう吸血鬼の領域ですよボクが来るようなところじゃありません！」

「やはり危険なのですか」

「見ればわかるでしょ辺り一面、霧ですよ！　ちょっとでも吸えばそれだけであっさり夢の国です！　ボクは癒いやしの聖獣ですからなんとかなっていますがさすがに辛つらくて……そういえば、見習い神父はどうして平気なんです？」

「さあ……僕に聞かれても」

　霧きりのせいか人ひと気けはなく、街全体が死んだような雰ふん囲い気きをまとっていた。今はまだ夜に変わったばかりのはずだが、ここにいると時間の感覚が消えていく。

　明かりもなく、エイクとシルヴァは、キル・エに頼たよって進むしかない。幸い、キル・エはこの闇やみでも視界を失うことはないようだった。

「これは、精気を吸う霧ですわね、エイク様」

「というと、以前にレニュイが使った？」

「ええ。わたくしたち淫いん魔まの得意技わざでもありますけれど、やっぱり他者の力を奪うばう能力では、吸きゆう血けつ鬼きには敵かないませんわね。信じられないほど強い術……わたくしや、聖せい獣じゆうのキル・エさんは防ぼう御ぎよできますけれど、エイク様が無事なのは……術者の意志としか思えませんわね」

「呼んだのはメルさんですから」

　見慣れたジェントが、まるで霧の中の迷宮だ、とエイクは思った。

　神話によれば、とある島に、牛頭人身の怪かい物ぶつが潜ひそむ迷宮があるという。その怪物は人食いの邪じや悪あくなものだったが、この霧の迷宮の奥にいるのは何ものだろうか。やはり人食いなのか、それとも。

「怪け我が人などは……」

「ふん！　ボクがそんな血にまみれたところに来るわけないでしょう！　誰だれも怪我してないし襲おそわれてないですよ！　静かなもんです。まあ、それが不気味なんですけどね」

「パン屋は……この辺りのはずですが」

「死人は多分いませんよ！　ボクが保証します！」

　ぶるる、とキル・エが身体からだを震ふるわせた。

　不気味というか、静まり返った霧の街にエイクの気も沈しずむ。皆みなが無事とはいえ、いつ吸血鬼が気まぐれを起こすかもしれない。原因がメルツェーデスだというのなら、どうにかして止めなくてはならないだろう。まずは、メルツェーデスに話を聞くことから始めなければなるまい。

「……ああ、いましたよ。見つけました」

　普ふ通つうに進んでいたはずのキル・エが、いきなり急停止する。前につんのめりそうになるエイクだった。馬具をつけずに乗っていれば当然そうなるが、シルヴァが抱だきついてくれたおかげで落とされずに済んだ。

「ボク、ここで退散してもいいですかね？　ていうかダメって言っても帰りますけど！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。あとは僕たちでやります」

　最初にエイクがキル・エから降りて、そのままシルヴァの手を取って降ろす。シルヴァも鐙あぶみもなしに降りるのは難しかったようで、ほとんどエイクが抱きとめるような形になってしまった。不ふ可か抗こう力りよくだが。

「助かりましたわ、キル・エさん。お気をつけて」

「こんなところにいる時点で十分に危ないんですけどね！」

　口の減らない聖せい獣じゆうは、ぶるると再び身体からだを震ふるわせてから、そのまま道を駆かけ戻もどって行った。濃のう密みつな霧きりはすぐにキル・エの姿を覆おおい隠かくしてしまう。

　さて、とエイクは辺りを見回した。

　霧でわかりづらいが、ここはジェントの南通り。ただしかなり中央広場に近い場所だ。少し進んで行くと、酒場『メリーメリー』の看板が見えた。羊が麦酒をあおるという、かなりユニークな看板だ。ちなみに酒場の看板メニューはラム肉のステーキ。

　そこに、人ひと影かげがあった。

　さらに近づく。『メリーメリー』の店内ではなく、大通りにまでせり出したテラス席。霧に包まれた世界の中に、一つの影があった。同時にごくごくとなにかを飲み干す音。

　ワインレッドの髪かみの吸きゆう血けつ鬼きが、よく似た色の葡ぶ萄どう酒しゆを口に入れていた。

「よう。まったく遅おそかったさね。夜になっちまったじゃないかい。ん？　なんだ、修道女も一いつ緒しよかい、まあ構わんがね」

「すみません、メルさん。傷を治すのに手間取ってしまって」

　そう言うと、女吸血鬼は訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

「ん？　そんな強く嚙かんだつもりはないが……ちょっと血ぃもらっただけじゃないさね」

「ちょっと!?　ちょっとですって!?　血どころか、骨にまで達しようかという傷だったんですのよ！　よくも、そんなのうのうと！」

　激げき昂こうするシルヴァだったが、吸血鬼メルツェーデスは一いつ瞬しゆんだけきょとんとしたかと思うと、突とつ然ぜんに声をあげて笑いだした。ワイングラス片手にそんな仕草をすればどう見ても酔よっ払ぱらいだ。よくよく見れば、彼女の座るテーブルには山ほどのワイン瓶びん。そこらにも空のボトルがいくつも転がっていた。

　どうやら酒好きらしい。

「なるほど、そうかぁ！　すまんすまん！　久々の復活で手加減できなかったようさね！　悪いなあ殺すつもりはなかったんだが！　復活にちょっとばかり血が必要だっただけなのさ！　まあお座りよ、私の店じゃないがね」

「その服はどうしたんですか」

「適当に持って来たさね。芝しば居い小屋があったもんでな」

　教会では包帯が解ほどけ、全ぜん裸らだったメルツェーデスだが、今では衣服をまとっていた。実用性など無視した、長くゆったりとした黒の外がい套とう。そして演劇用と思おぼしき、華か美びな装そう飾しよくがなされた男性の衣服だった。舞ぶ台たい上で、貴族を演じる役者が着るものだろう。

「まあちょいと胸がキツいがね。はっはっは！」

　確かにサイズが合ってないらしく、留めたシャツの胸むな元もとは今にも釦ボタンがはじけそうだった。それにしても豪ごう気ぎに笑う、とエイクは思う。

　吸きゆう血けつ鬼き。不死者。そんな陰いん鬱うつな言葉からは連想できないほど、メルツェーデスの態度は明るく感じられる。シルヴァは厳しい瞳ひとみで彼女を睨にらみつけていた。警けい戒かいしているらしい。

「誰だれも襲おそってはいませんか？」

「さっきから質問ばかりじゃないさね。襲うわけないだろう。ご覧よ。こっちは血の渇かつ望ぼうを抑おさえてワインで我が慢まんしてやってるんだ。代金はこれで足りるかい？　さっきの芝しば居い小屋にも置いてきたんだが」

　意外と律りち儀ぎらしい吸血鬼は、一枚の貨か幣へいを置いてみせた。どうやら金貨らしい。

「口ん中に入ってたヤツさ。まったく！　いつの時代のコインだっつー話でな！」

「確かに、現在流通しているものではありませんね……ですが古美術品としては非常に価値があります。今使われている金貨のざっと、三十枚ほどには」

　そんな話をしていると、いつの間にかエイクたちの前にワイングラスが置かれ、とぽとぽと中身が注つがれている。

「まあ飲みな」

「いえ。そういうわけには……お酒好きなのですか」

「おや、血ばっか飲んでると思ったかい？　生あい憎にく今となっちゃ、血より酒が好きなくらいでねぇ。血はもう、飲み飽あきたよ。大して美味うまいわけでもないんだなこれが」

　飽きるほど飲んだという、その血。

　そんな話を聞かされては、目の前で注がれるワインが別のものに思えてくる。隣となりのシルヴァもわずかに青ざめていた。

　メルツェーデスは気にした様子もなく、いやそもそも吸血鬼であれば気にするはずもなく、血のようなワインをごくごくと飲み干していく。

「さて、わざわざ呼びつけて悪かったさ。なにから話したもんかね」

「そんな悠ゆう長ちようなことを……！　今すぐ街を解放してくださいな！　どうしてこんな……！」

「シルヴァさん、落ち着いてください」

　今にも嚙かみつきそうなシルヴァを、どうにかなだめる。対するメルツェーデスのほうは、怒ど鳴なられてもさして気にした様子もない。その性質は違ちがえど、余よ裕ゆうのある態度はレニュイに通じるものがある。

　竜りゆうのような超ちよう越えつ生物──いや、吸血鬼だから、生を超越した死体か。レニュイの言葉を借りれば、死に続けている吸血鬼。

「街を解放か。できればそうしたいとこだが、生憎とこれ、私の意志じゃ制せい御ぎよできねーんさ」

「貴女あなたの仕し業わざではない、ということですか」

「いんや、やってるのは間違いなく私だ。もう身体からだが勝手に、太陽を遠ざけるためにやっちまうんさね。パニックになるだろうから街の住人は眠ねむらせたが、霧きりと雲自体は私でもどうにもならん。無意識の防衛本能ってとこさね」

　もう死んでいるのに、と自じ嘲ちよう気味に笑うメルツェーデスだった。吸きゆう血けつ鬼きはどのようなことがあっても昼間には活動しないことから、日光が弱点と言われる。

「これでも昔よりはマシだ。なにしろ全盛期はまったく自制できなかったもんでね。血への渇かつ望ぼうのまま、勝手に周囲の人間から、血に限らず生命力までガンガン吸っちまったもんさ」

　高笑いをあげながら村一つを全ぜん滅めつさせたという、サキの話を思い出した。

　しかし自分の力を語るメルは、誇ほこるでもなく脅おどすでもなく、どこか憎にく々にくしげに見えた。飲まなければやっていられないとばかり、またワインをあおる。

「無差別の生命吸収エナジードレインだなんて……」

「昔の話だと言ったさね、シスター。昔は暴走して化け物みたいになっていたが、それこそ無差別に力を吸い取ってしまったもんで、今じゃ吸血鬼でも最強クラスに成長した。血も我が慢まんできるし、自分の能力も、霧きりと雲以外はなんとでもなる。今は虐ぎやく殺さつなんてするつもりもないさ」

　良かった。本人から暴れるつもりなどないと明言してもらえれば、ひとまず街への被ひ害がいは出ないと考えてよさそうだった。

「メル……と呼んで、よろしいですか？」

「いや。できればメルツェーデスで頼たのむさ。父祖から賜たまわった高貴な名なもんでね。気に入ってるのさ。メルツェーデス・ゾフィーア・フォン・ベルンシュタイン」

　椅い子すにふんぞり返る姿を見る限り、偉えらそうではあっても高貴さはあまり感じられなかったが、それはともかく。

　メルという可愛かわいらしい愛あい称しようは、ゾンビの時のほうが相応ふさわしいようにも思うエイクだった。そういえばウィジャボードで、ゾンビのメルに名前を聞いた時、彼女は異常な速度でコインを動かしていた。あれは、近くにいた霊れいの仕し業わざなどではなく、もしや本名を名乗ろうとした結果だろうか？

　名前が長すぎたせいで、ゾンビとしての処理能力の限界を超こえたのかもしれない。根こん拠きよのないただの仮説だが。

「ではメルツェーデスさん、僕を呼んだ理由を聞いてもよろしいですか？」

「そうさね。理由はいくつもあるが、まずは懺ざん悔げをしたい」

「懺悔……」

「人じん外がい相手の懺悔室なんだろう？　それが本業じゃないのさね？」

　メルツェーデスに言われても、エイクはしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

　懺悔をしたい。懺悔室を開いておきながら、しばらく聞かなかった言葉だ。本来は己おのれの罪を告白すべき懺悔室が、様々な人でないものに対する相談室、便利屋のようになっていたのも事実。完全に形けい骸がい化していた懺悔室で、本当に懺悔をしたいというものが現れるとは。

「私は」

　妙な感動に浸ひたりそうになったエイクだったが、どこか重苦しいメルツェーデスの声で我に返る。

「ここじゃない国で、姫ひめとして生まれた。いつ戦争が起きてもおかしくないような国でねぇ、居きよ城じようも半分は軍事要よう塞さい、砦とりでに近いような場所だったさ。それでも私が生きている頃ころは、束つかの間まの平和だったわけだが」

　懺ざん悔げは、もう始まっているらしい。エイクに形式的な文もん言ごんを一つも言わせぬまま、メルツェーデスは懺悔を始めてしまった。せめて一言も聞き逃のがすまいとエイクは耳を傾かたむける。

「吸きゆう血けつ鬼きに嚙かまれて、吸血鬼に変わった。なんか相性が良かったらしくてねぇ。どんな聖職者でも撃げき滅めつできない化け物に変わっちまったのさね。化け物の心のまま国を滅ほろぼして、浴びるほど血を飲んで、そうして力を得て、ようやく血への欲求を制せい御ぎよできるようになったってなもんさ。理性を取り戻もどした頃には、滅んだ城で不死人共に傅かしずかれて女王様扱あつかいだ。笑っちまうだろーが」

　それこそ酔よっ払ぱらいのように笑うメルツェーデスだが、彼女自身の肌はだの色は白いままだ。酒に酔っているわけではなく、元来こういう性格なのかもしれない。

　古城でメルツェーデスが襲おそわれなかったのも当然だ。彼女は襲われるどころか古城に怪かい物ぶつたちを引き寄せた張本人の可能性がある。何故なぜゾンビ化していたのかは、まったく不明だったが。

「多くの人を殺してしまったことを、悔くいているのですわね」

　ため息と共に、メルツェーデスが顔を歪ゆがめた。少々わかりづらいが、どうやら彼女は落ち込んでいるらしいと、ようやくエイクも気付いた。

「それだけじゃないさ。まだこうして、のうのうと生き永らえていること。偶ぐう然ぜんとはいえ、またこうして、吸血鬼として復活しちまったこと。すべて私の罪と業ごうだ。なあ見習い神父様よ、こんな私のこんな罪も、心から悔いていりゃあ、赦ゆるしてもらえるのかい」

　神はすべてを赦します。

　相手が人間であったのなら、エイクは迷わずそう答えただろう。しかし相手は吸血鬼だ。

　エイクの信ずる宗教において、恐おそるべき敵は二種類いる。

　一人は、今まさにエイクの隣となりにいる女性。修しゆ行ぎようする聖職者の敵である淫いん魔ま。より広義にいえば淫魔を含ふくむ悪魔の一群。

　だが、悪魔とは聖職者にとっての敵であり、神の道を志す者にとっての敵だ。

　一いつ般ぱんの民衆。神を信ずるが修行まではせず、俗ぞく世せで生活をする者たちにとっての敵が、墓から蘇よみがえる吸血鬼だ。天国に入ることを許されないほどに罪深き者たちが、魂たましいの行き場を失って生前の肉体を用い、復活するのだという説もある。事実、今でも吸血鬼騒そう動どうは頻ひん繁ぱんに起きている。

　聖典に記される悪魔などより、よほど卑ひ近きんで、だからこそ恐ろしい脅きよう威い。

　死にながら、死なないものたちが吸血鬼。

　神の摂せつ理りを曲げてしまったものたちに、エイクなどが易やす々やすと赦しを与あたえることなどできるだろうか。

　どう答えるべきか。聖職者としての言葉を探しているうちに、メルツェーデスがくつくつと笑いだした。先ほどからボトルを何本も空けているはずだが、一向に顔色は変わらない。

　月の光も届かない中、不思議とその青白い顔がよく見えた。

「悪かった。余計なことを言ったさ」

「いえ、とんでもない。吸きゆう血けつ鬼きだろうと関係ありません。今からでも悔くい改めれば」

「生あい憎にくと、そう悠ゆう長ちようにはしていたくない」

　ため息をつくメルツェーデス。酒の匂においどころか、死体らしい匂いもしない。むしろどこか薬草に似る、不思議な吐と息いきを感じた。

「元々、私はすべて諦あきらめていたのさ。吸血鬼となり果てて、怪かい物ぶつのように多くの人を殺した。自分の罪深さのために死を願って、血を吸わないでいたこともある。だが渇かつ望ぼうを耐たえても、腹が減って狂きよう気きに陥おちいるばかりでな。不死の身体からだじゃ簡単には死ねない。火山に飛び込もうかと考えたが、最悪それでも死ねないかもしれん。復活し火口を這はい上がる自分なんて、想像もしたくない」

「太陽は？　日光に弱いのでは」

「言ったはずさね。この身体が勝手に、雲と霧きりを生んじまう。生憎、飛ぶのだけは苦手でね、雲を払はらうところまで飛んで行けないのさ。だからせめて死ねないまでも、無害な存在になろうとした。配下にブードゥー教に通じ、自らも生きる死体になった呪じゆ術じゆつ師がいてね、そいつのおかげでゾンビになったってなわけさ」

　吸血の欲望を抑おさえ、かつ無害な状態になる。

　そのためにメルツェーデスが選んだのが、ゾンビになるという方法だったのか。

「身体の活動を極限まで抑え、かつ他者の命令に従順になる。結果的には最適な方法だったさ……まさか、復活するたぁ思わなかったがね」

「あの、わたくし、メルさんが元気になってくれれば、と思ったのですけれど」

「それが復活してみれば化け物だ。がっかりしたさね？　シスター」

「…………」

　シルヴァが沈ちん黙もくする。意地の悪いメルツェーデスの言葉に、しかし沈黙を返すことで肯こう定ていしてしまったようにも思える。

「生憎と復活しちまった。そして私が復活しただけで、街一つがこうして昏こん睡すいの中だ。なあエイク、懺ざん悔げしても赦ゆるされないなら、私はもう、消えてしまいたい」

　それはたとえば、淫いん魔まが修道女になりたいと願うように。

　決して得られぬものを手に入れようとするように。

　死んでいるからこそ、永遠に死なずに生きる吸血鬼は。

「死にたい」

　そう、なにもかもを諦めたような声で呟つぶやいた。




　酒場『メリーメリー』のテラスには、周囲の霧きりと同じくらいに重い沈ちん黙もくが下りていた。

　悠ゆう久きゆうの時を生きる吸きゆう血けつ鬼きに、人の身であるエイクはなにも言えず、シルヴァも沈ちん痛つうな表情で俯うつむいていた。先ほどまではメルツェーデスを責めるような態度を取っていたものの、段々と彼女の過去に対して、同情的になっているようにも思う。

　シルヴァは優やさしいのだ。エイクもよくわかっていた。

「死にたくても死ねない。ゾンビになってみても、今のように復活しちまう。私は、救われたいのに、太陽の浄じよう化かも届かず、神の赦ゆるしも得られない。そこでお前さ、見習い神父」

　メルツェーデスが、その顔を寄せた。

　つつ、とその唇くちびるからワインが垂たれる。メルツェーデスは舌で垂れたワインを舐なめ取りながらも、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「何百年も生きたこの罪人。この業ごう。贖あがなう方法として、お前に目をつけたのさ、エイク」

「ちょ、ちょっとメルさん。話が見えませんわよ。一体どういう……」

「吸血鬼にならないか、エイク」

「はあああッ!?」

　シルヴァが、およそ聞いたことのないような声をあげた。エイクも呆ぼう然ぜんと、薄うす暗ぐらい中で輝かがやく、メルツェーデスの赤い瞳ひとみを見つめ返す。
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「お前を眷けん属ぞくにする。懺ざん悔げを聞いてくれるのが仕事だろうさね？　ならば私の懺悔に悠ゆう久きゆう、付き合ってくれないか。聖職者様に、数百年の懺悔をし続れば──いつかは赦ゆるされるかもしれんだろう？」

「い、意味がわかりませんわ！　そんなの……！」

「鈍にぶいねえ。吸きゆう血けつ鬼きになって私と添そい遂とげろと言ってるのさ」

　メルツェーデスがにやりと笑う。シルヴァの顔が怒いかりで朱しゆに染まった。

　つまり、今自分は、吸血の姫ひめに口説かれているのだ。吸血鬼になって永えい劫ごうに一いつ緒しよにいてほしいという、文字通りの殺し文句で。

「吸血鬼になるのだって、別に悪かぁない。永遠の命を欲しがるヤツは昔から山ほどいるし、私の眷属ともなればその力は絶大さね。血が欲しけりゃ私のを吸えばいい」

「ええと……何故なぜ、僕を？」

「聖職者だし、まあ随ずい分ぶんとお人ひと好よしだ。人じん外がいの相談をなんでも受けてるお前なら、何百年かかるかわからん私の懺悔を聞き届けてくれるかも、と思ってね。まして顔も悪くない」

「はあ」

　顔を褒ほめられたことなどないエイクは、そんなどこか間の抜ぬけた声しか出せなかった。

　吸血鬼に襲おそわれて死んだ者は、死後に吸血鬼になるという。よく聞く話だが実はこれにも諸説があり、確かな情報ではない。事実、先ほど血を吸われたエイクは吸血鬼になっていない。

　しかしメルツェーデスほどの吸血鬼となれば、様々な力によって他人を自分の支配下に置くのは難しくないと思われた。わざわざ意向を聞いているということは無理に吸血鬼にするつもりはなさそうだが、本気だとすればエイクは抵てい抗こうなどできないだろう。

　ただ、いまいち、どこまでが本気かわからない。

　ワインをあおりながらくつくつと笑うメルツェーデスは、エイクをからかっているようにも見えてしまう。舞ぶ台たい衣い装しようのせいもあり、どこか作り物じみたその態度に、エイクは眉まゆをひそめるばかりだ。

　なにか、違ちがう思おも惑わくがあるのではないか、そう思わずにはいられない。

「──申し訳ありませんが、お断りさせていただきます」

　エイクは、頭を下げた。

　ほぼ答えは決まっていたといってもいい。当然ですわよ、とシルヴァが言う。そう、これは当然の回答だった。

「もうちょっと悩なやんでもいいんじゃないさね？」

「すみません。メルツェーデスさんは、とても魅み力りよく的な女性だとは思いますが」

「そんな取って付けたような言い訳は要いらんさね。理由を聞こうかい」

「聖職者ですので」

　エイクの信ずる教義では、聖職に励はげむ人間は妻帯を許されない。それが即すなわち恋愛厳禁というわけではないものの、事実上は恋愛もほぼ認められない。快楽目的で男女の付き合いをするなど言ごん語ご道どう断だんである。

　ただ。

　メルツェーデスの誘さそいを断ったのは、それ以前の問題だ。

「吸きゆう血けつ鬼きとは、神の法を破って生き永らえています。貴女あなたは赦ゆるしを欲している、そのために懺ざん悔げをしたい、ということのはず。それなのに、肝かん心じんの僕が吸血鬼になってしまっては……僕自身が冒ぼう瀆とく的な存在になっては、メルツェーデスさんに赦しを与あたえることもできません」

「そ、そこですの!?」

　シルヴァは声をあげるが、エイクはここが重要な部分なのだと思っていた。

　赤い髪かみの吸血鬼は、ワインをあおりながらじっと聞いているだけ。エイクの言葉を肯こう定ていも否定もしない。本当に懺悔し、赦しが欲しいのなら、それを聞き届けるエイクは聖職者でなくてはならない。

「懺悔を望むなら、むしろ吸血鬼になどならず、今のまま、人間のままの僕がお話を聞きます。見習いですが聖職者ですので」

「……ふん」

　メルツェーデスは、つまらなそうな顔で鼻を鳴らすだけだった。

　今、エイクは彼女の申し出を断る形で、彼女の矛む盾じゆんを指し摘てきしたのだ。

「自分は天国に行くから、薄うす汚ぎたない吸血鬼は一人でくたばれ、ってことかい」

「そんなことエイク様は言ってませんわ！」

「シルヴァさん、大だい丈じよう夫ぶですから」

　やはり、なにか思おも惑わくがあるようだと、エイクは確信した。

　懺悔がしたい、赦しが欲しい。そう言ったメルツェーデスの言葉、すべてが噓うそにも思えないが、しかしもっと大きな目的があって、そのためにエイクを吸血鬼にするなどと言っている。だから、正論であるはずのエイクの答えに不満げなのだ。

「最初に約束してやる。私は、エイク、お前がどうするにせよ、この街からは遠からず去るさね。その時は住人も目覚めるだろう。お前が欲しいのはそんな約束だろ？」

「メルツェーデスさん。僕は、貴女のお話を聞きに来ました。街のことも心配ではありますが……今は貴女のほうが心配です」

「あーあー！　綺き麗れい事ごとは聞きたくない！」

　下手をすればレニュイに並ぶ長ちよう寿じゆの存在が、耳を押さえてあーあーと唸うなる様子はまるで子供である。

「まあこっちも、お前があっさり話に乗るなんて思っちゃいないさ。だから、ここは一勝負と行かないさね？」

「しょ、勝負ですか」

　エイクは思わず身構える。勝てるどころか、まともな勝負すら成立しないような相手だ。

　身体からだを硬かたくしたエイクを前に、メルツェーデスはがははと笑う。やはり、とても元姫ひめ君ぎみとはいえないような笑い方であった。

「おいおい、一方的な虐ぎやく殺さつはもうこっちも飽あきてるさね。というか、惚ほれた男を殺しちまうような勝負は挑いどまんさ。やるのはこいつだ」

　メルツェーデスは、手に持った空あき瓶びんを、ことんとテーブルの上に載のせた。

「飲み比べさね」




　場所は、大聖堂の中で。

　四方をステンドグラスで囲まれた祭さい壇だんの前で行いたいと言ったのは、他ほかならぬメルツェーデスであった。

「この街のステンドグラスの話は、以前に錬れん金きん術じゆつ師が言っていてね。まあちょっと見てみたくなったのさ」

　そんな風に言って、あっさり教会へと踏ふみ込むメルツェーデスだったのだ。エイクとて、十じゆう字じ架かによる破は魔まの効果を一いつ切さい期待しなかったわけではないのだが、どうやらこの吸きゆう血けつ鬼きには十字架のレリーフ程度では効果をなさないらしい。

　メルツェーデスは、酒場『メリーメリー』から十ものワイン樽だるを運び入れた。妙みよう齢れいの女性の肩に、まるで積木遊びのごとく樽が重なっていく光景は現実離ばなれも甚はなはだしかったうえに、メルツェーデスが飲み比べでこれほどの量を消費するつもりがあるとなるとエイクも眩暈めまいがする。元々、エイクは決して酒に強いほうではない。

　礼拝堂は、高い天てん井じようを持ち、正面に十字架の彫ちよう刻こくが。左右の壁かべや天井近くには、採光のためのステンドグラスがある。太陽の出る真昼には、ステンドグラスが陽光で輝かがやき、毒どく竜りゆうを打ち倒たおしたアザンレニュイの物語を鮮あざやかに演出するが──今は夜。

　その上、メルツェーデスの力による霧きりと雲で、守護竜の物語はその輝きを失っている。

　中央からステンドグラスを見回した時はまさに圧巻の一言で、はるか昔のおとぎ話の中に自分も入ったような気分になれる。エイクは一度しか経験がないが、他ほかではできない経験だった。

「まあ、吸血鬼と酒を飲んでいるのも、かなりおとぎ話ですよね……」

「なんか言ったさね？　お前の番だよ」

「気にしないでください。今飲みますから」

　エイクはメルツェーデスと、これまた酒場『メリーメリー』のテラスから拝借して来た椅い子すとテーブルを使って向かい合っている。礼拝堂で罰ばち当あたりなことをしているなと思いつつ、祭壇を背にしたメルツェーデスを見た。

　彼女の椅子は、礼拝堂の丁度真ん中。日中ならば陽光が差し込み、ステンドグラスの劇場が鑑かん賞しようできる位置だ。

　既すでに何杯ばいか飲んでいるエイクだったが、意を決してグラスに注つがれた濃こい赤の液体を喉のどに流し込む。空にすると、シルヴァがグラスを取り、倒たおした樽たるの注つぎ口ぐちから直接ワインを注ぐ。注いでいるのはメルツェーデスの指示だった。

「そこのシスターは飲まんのさね？」

「ええと、わたくしは、その」

　シルヴァが言い淀よどむ。エイクの知る限り、シルヴァがわずかでも酒を口にしたことはなかったように思える。

「ふん、下げ戸こかい。何人かかってきても構わんがね。私の飲める量も増える」

　まったく負けてくれる気はないらしい。

　シルヴァが注いでくれたワインは、メルツェーデスのグラスとは量が違ちがう。明らかにエイクを勝たせるための配はい慮りよだったが、ザルの女吸きゆう血けつ鬼きは気にする様子はない。

　それくらい丁度いいハンデだ、とでも思っているのかもしれない。事実、既に酒しゆ精せいによる異変はエイクの側がわに表れていた。

「なんだい。もう顔が青くなっているさね。まだ一ひと樽も空けてないってのに」

「樽単位で数えないでもらえますか……」

　赤ワインなら一ボトルでも厳しいエイクだ。

　ルールはシンプルである。シルヴァが順に、グラスにワインを注ぎ、それをメルツェーデスとエイクが交こう互ごに飲み干す。先に嘔おう吐としたり倒れたり、あるいはワインを飲み干せなかったほうの負け。実に簡潔で、そしてそれゆえに奇き策さくの通用しない飲み比べだ。

　メルツェーデスが勝てば、エイクは彼女のものとなり、吸血鬼にされる。

　エイクが勝てば、メルツェーデスは諦あきらめて去る。

　そういう取り決めであった。しかしエイクがグラス三杯目を飲み始めたあたりで、既に勝負はつき始めていた。

　メルツェーデスは余よ裕ゆうだ。『メリーメリー』のテラスであれだけ飲んでいたというのに、一向に酔よっ払ぱらう様子など見せない。そもそも死人が酔っ払うのだろうか。

　対してエイクは、あまり飲酒の習慣がない。聖職者である以上、過度な贅ぜい沢たくは禁止。浴びるほど飲むなど論外で、飲むにしてもワインやリキュールを少々、といった程度だ。これでは勝負は見えている。

　見通しが甘かった。

　拒きよ否ひ権はほぼない──飲み比べまで断れば殺される可能性もあったうえに、メルツェーデスが既にかなりの量を飲んでいると判断したために、勝負を受けたのだが。

　メルツェーデスはエイクがワインを飲み干してから、ほぼノータイムでグラスを空にしてしまう。エイクとしては休む暇いとまが与あたえられずに次々とアルコールを摂取しなくてはならない。メルツェーデスは手て振ぶりで、早く飲めと急せかしてくる。

「良い街だ」

　やっとのことでグラスに口をつけたエイクの前で、メルツェーデスはそんなことを言う。

「ステンドグラスを見てもわかる。私の時代にはこんな平和はなかったさね。私は、今から考えれば姫ひめなんて呼ばれる立場じゃなかったのかもしれない。せいぜい領主の娘むすめってとこか。しかも今にも戦争が起きそうな国だった。まさか敵じゃなく吸きゆう血けつ鬼きに殺されるたぁ思わなかったがね」

「その、メルツェーデスさん？　貴女あなたを襲おそった吸血鬼、というのは」

　気持ち悪さを堪こらえながら、エイクは聞いた。メルツェーデスの過去に興味があったし、彼女の話を聞くのはエイクにも有益だ。

　まだ、本当の彼女の思おも惑わくを量りかねている。それさえわかれば、解決できれば、こんな勝負もなしに、穏おん便びんに事態を収束させることができるかもしれない。

　酒が入れば口も軽くなるだろう。そういう意図もあって、飲み比べに応じたのだ。

「ああ……月のない、静かな夜だったさね。寝しん所じよに入って来たのは、青白くて不健康そうな男だった。初めは淫いん魔まの類たぐいかと思っちまったが……」

　メルツェーデスがちらりと、シルヴァを見た。今の彼女であれば、とっくにシルヴァの正体に気付いていたとしてもおかしくない。

「次の瞬しゆん間かんには心臓ぶち抜ぬかれて、全身の血を吸われてた。その時はなにがなんだかわからなかったが、不健康そうなのにやたら整ったその顔だけは、いやに印象に残っててねえ」

「まさかそれって……恋ですの？」

「ああ!?　ふざけるんじゃないさね、そんなわけあるかい。恨うらみ千せん万ばん、私をこんなにした元げん凶きようだ。力を制せい御ぎよできるようになってから、まず真っ先に探し出したよ。あの気味悪い顔をぶちのめして、身体からだを捻ひねって血を絞しぼり尽つくして殺したさね」

　心底思い出したくないとばかりに吐はき捨て、酒を飲み干すメルツェーデス。

　次はエイクの番だが、そろそろ限界が近い。シルヴァが注いでくれたワインは大した量ではないが、メルツェーデスは自分の分を休みなく飲み干すので飲み放しの状態なのだ。

「エイクよ、顔が青いさね」

「いえ。まだ」

　まだ夜や半はんも回っていない。ここでエイクが倒たおれるわけにはいかない。

　メルツェーデスの要求を吞のんで吸血鬼になると決めれば、この勝負はすぐに終わることだろう。しかしそれでは、聖職者としての自分を裏切ることになる。

　生いけ贄にえめいた自己犠ぎ牲せいで、誰だれが喜ぶ。シルヴァもジェシカも、泣くより先に怒おこるかもしれない。フォーグス神父にはいっそ軽けい蔑べつされるか。尊厳までもかなぐり捨てては、自己満足な死すら望めない。

　まだ諦あきらめてはならない。まだなにも聞いていない。

　本当のメルツェーデスの懺ざん悔げは、なにも。

「エイク様、ご無理は」

「大だい丈じよう夫ぶです。いけます」

　シルヴァは気き遣づかってくれるが、エイクは構わずにワインを飲み干した。

「どうしてそこまでする。聖職者なんざ面めん倒どうなだけじゃないさね。一度死んじまえば、吸きゆう血けつ鬼きになっちまえば、随ずい分ぶんと楽だ」

「そんな誘ゆう惑わくには乗りませんわ！　エイク様は……！」

「シスターは黙だまってな。私はエイクに聞いてるんだ」

　ガラス玉のような作り物ではない。鋭するどい本物の瞳ひとみが、シルヴァを射抜ぬいた。びくりと、シルヴァがその動きを止める。

「懺悔室も、私なんかにしてみればよくわからんさね。なんで自分から面倒を背負い込むんだい」

　ごくりと喉のどを鳴らして、メルツェーデスが自分のワインを飲み干した。再びエイクの手番だ。

　エイクは、考える。

　禁欲。修しゆ行ぎよう。

　わざわざ、なんの責任もない相手から相談を聞いて、奔ほん走そうして、身をすり減らして苦労する。

　無む償しようの行こう為い。皆みなに感謝されるなどといえば聞こえはいいが、実際の相談者たちは、神の説く道などに興味を示さず、好き勝手な相談と愚ぐ痴ちをこぼすというのが実状だ。

　懺悔室も含ふくめて、投げ出してしまえばどんなに楽か。

「やりたいように、好き放題にやれなんて言わないさ。だが、もっと楽な生き方あるんじゃないのかって言ってんだ」

「……そう、かもしれません」

　シルヴァが注ついでくれたのを見計らって、グラスを摑つかむ。ともすればまたグラスを置きそうになるが、必死でその誘ゆう惑わくに抗あらがった。

「でも、それ、生きていますか」

「なに？」

「メルツェーデスさんのように永く生きるなら、必要のないことなのかもしれません。でも、僕は、僕たちのような人間は、正しく生きることも追つい求きゆうしないといけないんですよ。僕たちの生は短いからこそ取り返しがつかなくて、だから僕らは、正しいことを求めたくて」

「なにが言いたいんさね？」

「すみません。お酒で、考えがまとまらなくて。でも」

　ワインを、一気に流し込んだ。休み休みでは嘔おう吐としてしまうと思った。

　膨ぼう満まんする胃の圧力を感じながら、エイクは必死で口元を押さえる。ここで諦あきらめるつもりはないという意思表示だった。

「僕は、正しく生きる道を自分で決めました」

　眉まゆをひそめて、メルツェーデスはただじっと、エイクの言葉を聞いていた。

　いわばこれは、意地だ。自分が一度決めたことを曲げたくないという子供のような意地だ。究極的には、神も吸きゆう血けつ鬼きも、救いも赦ゆるしも関係なく、エイク自身の意地なのかもしれない。

　そんなわがままを、けれどエイクは信しん仰こうと呼ぶのではないかと思っていた。

「懺ざん悔げ室も、自分で面めん倒どうを背負うのも、正しく生きることの一いつ環かんです」

　それに、とエイクは続ける。

「メルツェーデスさんを見てると……吸血鬼というのも、全然、楽だとは思えませんから」

「…………っ」

　皮肉を込めた。しかしエイクの紛まぎれもない本心であった。

　過去を語り、吸血鬼になれと誘さそうメルツェーデスだが、その表情に快楽はない。死にたいと言った吸血鬼にあるのは、後こう悔かいと懺悔ばかりで、一向に楽そうには思えなかった。

　エイクの言葉を聞いたメルツェーデスは、皮肉交じりの言葉に、しかしむしろ嬉うれしそうな笑えみを浮かべていた。連ねたエイクの言葉、そのどれかがメルツェーデスの琴きん線せんに触ふれたのは、どうやら間ま違ちがいないようだが──。

「言うじゃないさね」

　エイクは辛つらいなか、一いつ杯ぱいを飲み干したというのに。

　メルツェーデスはあっさりと、自分に注がれたワインを飲み干してみせる。平然とグラスを空にした吸血鬼は、赤い瞳ひとみに喜き悦えつを浮かべていた。

「なるほど？　私は、短い人間の生を、血を吸い尽つくすことで見てきたような気になってただけかもしれんさね。許しておくれよエイク。私は、お前を小さく見すぎてた。なるほど、こりゃ、人気が出るわけだ、懺悔室」

　まったく喜べないエイクだ。嘔おう吐と感を抑おさえるエイクは、わずかでも口を開けば吐はいてしまいそうになる。

「惚ほれちまったかもしれんよ」

「なっ────そんな、そんなの許しませんわよ！」

「なんでシスターが怒おこるんだい。関係ないさね」

「か、関係ありますわよ！　ただでさえジェシカさん相手に気が気でないのに、吸血鬼だなんて！」

「シルヴァさん。ちょっと、落ち着いてください。なんの話ですか」

「なんでもありませんわ！」

　話が見えないのだが、自分がおかしいのだろうか。

　吸血鬼に惚れたなどと言われても、まったく嬉しくないエイクだ。なにしろその恋心についてまわるのは、メルツェーデスの懺悔。エイクを吸血鬼に変え、その上でいつ終わるともしれない贖しよく罪ざいだ。

　シルヴァはどこか拗すねたような顔で、エイクにワインを注ついでくれる。もちろんその量はメルツェーデスへの分と比べてかなり少ないが、今のエイクにはこれを飲み干すのも一苦労だ。

「いいさ、エイク。これは恋の勝負でもある。吸きゆう血けつ鬼きになりたくなければ、飲み干しな」

　どうする。

　エイクは一いつ瞬しゆんだけ自問し、そして自じ嘲ちようする。どうするかなど決まっていた。メルツェーデスの真意をなにも聞いていないのに、ここでリタイアはできまい。

　内臓が、もう諦あきらめろと情けないことを告げてくる。

　無理だとわかっていても。

　エイクはグラスを手に取った。これを飲めば、もう限界の胃がすべて吐はき出すと思われた。でなければ酩めい酊てい状態で倒たおれるか。負けるとわかっている戦いは愚おろかだが、今は。

　今だけは、戦い続けなければ。




「その勝負、ちょっと待ったああああああぁぁ────────ッ！」




　声が。

　頭に響ひびくハスキーボイスに、思わずエイクは振ふり向いた。礼拝堂の入り口。席の並ぶ向こうに、いくつかの人ひと影かげがあった。

　その先せん陣じんを切っていたのは、今日何度も目にした真しん紅く。ただしメルツェーデスの髪かみとは違ちがい、どこか頼たのもしく感じた。そしてその両側がわに、緑のスカーフの娘むすめ、異国の花はな柄がら装しよう束ぞくの錬れん金きん術じゆつ師もいる。

　知った顔ばかりだ、と思った。

「死してなお動く不ふ浄じようの吸血鬼め！　このイザーナが剣けんに誓ちかって成敗してくれるぞ！　エイク神父、無事か！　血を吸われてはいないか！」

「まだ見習いです……！」

　辛つらい頭でそう答える。どうして彼女たちがここにいる。

　イザーナの脇わきにはジェシカまで。傍かたわらにはとことこと歩み出るサキの姿すら見受けられた。両手に腰こしを当て、ジェシカがびしっとその指を突つきつける。

「アンタだけに良いカッコさせないわよ、シルヴァ！　あたしが黙だまって引き下がると思ったら大間違いなんだから！」

「じぇ、ジェシカさん!?　まさか……イザーナさんを呼びに？」

「コイツなら、ちょっとは加勢になるでしょ。動く死体なら似たようなもんだろうし」

「私をアンデッドの類たぐいと一いつ緒しよにするなと言っておろうが！」

　いつの間に仲良くなったのか。というか、よくイザーナを見つけられたな、とエイクは思う。ジェント近辺にいるのは知っていたが。

「商店街の情報網もう舐なめないでよ。野宿してる女騎き士しの目もく撃げき情報、前からあったわよ。アンタ、河原で寝ねてたのはなんなの？」

「ユニコーンから逃にげていただけだ。野宿など慣れているしな。さて、メルツェーデスとかいったな！　いざ尋じん常じように勝負！」

　イザーナの心意気は勇ましいが、相手は吸きゆう血けつ鬼きである。

　エイクは彼女たちを追い返そうと思い、立ち上がる。が、その瞬しゆん間かんにぐらりと世界が揺ゆれた。既すでに限界近くまで飲んでいるために、もう身体からだが言うことを聞かない。

　倒たおれる。そう思った瞬間。

「エイク様」

　温かいクッションがあった、そんな風に思うのは罪だろうか。

　エイクの身体は、シルヴァに抱だき留められていた。そうでもしないとそのまま倒れ込むのだから当然だが、彼女の豊満な胸に意図せずとも触ふれているのはそれだけで重罪の気がする。

「一人でご無理することはございませんわ。お任せしましょう？」

　そう言うシルヴァに抵てい抗こうもできない。ぐらぐらする頭は今にも眠ねむってしまいそうだ。

「まったく。死者と飲み比べなどしたのはお主ぬしくらいであろうな、エイクよ」

「サキさん……どうして、飲み比べのことまで」

「改良したと言ったであろう」

　サキが取り出したのは、彼女手製による髑どく髏ろだった。エイクが、レニュイと通信するために持たされたものだ。てっきり二つで一組だとばかり思っていたのだが、もう一つ作っていたのか。

　内側がわからわずかに光り輝かがやいているところを見ると、どうやら作動中らしい。

「これはちと失敗作でな、こちらからの言葉は届かぬが、他ほかの髑髏からの声は聞き取ることができる。いわば受信専用じゃな──やれやれ、メルよ、こんなにワインを拝借しおってからに。どうするのじゃ、この樽たるの山」

　長パイプを咥くわえるサキは、ゾンビに出会った頃ころのごとくメルツェーデスに接する。対する女吸血鬼は、椅子にふんぞり返って偉えらそうな態度。

「たかが数年旅したくらいで保護者気取るんじゃないさね、錬れん金きん術じゆつ師。それにワイン代なら、古いコインを置いて来たからね。それでも不満なら、お得意の錬金術で水をワインにでも変えてみればいいさ」

「よかろう。必要となればな」

　不思議なやり取りをするメルツェーデスとサキだった。サキのほうはメルツェーデスを気にかけているはずだが、復活した吸血鬼はどのように思っているのか。

　一歩、イザーナが前に進み出て、メルツェーデスに剣けんを突つきつけた。エイクはその暴挙を止めようとするが、シルヴァに抱だき留められて動けない。というか気を抜ぬくと倒たおれてしまいそうだった。

　シルヴァの冷たい指先が、酒しゆ精せいで火ほ照てった身体からだに心地ここちいい。

「選手交代だ吸きゆう血けつ鬼き！　我々が相手になる」

「はん？」

　イザーナを始め、血の気の多いものが多すぎる。その血の気を吸われなければいいのだが。

「なんだい。私とやろうってのかい。太陽以外で私は殺せんさね。首なし妖よう精せいがいくら気き炎えんを上げたって無む駄ださ」

「おっと勘かん違ちがいするな。勝負は飲み比べで構わん。エイク神父には世話になっているゆえな、ここらで一つ恩返しといこうではないか！　パン屋、準備はいいな！」

「任せなさいよ」

　ふふん、と鼻を鳴らすジェシカだが、彼女は下げ戸こだ。ワイン一いつ杯ぱいで平静を失う彼女が、何故なぜ得意がっているのか。

　勝算があるのか、と一いつ瞬しゆん期待してしまったが、幼おさな馴な染じみの勘が告げていた。ジェシカはなんの根こん拠きよもなく偉ぶっているだけだと。

「ふん。ま、エイクがあんまり弱いんで歯ごたえなかったところさね。何人でもかかってきな。正直、まだまだ飲み足りないんでね。だがわかってるかい、お前たちが負けたらエイクは私が吸血鬼にして、もらってくよ」

「それは困るな」

　イザーナが、自分の顎あごに触ふれて、こきりと首を鳴らした。どうやら首を外したらしい。

「エイク神父がいないと、我が首を直してくれる者がいない」

「はっ……！　あちらこちらで人気者さね！　だが私は吸血鬼さ、他人のものこそ吸い取って、自分のものにしたくなる。お前らがそんなに大事にしていると、尚なお更さらエイクが欲しくなっちまうよ！」

「奪うばってみるがいい」

　真しん紅くの髪かみの吸血鬼に、真紅の鎧よろいの女騎き士しは一いつ切さい怖おじ気けづいてはいなかった。

「邪じや道どうを生きる吸血鬼が、聖職者に手を出そうとするなら、そのツケは安くはないぞ」

　遠回しな言い方だったが、エイクは朦もう朧ろうとした頭で、それをイザーナの感謝の言葉だと思うことにした。シルヴァが来る以前から付き合いがあり、ましてや義理堅がたいイザーナだ。随ずい分ぶん恩を感じてくれていたらしい。

　本当に、皆みな、優やさしい。

　特段の快楽は必要ない。楽をするつもりもない。

　正しく生きることを追求して、それで自己満足でもなく、自分の窮きゆう地ちに彼女たちのような助けがあるなら。

　そういう生き方は、十分素す晴ばらしいのではないかと思われた。




　ジェシカは下げ戸こである。ゆえに先せん鋒ぽうを務め、グラス一いつ杯ぱいであっさりと酔よった。酔うとエイクに抱だきつく奇き行こうに走るが、これは昔からである。イザーナも、あまりジェシカを当てにはしていなかったようだ。

　イザーナを連れて来てくれた時点で、彼女は功労者というべきなのかもしれないが、抱きつかれる側がわのエイクとしては困った顔をするしかない。

　では、本命のイザーナはどうなのか。

　デュラハンが特に酒好きであるという話は聞いたことがない。

　生き真ま面じ目めな女騎き士しイザーナだが、普ふ段だんの素行はどちらかといえばその真面目さによるドジが目立つ印象だ。本当に大だい丈じよう夫ぶなのか、と思われたが。

　秘策があった。

「ふふ、まだまだ飲めるぞ吸きゆう血けつ鬼き！　どうした怖おじ気けづいたか」

「やー……散々、人を殺してきた私が言うのもなんなんだがね、お前のそれは気持ち悪いね」

「よもや反則とは言うまいな！」

「やー、思いっきり反則だろうよ」

　メルツェーデスは呆あきれ半分にイザーナを見やる。

「あー……でもまあ、構わんさ。いや、むしろ好都合かね？　随ずい分ぶんな長期戦になってくれそうだし、酒も十分飲める」

「自分が負けるとは思わんのか？」

「当然さね」

　イザーナとメルツェーデスが、卓たくを挟はさんで互たがいにワインを飲んでいく。それは飲み比べなのだから当然である、が。

　注目すべきは、イザーナが自分の首を取り外していること。彼女の首の下には金かな盥だらいが用意してあり、イザーナの飲んだワインはすべて切断された首から流れ落ち、盥に溜たまっていくことである。正直、生なま首くびから絶えず鮮せん血けつが流れ続けているようで気分は良くない。

　一方の身体からだは生首を支え、ワイングラスを口元まで持っていく。身体のほうにワインが入っていないのだから、いくらでも飲めるに決まっていた。なにしろほぼ素す通どおりだ。

　これがイザーナの秘策。

　ワインを飲む端はしから首から出ていくのだから、飲み比べでは強いに決まっていた。

「最近、なんだか良いところを見せる機会が少なかった気がするのでな！　ここらで一つ挽ばん回かいだ。いつでもギブアップしていいのだぞ吸血鬼！」

「よく喋しやべる生首さね。ま、酒の相手には面おも白しろくていいがな」

　二人とも言葉を交かわしながら、しかしグラスを口に運ぶペースは一いつ切さい落ちていない。吸血鬼に妖よう精せいなのだから当然だが。おまけにどちらも血なまぐさい存在なので、さっきからワインが血に見えて仕方がなかった。

　そういえばデュラハンは、盥たらい一いつ杯ぱいの血を浴びせて人を驚おどろかす伝承があったな、と思い出す。

　対するメルツェーデスは、一いつ瞬しゆん悩なやむ様子を見せたが、すぐに笑えみを浮かべた。どう考えても反則技わざのはずだが、許可したのは何故なぜなのだろう。それほどエイクは弱かったということか。

「少しは回復したかのう、エイクよ」

「ええ、まあ。ただちょっと、気分が」

　多少は楽になったが、まだ嘔おう吐と感は消えない。眼前の光景が刺し激げき的すぎるせいもあるが。

「二人ともよう飲むのう。早めに潰つぶれたパン屋は正解かもしれぬな」

「そう……ですね。僕は見てるだけで吐はきそうですが」

　しかし今吐けば、エイクの腰こしに抱だきついて眠ねむってしまったジェシカも被ひ害がいを浴びるだろう。死ぬほど叱しかられることが予想できるので、エイクは我が慢まんするしかない。引きはがせばいいのだろうが、寝ねてるくせにがっちり拘こう束そくされてしまい動くに動けない。

「まあ……」

　などと思っていると、隣となりのシルヴァが声をあげた。メルツェーデスもイザーナも、酒を水のように飲むので、一々注ぐ必要がなくなったのだ。二人とも自分の好きに、樽たるからワインを注いでいる。

　気付けば、樽が一つ、ごろごろと転がっている。

　どうやら二人が、一ひと樽空けてしまったらしい。イザーナはもはやザルというか、生なま首くびの形をした管とでもいうべき状態なので、いくらでも飲めるのだろうが。

　酒場『メリーメリー』の経営が少し心配になった。もっともあの酒場の売りは麦酒とラム肉のステーキ、そしてメリッサの歌声なので、ワインがないくらいでは問題ないかもしれない。

「懺ざん悔げの相手にエイクを選んだという話だな。お姫ひめ様らしいが男を見る目はあるようじゃないか」

「いかにも経験なさそうな妖精に言われても嬉うれしくないさね」

「なっ、わ、私とて男性経験の百や二百！　随ずい分ぶんと交まじわったこともあるのだぞ！」

　交わったのはおそらく剣けんであろうと思われた。以前に処女がどうとか言ってた気もするので、イザーナは本当に恋愛に疎うといはずだ。

「復活してやりたかったことが懺悔か。もっとこの世の生を謳おう歌かしたらどうだ」

「ふん。勝手に蘇よみがえらせたんさね。知るもんかい。それに生を謳歌するのはもう飽あきた。どうせ、なにかを得たら虚むなしくなるように出来てるもんさ。永い生は、ただただ悲しくなるだけだったからね」

　言葉を交わしつつも、二人のワイングラスのやりとりは続いていた。

　言葉でも剣でもなく、グラスの戦いであった。メルツェーデスのほうは顔色は変わらないし、イザーナは生首状態なのでまともな戦いではない。二人の会話を聞きながらエイクはずっと考えていた。

　この勝負。

　勝敗はさほど重要ではない。どうせ二人は、まだまだ飲み続ける。エイクがずっと気になっているのは、メルツェーデスの真意だ。懺ざん悔げをしたいという彼女の言葉が本当には思えない。

　それに、と思う。

　メルツェーデスは、この勝負自体を楽しんでいるようなフシさえある。決着をつけるより、酒を飲みたい、もっと勝負したいという気持ちを感じる。理由はわからないままだが。

「あの、エイク様……」

「はい、なんでしょうか？」

「わたくし、ちょっと、気になっていることがあるのですけれど」

　なぜかシルヴァが小声だ。

「探したのですけれど、どこにもなかったのですわ」

　なにがないのか。ちらちらとシルヴァはメルツェーデスのほうを見る。吸きゆう血けつ鬼きに聞かれたくないから小声なのだと気付いた。

「ガラス玉ですわ」

　ガラス玉。ゾンビだったメルツェーデスに、シルヴァが市場で買い与あたえたものだった。

　空っぽの眼がん窩かにはめただけのものだったが、結果としてはよく似合っていたように思う。奇くしくも、復活したメルツェーデスの瞳ひとみも、赤い。

「ヘルミーネさんにも探してもらいましたので、教会にないことは確かだと思うのですけれど」

「そうですか……ありがとうございます、シスター・シルヴァ」

「はい？　ええと、わたくし、なにかしました？」

「メルさんがなにを考えているか、ヒントになる気がします」

　顔を赤くして照れているシルヴァ。エイクは、自分の中の酒が早く追い出されることを祈いのる。

　ガラス玉がなくなっていた。何故なぜ？　勝手に消しよう滅めつするようなものでもあるまい。メルツェーデスに関することで、なにかがつながりそうな気がしたが、それがどういうことなのか、まだわからない。

　もう少しのヒントと、そして考えを深める時間が欲しい。

　そう思った、次の瞬しゆん間かんだった。

「む……ぐう!?」

「っ!?　イザーナさん!?」

　がだんと、イザーナの首が落ちた。

　鎧よろいを着たイザーナの身体からだがその力を失ったのだ。当然、支えてくれる身体のない生なま首くびは、ワイン一いつ杯ぱいの盥たらいの中に沈しずむ。がぼがぼと溺おぼれるような声がした。

　エイクが思わず立ち上がる。限界が訪おとずれたのはイザーナのほうだったらしい。とっくに眠ねむってしまったジェシカと同じように、イザーナにも酔よいが回ったのだ。エイクの予想よりも、かなり早い。

　慌あわててエイクは、落ちたイザーナの首を拾い上げる。目の焦しよう点てんが合っていなかった。ワインばかりの盥たらいに突つっ込んでいたせいで、長い黒くろ髪かみが酒に濡ぬれている。

「む……無念……！」

「イザーナさん、大だい丈じよう夫ぶですか」

「あの吸きゆう血けつ鬼き、ザルというかワクだろう……！」

「酒を素す通どおりさせていた妖よう精せいにだけは言われたくないさね」

　メルツェーデスに、一いつ切さいの酔いなど感じられない。

　立ち上がり、舞ぶ台たい衣い装しようの外がい套とうを翻ひるがえして、彼女は笑った。笑うと鋭するどい犬歯が剝むき出だしになる。八や重え歯ばといえば可愛かわいらしいかもしれないが、その牙きばは何百人もの命を奪うばった牙のはずだ。

「さあ、せっかくの助すけっ人ともこのザマだ！　次は錬れん金きん術じゆつ師かい！　その小さな身体からだに酒が入るたぁ思えんがね」

「我われは遠えん慮りよしておこうかのう。お主ぬしの言う通り、この身体は飲み比べには不向きじゃ」

「ならば私の勝ちさね！」

　それこそ舞台での役者のように、メルツェーデスは声を張る。哀あわれな死者ではなく、恐きよう怖ふの対象として見ろと、その衣装と態度で主張しているようにも見えた。

　あるいは、昔から、こういう態度だったのだろうか。

「私には及およばないさね。まあ、最後のゲームにしては随ずい分ぶん楽しかった」

「く……」

「それとももう一度やるかい、エイク。余よ裕ゆうがあるようには見えないんだがね」

　メルツェーデスの言う通りだ。エイクはもう一度、飲み比べをするような体調ではない。あと一、二杯はいも飲めばすぐ吐はいてしまうと思われた。

「吸血鬼めが……！」

「口ばっかじゃないさね、首なし妖よう精せい」

　大体、イザーナは威い勢せいは良いがドジも多いので、肝かん心じんなところで頼たよりにならない女性である。本人の前では絶対に言えないことだったが。

「すまない、エイク神父」

「いえ。無理をしてはいけませんから……あとは」

　ここにいる者で、酒を飲んでいないのは。

「やるかい。シスター。下げ戸このようだがね」

　シルヴァが、静かに立ち上がっていた。

　彼女に頼るしかないのだろうか。普ふ段だんの様子から見ても、とても酒に強いようには見えないのだが。

「あの、メルさん」

「メルツェーデスだ」

「いいえ。申し訳ありませんが、メルさん、わたくしにとってはメルさんのままです。そう呼ばせていただきますわ」

「勝手にしな」

　メルツェーデスが吐はき捨てる。シルヴァは静かに、メルツェーデスの座るテーブルへと座ざした。どうやら飲み比べこんなことに参加するらしい。

　シルヴァが微笑ほほえむ。そのまま。

「わたくし……」

　躊躇ためらわずにグラスを手に取って、一息に飲み干した。ぷは、と可愛かわいらしい息が漏もれる。

「飲めないだなんて、一言も言ってませんわよ？」

「──ほう」

　意外な告白に、メルツェーデスはにやりと笑った。エイクは目を見張る。飲めるどころか、むしろ酒に強いといわんばかりだった。

　そういえばシルヴァは、教会に来たばかりの頃ころ、蜂はち蜜みつ酒しゆや毒どく蛇へびを漬つけた酒を作ったことがあったと、今いま更さらエイクは気付いた。酒が嫌きらいな人間がそんなことをするとは思えない。

「なるほどなるほど、かなり自信があるようじゃないさね。それなら、なんで黙だまってた？　さっさと名乗りをあげればいいものを」

「え……ええと、それ……なのですけれど」

　途と端たんに顔を赤くするシルヴァだった。こちらをちらちらと見てくる。なんとなく、次に出てくる言葉が予想できるエイクだった。

「わたくし、酔ようと……脱ぬいでしまいますので」

　修道女らしからぬ発言に、シルヴァ自身が顔を覆おおって恥はじらった。

　メルツェーデスは大声で笑いだし、エイクはやはりといった表情でため息をつく。そんな理由で勝負を避さけていたのか。なるほど、淫いん魔まらしいといえば淫魔らしい。

「今に始まったことではないだろう」

「ひ、酷ひどいですわぁ！」

　ワインまみれの生なま首くびが、呆あきれた様子で言った言葉。

　シルヴァには悪いが、エイクの心しん中ちゆうをも代弁していた。




　なるほど、とエイクは思う。

　シルヴァが参加して再開された飲み比べは、壮そう絶ぜつなものだった。

　シルヴァはワインを喉のどへと流し込み、ほどなく修道服を脱ぎ捨てた。顔はかなり上気しているが、グラスに触ふれる手に乱れはない。脱ぬいだところでその下は淫いん魔まの衣服だ。初対面の時はかなり目に毒だったその衣い装しようも、最近はシルヴァ本人、また彼女の姉二人と接することが増えたせいで、エイクも少しだけ慣れてきた。

「あははは！　この女、つまんないシスターかと思ったらなかなか面おも白しろいじゃないさね！」

　そしてメルツェーデスも、シルヴァと飲み始めると、見るからに機き嫌げんが良くなっていった。

　舞ぶ台たい役者用の外がい套とうがふよふよと浮き上がり、まるで翼つばさのように左右に広がる。青白い肌はだはかなり赤みが差している。今までも、愉ゆ快かいそうに声をあげて笑っていたメルツェーデスだったが、相手がシルヴァになったことでタガが外れたようだった。

「酔よい始めたのう」

　唯ゆい一いつ正気のサキが呟つぶやく。ジェシカはまだ寝ねているし、イザーナの生なま首くびも、相当無理をしたのか、身体からだから外れたままで眠ねむってしまった。

「随分と機嫌がいいようじゃな。やれやれ、素す直なおなメルはどこに行ったのやら」

「やはり復活すると、性格は変わるのですか」

「多少は変わる……はずじゃが、あくまで多少じゃろうな。なにしろ脳は一いつ緒しよじゃ。ゾンビというのは、思考力を制限することで命令に従順にさせ、労働力と化す呪じゆ術じゆつじゃと我われは分ぶん析せきする。根本の性格までは変わらぬはずじゃが」

「根本の性格は……変わらない……」

　今の、宴えん会かい好きで粗そ野やなメルツェーデス。ゾンビの頃ころの、素直で大人しいが、すこしとぼけていたメル。性格は変わらないというなら、ではこの差はなんだ？

　懺ざん悔げをしたいなどというのは、メルツェーデスの虚きよ言げんだとしたら。

　本当に彼女が望むものはなんなのか。それをずっと考えていた。

「まさか……」

　自分はもしかして、難しく考えすぎていたのか。

　メルツェーデスは、自分になにか要求をしているのだと思っていた。相談に乗って、助けてほしいと願っているのだと思っていたのだが。

　それはエイクの勘かん違ちがいで。

　断片のような、快楽主義のメルツェーデスの言葉が、途と端たんに意味を持ったような気がした。

「大体、どこが良いんさね。エイクの」

「そうですわねぇ──やっぱり優やさしくて、立派で、夢に向かって一直線のところかしら」

「なんだいつまらん答えだ。本音を言え、本音を」

「ええぇ、本音ですわよう……でも、ええ。あと、馬乗りになると顔を真っ赤にして慌あわてる様子が可愛かわいいんですのよ。もっといじめたくなりますわぁ」

「あっはははは！　さすが淫魔じゃないかい！」

「今は修道女ですわよう！」

　二人して、雑談を楽しんでいる。飲み比べなどという勝負の雰ふん囲い気きはそこにはなく、やはり本質的には仲が良いらしい。ゾンビの時のメルも、随ずい分ぶんとシルヴァには懐なついていた気がする。というか、人をダシにして楽しむのはやめてほしかった。

　エイクは、自分の推すい論ろんを思う。

　確証のないことだ。

　しかしエイクの推論が正しいとしたら、今、腹を抱かかえて笑っているメルツェーデスへ声をかけるのは躊躇ためらわれる。本当のことを言えば、このどこか刹せつ那な的な吸きゆう血けつ鬼きを傷つけるどころか、彼女の望んだことを台無しにしてしまうかも──。

「なにか気付いたか、エイク」

　サキが、長パイプを咥くわえた口から煙けむりを吐はき出した。何故なぜわかるのだろう。自分はそんなにわかりやすい表情をしているのだろうか。

「なにも言わずとも目でわかる。我が故郷には、そんな意味の慣用句があってのう」

「そ、そういうものですか」

「が、言わねばわからぬこともある。わかりやすいお主ぬしのような人間ばかりでもあるまい」

　サキはまたも煙草たばこかなにかを吸っているようだった。ふう、と煙を吐き出す。

「我われにもわかるよう、言ってはくれぬか。メルがなにを考えているのか。あるいはそれは、やめさせたほうがいいようなことではないのか」

　サキも同じ結論に達しているのだろうか。

　だとすればやはり、エイクが言わなければならないのかもしれない。

　シルヴァを見れば、もう完全に出来上がっている。テーブルの上に座るなどという行ぎよう儀ぎの悪い真似まねをしていた。ポーズが一々艶なまめかしい。翼つばさがぱたぱたはためいているところから見ても、酒のせいでかなり酔よっているようだ。

　一方のメルツェーデスも、笑い転げながらワインを飲み続けていた。あれだけ飲んでいても平然としていた彼女が、今は間ま違ちがいのない酔よっ払ぱらいだ。

　あるいは楽しそうなのは、酒のせいではないのかもしれない。

「メルツェーデスさん。少しよろしいですか」

「あん？」

「あ～、エイクしゃまら～」

　意を決してテーブルに近づけば、すでにシルヴァも呂ろ律れつが回っていなかった。シルヴァは、酒に弱くはないが酒さけ癖ぐせに問題のあるタイプなのかもしれない。一方、手を叩たたいて笑い転げているメルツェーデスは、楽しそうではあっても、シルヴァのように酔ってはいないようだったが。

「エイクしゃまぁ、わたくしぃ、いいしょーぶしてますのよぉ……」

「そうですね。でも、そろそろ本題に入る時間かと思います……夜が明ける前に」

　メルツェーデスの赤い瞳ひとみが、楽しそうなそれから一転、真しん剣けんなものへと変わった。宴えん会かいのような楽しさから、国を滅ほろぼした吸きゆう血けつ鬼きの顔になるのは一いつ瞬しゆんだ。やはり、メルツェーデスの喜び方は、一種のポーズだったのだとエイクは確信する。

「本題ってのは？」

「なんで飲み比べをしているか、ということです」

「訳のわからんことを……言ったじゃないさね、お前に吸血鬼になってほしい。私の懺ざん悔げを聞いてもらいたい。それだけのことさ」

「その理り屈くつが矛む盾じゆんしていることは既すでに指し摘てきしました。吸血鬼になった僕は、懺悔を聞くに相応ふさわしい立場ではありません。それでは僕に固こ執しつする理由がありませんね？」

「言っただろう。惚ほれたんだよ」

「それは、飲み比べをしてから言い出したことです。はっきり言えば、後付けの理由にすぎない」

　エイクは断じた。メルツェーデスの顔が不快そうに歪ゆがむ。

　テーブルの上のシルヴァは、動物のような四よつん這ばいの姿勢で、交こう互ごにエイクとメルツェーデスを見た。顔は上気して赤く、状じよう況きようが状況なら扇せん情じよう的にも見えた。

「ええっとぉ、エイクしゃま、じゃあ飲み比べしてる意味ってぇ？」

　ふにゃふにゃとした口調。とろんとした瞳ひとみのシルヴァだが、エイクの言葉はしっかり聞いていたようだ。見た目はともかく、頭にまで酔よいが回っているわけではないのか。

「それがわからなかったんです。ずっと考えていました。なんで彼女はこんなことをしているのか、と。今も確証はありませんけれど」

「ふん、聞いてみようじゃないかい。どんなくだらない話でも、酒の肴さかなくらいにはなりそうさね」

　言いながらワインをあおるメルツェーデス。本当に水のように、いや、水だとしても辛つらそうなほどの量を、どこに流し込んでいるのだろうか。

「いくつか、メルツェーデスさんの発言と行動にヒントはありました」

「……あぁん？」

「救いが欲しい。この街からは遠からず去る。悠ゆう長ちようにしていたくない。高くは飛べない。死にたい」

　エイクは、メルツェーデスの言葉を並べ立てていく。これだけではもちろん意味はつながらない。

「僕らと会った時、メルツェーデスさんは既すでにワインを飲んでいました。お酒が好きだというのも噓うそではないのでしょうけれど……あるいは、最初から飲み比べをするつもりだったのではありませんか？」

「…………」

「そして教会です」

　この場所を指定したのは、まさにメルツェーデス自身だ。

　そして今、彼女が座っているのは、礼拝堂の中央。

　四方の天てん井じように配されたステンドグラスが、最も美しく見える位置。逆に言うならば、色硝子ガラスを通した太陽光を浴びる位置であるともいえる。

「飲み比べの意味は、時間稼かせぎ──太陽を一身に受けるその場所で、自ら死ぬつもりだったんですね、メルツェーデスさん」

　重い沈ちん黙もくが下りた。

　空気は固く、誰だれも言葉を発しない。メルツェーデスは表情をなくしたまま、赤い瞳ひとみでじっとエイクを見つめていた。

「待て。しばし待て」

　沈黙を破ったのは、サキだった。

「それはおかしいじゃろう。街を覆おおう雲と霧きりがある。これはメルの意志ではどうにもならんということじゃろう。それとも、それもまた噓じゃったのか？」

「いえ、それは多分、本当だと思います」

「なに？」

　エイクは、髑どく髏ろを取り出した。サキが作った、遠方の人間とも話ができる髑髏。サキも新たに作った髑髏で話を聞いていたようだが、本来は街の上空にいるはずのレニュイとの連れん絡らくを取るために持って来たものだ。

「メルツェーデスさんは、レニュイの存在にも気付いていましたね」

「そこまで……バレてたかい」

「ええ。貴女あなたは、僕が街を訪おとずれた時から今まで、一度もアザンレニュイのことを口にしませんでした。考えてみるとこれはおかしい。貴女のほうが強いのかもしれませんが、それでも竜りゆうがまったく脅きよう威いにならないということはないはずです。多分、初めから、どこにいるか知っていたんです。だからわざわざ言わなかった」

　たとえば、異い端たん審しん問もん官アガタの身体からだを乗っ取ったインプ。あるいはキル・エのようなユニコーン。

　レニュイが教会に居ついてから、レニュイの強大な力を恐おそれなかったものはいなかったように思う。もちろんメルツェーデスのほうが格上なのかもしれないが、それでも竜の存在を一いつ切さい気にしないということはありえない。どこにいるのか、一言くらい確かく認にんしてもよさそうなものだ。

　それをしなかったのは。

「ど、どういうことじゃ」

「レニュイは約束を破ったんです。多分、僕が街に辿たどり着く前に、一足先に街へ来た。僕はレニュイがどこにいるか、霧と雲で見えませんからね。街を守る義務感の強い守護竜は、約束を反ほ故ごにして、一人で吸きゆう血けつ鬼きへと立ち向かおうとした」

　この辺りは、エイクのまったくの推すい測そくだった。確かな証しよう拠こがあるわけではない。

　しかしメルツェーデスも、そして髑どく髏ろを介かいして言葉を聞いているはずのレニュイも、一言も反論をしない。

「しかし、わざわざ戦うまでもなかった。メルツェーデスさんは既すでに死にたがっていましたから、レニュイは彼女の案に乗っかることにしたんでしょう」

「案？　案とは？」

「夜明けを待つ策です。飲み比べなどというのはただの余興。本当は彼女の時間潰つぶしに付き合わされていただけ。朝になれば、打ち合わせに従い、レニュイが雲を払はらう。念願の、メルツェーデスの自殺。太陽の浄じよう化かによる消しよう滅めつです」

　エイクが思い出していたのは、以前見せたアザンレニュイの力の一いつ端たんだ。

　火を噴ふき、空を飛ぶ火か竜りゆう。彼女ならばその翼つばさをはためかせ、咆ほう哮こうをあげることでジェントの上空に渦うず巻まきく雲を散らすこともできるはずだ。宝石などなくても。

「ふん。半分だ。半分、正解」

　メルツェーデスは、嘲あざ笑わらって言う。

「ただの憶おく測そくにしちゃ頑がん張ばったほうさね。だがこの身体からだ、消し炭になるのならお前らにとっても良いだろう？　人の身で、竜や吸血鬼のやることに口出すんじゃないよ」

「待ってください。まだ話は終わって……」

「おや続きがあるのかい。じゃあ残り半分も聞かせてもらおう……と言いたいところだが」

　吸血鬼の姫ひめは、見上げる。

　そこにあるのは、火を吐はくレニュイが描かかれたステンドグラスだ。火は浄化の意味を持つとされる。空に浮かぶ、始原の光でもある太陽ならば、その火による光はどれほどの浄化の力を持つことか。

「残念。時間切れさね」




　アザンレニュイ、と名を呼ばれた。

　守護竜アザンレニュイは、空にいた。

　大聖堂の屋根の上に浮かんでいた。髑髏によって、エイクたちの会話は聞いていた。

「まったく……」

　エイクの推すい測そくは正解だ。責任感の強く気ままな自分は、吸血鬼の撃げき退たいをエイクに任せる気にはどうしてもなれなかったのだ。それくらいなら、たとえ宝石などなくても、自分一人でやろうと思っていた。それが、どうだ。

　相あい対たいしたメルツェーデスが望んだのは、火竜との戦いではなく、自分でもどうにもならない雲を払はらうことだった。

「せっかく世紀の大バトルでもして、またステンドグラスにでもしてもらおうと思ったのにさぁ……竜りゆうが、吸きゆう血けつ鬼きの頼たのみを聞くなんてね」

　髑どく髏ろの向こうから、エイクの叫さけびが聞こえる。やめろ、と言っているようだ。

　ここでやめるということは、エイクはメルツェーデスの意図に気付いたのだろう。飲み比べも、ただ朝を待つだけなら必然性のないことだ。ちゃんと理由があるのだから。

「悪いねえ、妾わらわは、街を守るんだ。守護竜なんて言われちゃってるしぃ」

　雲を払はらうため、レニュイは一晩中、ここで空気を取り込み続けていた。

　強きよう靭じんな肺が、ゆっくりと溜ため込んだ大気を圧縮する。火を吐はくほど耐たい熱ねつにすぐれたレニュイの体内は、同時に空気を溜ため込むこともできる。あとは圧縮された空気を、空に放つだけだ。

　竜の咆ほう哮こう。

　すべて薙なぎ払う、ドラゴンブレス。

「ぎゃおおおおおおおおおおおおおおお──────────………………………ん！」

　生物を超ちよう越えつする咆哮を、レニュイは遠とお吠ぼえのごとく天に響ひびかせた。

　長い尾おで空中での姿勢を維い持じし、反動を殺す。四し肢しがびりびりと圧縮空気を受けて震ふるえるが、真下のジェントには被ひ害がいはない。大きく、丸めるように広げた竜の翼つばさが、大気の震えを相殺するように羽ばたき、圧あつ倒とう的な破は壊かいの風を打ち消している。

　圧縮された空気の砲ほう弾だんは、指向性を持って天の雲を打ち払う。

　ジェントから雲が晴れ、太陽の光がレニュイを照らした。

「お仕事かんりょー……！」

　レニュイは空で、もう一度ぎゃおんと鳴いた。

　わずかな時間でも協力した、しかし決して馴なれ合うつもりもない、吸血鬼への惜せき別べつだった。




　陽光は、霧きりを突つき抜ぬけ、ステンドグラスを通る。

　メルツェーデスのいた礼拝堂の中心は、すべてのステンドグラスを鑑かん賞しようできる最高の位置。逆に言うならばそれは、太陽の光が集まる場所。

　すべて計算済み。飲み比べによるバカ騒さわぎは、このための布ふ石せきだ。

　メルツェーデスは、悲鳴を上げた。

　肉を焼く匂においを感じていた。復活したばかりの吸血鬼の肉体が、太陽の光で次々と焼かれていく。痛みはない。ただただ、熱い。

　これが浄じよう化かで、自分のやってきたことに対する罰ばつだというのなら、まだ足りないくらいだ。

　散々に人を殺してきた吸血鬼は、しかしこれでようやく消えることができるだろう。赦ゆるしも懺ざん悔げもなかったが、せめて太陽の光で死ねるというのなら、それは救済になりえるのだろうか。

　生前は随ずい分ぶんと信心深かったことを、末まつ期ごの今、思い出した。

　身体からだが焼けていくのがわかる。太陽光が薄うすいのは、霧やステンドグラスを通過しているからだ、と思った。弱い光はまだらにメルツェーデスの身体からだを焼いて、炭に変えていく。炎えん天てん下かの強い光なら一いつ瞬しゆんで灰になる身体は、ゆっくりと死んでいく。

　なにがゆっくりと死ぬだ。

　もうとっくに死に続けているのに、と思った。

「吐はき気けがするさね……！」

　死ぬにしても、消えるにしても未練はない。未練が残るような生ではなかった。

　最後に随ずい分ぶんと楽しい一夜を過ごせたのだから、それでいい。

「……大だい丈じよう夫ぶですか」

　それなのに。

　気付けばいつの間にか、上着が掛かけられていた。衣服がメルツェーデスを太陽から隠かくす。衣服などなかったはずだと思い、メルツェーデスはその布を見た。修道服だ。

「はっ」

　酒を飲むと脱ぬぎたがる、淫いん魔まの着ていたものだろう。ご丁てい寧ねいにフード付きの服は、メルツェーデスを完全に太陽から守った。

「なんの真似まねだい。敵を助けるのか」

「僕は、メルさんを敵だなんて思ってはいませんよ」

「今にも襲おそうかもしれんさね」

「無理だと思います」

　エイクに言われ、メルツェーデスははっと自分を見た。ところどころ虫食いのごとく炭化した自分の身体。太陽に焼かれた吸きゆう血けつ鬼きの身体。

　慌あわてて服を振ふり払はらおうとするが、それもできない。それほどまでに弱っていたのか。

「話の、残りの半分です」

「……あ？」

　フードを頭から被かぶせられ、エイクの姿は見えない。顔を上げようとしても、太陽光から守るために強く押さえつけられている。こんな細ほそ腕うで一つ振り払えない。

「メルさんは、随分楽しそうでしたね」

「なんの話さ」

　声が上うわずった。きっと身体が焼かれて熱いせいだ。そう思った。

　メルと呼ぶな、とは言えなかった。いつの間にか、そちらの呼び名のほうが心地ここちよく感じていた。あのぼんやりした淫魔のせいか。

「朝まで待つだけなら、飲み比べなどする必要もない。大聖堂である必要もない。ただレニュイと朝まで過ごせばいい。僕たちのことなんて適当にあしらってしまえばいい。違ちがいますか？　勝負だという理由までこじつけて、飲み比べをした理由は？」

「酒が飲みたかっただけさ」

「だったら一人でもいいはずです──そうですね、メルさんは、一人が嫌いやだっただけです」

　メルツェーデスは思う。

　吸きゆう血けつ鬼きになってから、会う人間は殺し、寄って来るのは不死者ばかり。そういえば随ずい分ぶん、生きている人間に出会ってなかった。生者と行動を共にし始めたのは、自分がゾンビという死者になってからだ。なんという皮肉だ。

「最後に、皆みなで楽しく、酒を飲んで騒さわぎたかった。一人が嫌だった。ただそれだけのことではありませんか」

「なにを根こん拠きよに……！」

　不意に。

　後ろから抱だきすくめられる感かん触しよくがあった。フードの上から頭を押さえつけられているので、後ろを見ることもできない。

　だが、この無む駄だに豊かな肉の感触は、シルヴァだとすぐにわかった。

「メルさん」

　しつこいくらい、その名で呼ぶ女だ、と思った。いつまでもゾンビ扱あつかいか。酔よった声はそのままだったが、帯びた真しん剣けんさが大きく違ちがう。

「ガラス玉が、どこを探しても見つかりませんのよ……ご存じなぁい？」

「知らんさ」

「噓うそつき！」

　抱きしめる力が強くなる。そんなにすると腕うでどころか、背骨までがしりといきそうだ。太陽光で脆もろくなった身体からだはシルヴァ程度の力でも壊こわされる。骨の軋きしむ痛みでぎゃあ、と変な声が出た。

「教会にないのならメルさんが持って行ったとしか思えませんわ！　そんなにわたくしがあげたもの、大事にしていたくせに！」

　無理に抱きつかれたせいで、服の下に隠かくしていたガラス玉がころんと落ちた。エイクがそれを拾い上げる気配がある。

「一人が寂さびしいというなら、いつでもこうしてあげますわよ！」

「苦しい苦しい……やめんかい」

「やぁ、ですわ！」

　酔よっ払ぱらいは随分とタチが悪い。

　エイクの言う通りだ。飲み比べなんてただの口実。くだらない自分の人生で、精々最後は賑にぎやかに。阿あ呆ほうみたいなバカ騒ぎでもできればいいと思っただけだ。見習い神父に首なし妖よう精せい、淫いん魔まに錬れん金きん術じゆつ師に、あとすぐに潰つぶれたパン屋。

　一夜の宴うたげは、しかしすぐに消えた。メルツェーデスの人生は不必要なくらいに長かったというのに、今日の夜だけはあっという間だった。
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「そんなに大泣きするくらいなら、教会のほうが賑にぎやかですよ」

　知っている。あれだけ騒さわがしい場所なのだ。ゾンビのままでも楽しく眺ながめていられたのだ。

「……泣いてない」

「そうでしょうか」

「泣いていないさね！」

　自分の今流している涙なみだは、フードのせいで誰だれにも見られていない。そう思いたかったのに、優やさしくない神父は遠えん慮りよなく指し摘てきしてくる。ぎゃあぎゃあうるさい背中の淫いん魔まを引きはがしてほしい。

「一いつ緒しよに色んなことしましたわ！　寂さびしいっていうならこれからもしてあげますわよ！　だから死ぬなんて言わないでくださいな！」

「ええ……僕も同じ意見です。なにも今すぐ死ぬことは」

「うるさい！」

　自由にならない身体からだを引きずって、ここまで来た。

　これはチャンスなのだ。火か竜りゆうが協力してくれる機会などそうないだろう。雲を簡単に打ち払はらえる生物がこの世にどれほど存在する？　この時を失えば、自分の浄じよう化かはできなくなる。

「お前らになにがわかるんだ！　散々やっちゃいけないことやってきたんだ！　それを今いま更さら、今更どうやって償つぐなえと……私が、私が赦ゆるされるには、死ぬ以外に一体、どうしたら」

「自分で言ったじゃないですか、メルさん。懺ざん悔げすればいいんです。僕が聞きますよ」

　お前ごときの寿じゆ命みようで、どうやって聞き届ける。

「一生かけて聞いても、赦ゆるされるわけないだろうが！」

「じゃあ一いつ緒しよにわたくしも聞きますわ！　これで、二人分ですわよ！　二倍早いですわ！」

「っ」

　ふざけるな酔よっ払ぱらい、と言いたかったのに。

　そんな安い言葉に少し納なつ得とくしてしまったのが悔くやしかった。確かに理り屈くつは合ってる、のかもしれないが。

「わたくしだけで足りないなら、イザーナさんも、ヘルミーネさんもジェシカさんも！　サキさんも神父様もいらっしゃいますわ！　これで、え、ええと、何人分？」

「く、ふふ」

　とぼけた淫いん魔まに笑いだしてしまう。

　言葉を尽つくして説得されて、そんな説得に思わず耳を貸してしまっても。でもダメだ。もう手て遅おくれだ。

「お前たちの能天気さは確かに心地ここちいいが……でももうダメだ。太陽光で受けた身体からだは再生しやしないさ。この身体じゃ、どうせ遠くないうちに滅ほろびる。ゾンビにでもなりゃ話は別だろうが……」

「呼んだかのう」

　今度は、サキか。

　別に呼んでいない、消えろというのは簡単だった。

「望むなら、ゾンビにしても構わんぞ」

　いつまでも保護者気取りか。

　だが実際に保護者だったのも事実だ。ゾンビとなった自分は、あるいは死ぬよりも更さらに中ちゆう途と半はん端ぱな状態で放置されていたかもしれない。別にそれでも構わなかったが、サキは自分を随ずい分ぶんとこき使ってくれた。

　それは死んだ自分が、わずかに生きていた瞬しゆん間かんだったかもしれない。

「せっかく生き返らせたのに、消えるなどと寂さびしいことを言うな、メルよ」

　いいのか。

　そんな、自分にばかり都合のいいことがあるのか。どいつもこいつも優やさしすぎる。お前だって、本当は成り行きで同行しただけだろう。なんでそんなに、偶ぐう然ぜん会っただけのゾンビになにかと世話を焼くんだ。

「サキさんもこう言っています……もう少しだけ、生きてみる気はありませんか。ゾンビでもいいと、そう仰おつしやるなら」

「……長いさね。私の懺悔は」

「みんなで聞きます。そうすれば、一人ではないでしょう？」

　ゾンビになった自分の意識は、どうなるだろうか。また泥どろのような中に沈しずんで、戻もどらないのだろうか。

　今この瞬しゆん間かんを忘れてもいい。

　長い時の中で、また見えるものがあるかもしれない。

　この男は、いや、あの教会は、どうも自分のような化け物にも懐ふところが広すぎる。そんな優やさしさ、不要だろうに。

　泣いているのに、笑えみがこぼれた。

「ガラス玉……」

　嗚お咽えつのような声は、自分のものに思えなかった。小さくて儚はかない声は、まるで姫ひめ君ぎみだった頃ころの自分の声だ。

「また、ガラス玉、頂ちよう戴だい。一人じゃないって言われてるみたいだから」

「一人じゃないですよ。みんないるじゃないですか」

　メルツェーデスは、エイクの言葉に笑いそうな泣きそうな、不思議な気分になる。

　上着で遮さえぎっているのは太陽光ではない。

　今の自分の情けない顔、古き姫君として、絶対に惚ほれた男には見せられないと思った。

　こんな顔で死ぬくらいなら、ゾンビでいいから生きてやる、と思った。













　　エピローグ







　長い一夜が明けた。

　エイクたちは、散々に荒あらしてしまった礼拝堂の片付けから始めた。なにしろ礼拝堂は酒の匂においが充じゆう満まんする、大だい宴えん会かい後の惨さん状じようだ。しかしそこは、心配して駆かけつけてくれたヘルミーネの協力もあり、完かん璧ぺきに清せい掃そうがなされた。家事手伝い妖よう精せいはエイクたちをこき使いながらも、礼拝堂を元に戻もどしてくれた。

　まだ飲んでいない酒さか樽だるは、アザンレニュイがその膂りよ力りよくでもって酒場『メリーメリー』まで持って行ってくれた。吸きゆう血けつ鬼きと唯ゆい一いつ渡わたり合えただろう守しゆ護ご竜りゆうは、エイクを見るなり開口一番、

「妾わらわ、悪くないから」

　どこか拗すねたような顔でそう言った。もちろんレニュイの責を問うつもりはなかったが、わざわざそんな風に言うということは、レニュイ自身、罪悪感のようなものを感じているのかもしれないと思った。

「今度からは、一人で無茶なことしないでください」

　そう言うしかない。なんて思っていたら、そこへシルヴァがやって来て約束を反ほ故ごにしたことについて烈れつ火かのごとく怒おこっていた。レニュイは聞き流している風だったが、彼女の尾おがだらんと地に落ちていたので、それなりに落ち込んでいるのだろうと思った。

　眠ねむっていたジェシカとイザーナが目を覚ます頃ころには、大聖堂は元通りになっていた。

　ほぼ同時に、サキによるメルツェーデスのゾンビ化処置も、完かん了りようしていた。




「もう行くのですか」

「うむ」

　エイクの言葉に、サキは頷うなずく。

　丘おかの上の教会では、出しゆつ立たつの準備を整えたサキがいた。まだ今朝の騒そう動どうから半日しか経たっていないというのに。エイクは事実上の徹てつ夜やなので目の下にクマが出来ているし、それは傍かたわらのシルヴァも同様である。

　ジェシカは二ふつ日か酔よいの頭痛で唸うなっているし、イザーナやレニュイは力を使い果たしたようで、各おの々おの適当な場所で休んでいるはずだ。

「迷めい惑わくをかけてすまなかったのう。今回のこと、すべて我われの責任じゃ」

「そうとばかりは言えないような」

「達たつ者しやでな、メル」

　シルヴァに手を引かれている、全身包帯の少女は、ただあう、あうと意味のわからない声を発していた。

「実験器具は道具屋が格安で買い取ることになっておる。面めん倒どうをかけてすまぬが、しばらく部屋はそのままにしておいてくれ」

　あれだけあったサキの研究器具は、既すでにジェントで売り払はらう算段をつけてきたらしい。実験のための器具は現地調達、現地処分が常らしく、旅をするサキの荷物は驚おどろくほど少ない。

「あう、あう」

「はっは、なにを言うておるかさっぱりじゃ」

　メルは、大おお仰ぎようなまでに腕うでをぶんぶんと振ふっている。すっかり復活する以前のメルに戻もどっていたのだった。

　あの後。

　大聖堂の一室を借りてサキの施ほどこしたゾンビ化を、エイクは詳くわしく知らない。こんな短時間で体組織を屍し蠟ろう化させられるわけがないので、なにかしら錬れん金きん術じゆつを用いたのだろうとは思う。そこでサキとメルがあるいはなにか話したのかもしれないが、エイクの知るところではなかった。

「エイク。本当にメルを預けてしまって構わんのか」

「そのほうがメルツェーデス……いえ、メルさんも喜ぶと思いますから」

　賑にぎやかなほうがいいだろう。メルの感じていた孤こ独どくの何分の一もわからないエイクだが、ただただ騒さわがしいだけの場所でも、いや、それこそがメルの欲しかったものなのかもしれない。

　サキはどうするのだろうか。

「研究は続ける」

　流る浪ろうの錬金術師は、またガラス玉に戻ったメルの瞳ひとみを、射抜ぬくように見つめていた。

「不老不死の研究の傍かたわら、吸きゆう血けつ鬼きのことも調べてみよう。もしかすると、メルを普ふ通つうの人間に戻す方法などというのもあるかもしれぬ」

　言っている本人が、あまり信じていなさそうだった。

「いずれにせよ、我われらには時間があり余っておるからな。我も吸血鬼ほどではないが、まだまだ生きるぞ」

「……はあ」

　結局、サキは何歳なのだろうと思うエイクだったが、考えても詮せんないことだと思い直す。本人に聞いても教えてくれないだろうし。下手をすればエイクより生きるかもしれない。

「考える時間はある。メルも急いで結論を出すこともなかろう……エイク。たまに様子を見に来るし、研究の成果も話す。吸血鬼に食われておるでないぞ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　教会は、メルの仮かり初そめの憩いこいにしかならないだろう。長い人生だ。懺ざん悔げを聞くなどという言葉で誤ご魔ま化かしたが、そんなまどろっこしいことをやめてまた、死のうとするかもしれない。

　しかし教会、そもそも宗教というのが、多くの人にとってそういうものにすぎないと、エイクもなんとなくわかっていた。人生は短いようで長く、誰だれにとっても慰なぐさめは必要なのだ。宗教も神も、人によってはその程度にすぎない。

　エイクやシルヴァにとっては、また違ちがうかもしれないが。

「今こん生じようの別れではない。メルよ。もう暴れるでないぞ」

「あうー！　あう、あうあー！」

　曖あい昧まいな言葉しか発さないメルだが、しかしちぎれんばかりの勢いでサキに腕うでを振ふっていた。

　それが、メルなりに持っていたサキへの親愛の情なのかもしれない。二人の間の絆きずなは横で見ていたエイクには察し難がたいものだったが、二人で通じているのなら別に構わない、と思った。

　これからは、メルとの絆を自分たちが結んでいけばいい。

「修道女にもなにかと世話になったな。特に薬の件では」

「あんなに薬を頂いてよかったのですか？」

「なに。角を手に入れたのはお主ぬしのおかげじゃし、メルの世話のために必要にもなろう。使い方は紙に記したからよく読んでおくのじゃ」

「メルさんは任せてくださいな」

　シルヴァは微笑ほほえむ。が、まだ少し顔が青いのは昨日の酒のせいだろう。二ふつ日か酔よいにはカモミールが効果的なので、後で煎せんじて飲ませようと思った。

「ではな」

「あ、送りますよ」

「必要ない。神父にもよろしく伝えてくれ。なに、どうせまたすぐ来る……我われの感覚で、じゃがな」

　次は五年後くらいかな、とエイクは漠ばく然ぜんと考えた。

　教会前の街かい道どうを進んでいくサキに、エイクは頭を下げる。異国の装しよう束ぞくの錬れん金きん術じゆつ師は、長パイプを振るだけで挨あい拶さつに代えていた。メルは一歩前に出て、あうあうと言いながらぶんぶんと腕を振っている。相変わらず加減を知らない。

「メルさん、そんなにすると」

「あう？」

　ぶち、という音がした。

　注意する間もなく、包帯ごとちぎれたメルの腕が、明後日あさつての方向に飛んでいくのだった。




　私が言うのもなんだが。

　よくもまあ、見習い神父に落ちこぼれ淫いん魔ま、パン屋に首なし妖よう精せいなんてごった煮にのメンツで、吸きゆう血けつ鬼きに立ち向かってきたさね。

　吸血鬼なんてのは雑魚ざこの類は本当に雑魚だが、私レベルになりゃあ竜りゆうをも圧あつ倒とうするってのに。

　こんなごった煮にの教会だからこそ、私もこんな、ゾンビになって居座ることができたのかもしれんがね。

「うー……頭痛い。ねえシルヴァ、これで合ってる？　変じゃない？」

「そうですわねえ……概おおむねよろしいと思いますけど、もう少し縫ぬい目めを細かくすると丈じよう夫ぶになるかと」

「む、むう。こ、こう？」

「ええ。上手うまいですわジェシカさん」

　ふっと目覚めた。

　以前からのことで、ゾンビであっても時たま、こうしてメルツェーデスの意識が浮上することがある。今は、いつの間にか両腕うでがちぎれていた自分は、右腕を淫いん魔ま、左腕をパン屋に縫ぬわれていた。正確にはちぎれた関節部の包帯を縫われているだけだが。

「あうー。あー」

　声は勝手に漏もれる。意味をなす言語にはならなかったさね。当然といや当然なわけだが。意識はこうしてたまに復活しても、身体からだはゾンビのまま。

　不自由なくらいで丁度いい。

　どうせ自由になれやしない。いつだって、私も、みんなも、不自由な身体を引きずって生きているようなもの。自分の思う通りになんていきやしないんだから。

「ごめんなさいねメルさん。もうすぐで終わりますので」

「あう」

　シルヴァは優やさしいさね。彼女なりに苦労があったんだろう。

　一方のパン屋は針と糸を手に奮ふん闘とうしている。こっちはもう、ただの人の子で、私なんぞから見れば小さな生き物。でもそんな相手に何をする気もない。私は今は、不自由なゾンビだ。

　こんな思考も、すぐにまた沈しずむ。

「まったく……なんで私が」

「手伝ってくれるって言ったのはジェシカさんじゃありませんの」

「私だって裁さい縫ほうくらいできるのよ」

　教えてもらったパン屋のほうが偉えらそうさ。

「大体、ワイン一いつ杯ぱいでエイクは心配しすぎなのよ。確かにお酒には強くないけど、さすがに死にゃしないって。アンタはもういいの？」

「まだ少し気分が悪いですけれど……イザーナさんほどでは」

「さっき様子見に行ったら、なんか呻うめきながら転がってたわ。生なま首くびが」

　なんだい。

　てっきり数日経たったとか思っていたが、どうやら飲み比べから一日も経っていなさそうさね。それなのに私の身体がこんなボロボロなのは一体どういうことさね。ゾンビの私はなにをやってたんだ。

　サキはいないのか。

　いないだろうな、と思った。結局、あの錬れん金きん術じゆつ師と明確な意思疎そ通つうをしたのかは微び妙みようなわけで。でもどこか胸が空くう虚きよだから、やっぱり寂さびしがっている自分がいるんだろう。

　奇き妙みような縁えんだったが、教会に連れて来てもらったことを思えば、あの錬金術師に感謝したくもなるってもんさ。お互たがい長く生きそうだし、また縁もあるかもしれん。

「ていうか、このゾンビもあれでしょ。エイクを吸きゆう血けつ鬼きにしようとしたんでしょ？　そんなんと一いつ緒しよにいて大だい丈じよう夫ぶなわけ？」

「それは噓うそだったわけですし……それに、今は懺ざん悔げを聞くために教会に置いているのですわ」

　建たて前まえはそうなわけだが、しかし冷静に考えてみりゃゾンビの状態でどうやって話せばいいんさね。

「それにいくらエイク様でも、ゾンビに心乱されることはないと思いますの」

「そうね。つーかいつも隣となりにアンタみたいのがいたらね」

「あら嫉しつ妬と？　よろしくありませんわそういうの」

「段々、アンタも容よう赦しやなくなってきたわね……」

「うふふ」

　女の争いはいつだって怖こわいもんさ。やっぱりあの神父はモテるんだろうね。そりゃそうだ。女は自分の話をちゃんと聞いてくれるヤツに弱いもの。

　ましてや、真しん摯しな相談を持ち込んで、真摯に対応されちまえばね。

「修道女なの忘れないでよ。エイクだけじゃない。アンタも恋愛厳禁なんだからね」

「わ、わかっていますわそれくらいっ。わたくしだって生なま半はん可かな覚かく悟ごで聖職についているわけでは」

「……やめましょこの話。不毛だわ」

「そ、そうですわね」

　なんだいなんだい。揃そろってヘタレかい。

　あんな野菜しか食わなそうな男、押し倒たおしちまえばどうとでもなるような気がするんだがね。

「そんなんでいいのかい」

　あ、ヤバ。

　気付いた時には、不自由な身体からだが勝手に喋しやべっていやがった。つーかこの身体喋れるんかい。普ふ段だんのあうあう言ってるのはなんなのさ。

「お前たちがやらないのなら私が、横からかっ攫さらっちまうよ」

「なっ、なんなのよこのゾンビー！」

　パン屋が声を荒あらげる。いやあ喧けん嘩か売るつもりじゃなかったんだがね。

　ちょっと背中を押してやろうと思っただけ。そう言い訳したかったんだが、この身体は不ふ随ずい意いで、また一いつ瞬しゆんの暴言の後には、意味をなさない言葉の羅ら列れつを吐はき出すだけだった。まったく、ガラス玉の瞳ひとみじゃ感情表現もろくにできやしない。

「や、やっぱり埋うめるべきよ！　こいつエイク奪うばうって！　絶対奪うって！」

「じぇ、ジェシカさん落ち着いて。本心ではないと思いますの。ちょっと言葉が出てきただけで」

「アンタもはっきり聞いたでしょーが！　エイク盗とられていいの!?」

「よくありませんわ！」

　本人のいないところで恋心を主張したって意味ないだろうに。

　ぎゃあぎゃあうるさい二匹ひきの小こ娘むすめを尻しり目めに、私はゾンビの身体からだで考える。賑にぎやかなだけで癒いやされてちゃダメだってーの。

　死ぬまでに、自分がどう死ぬか、ちゃんと考えておかなきゃね。私が望んだ、赦ゆるしと救いも、はっきり言って望のぞみ薄うす、という気もするし。

　とはいえこうして思考できる時間は限られてるしで、あんまりチャンスはないのかもしれない。だからうるさい小娘二人を挑ちよう発はつするのなんかやめにして、やっぱり自分のことを考えようかねえ。

　うん。

　命はともかく、あの見習い神父の唇くちびるくらいなら、地じ獄ごくへの土産みやげにはアリかもしれんね。

「……二人とも、どうかしましたか」

「っ、え、エイク！　なによ急に入って来ないでよ！」

「す、すみません。なんだか騒さわぎになっているようだったので」

　まさか騒ぎの原因だと思いもよらないエイクが、部屋の中に入って来た。というか今気付いたがここはシルヴァの部屋かい？　意識が途と切ぎれ途切れだと状じよう況きよう把は握あくすら困難さね。

「メルさんの調子はどうでしょう」

「そ、それがええと、今、吸きゆう血けつ鬼きのメルさんが喋しやべったように思ったのですけれど」

「あうー。あうー」

　なにかを主張してみたかったが、無む駄だらしい。

「まだゾンビ化処置の予後が不安定だと、サキさんが言っていました。しばらくすれば落ち着くと思いますよ」

「あ、そ、それならよかったですわ」

　ほっと胸を撫なで下ろすシルヴァ。うーむ。エイクの幼おさな馴な染じみっぽいパン屋もそうだが、この淫いん魔まも仕草が一々可愛かわいらしくてライバルとしちゃ強敵さね。

　誰だれかと一いつ緒しよにいなければ維い持じもままならないゾンビの身体を持つということは、つまり裏返せば一人ではないということ。

　しばらくは、覚かく醒せいした意識の先にこんな賑やかな光景があると思うと、散々やってきた暴ぼう虐ぎやくも、後こう悔かいだらけの長すぎた生も、どこかにいる神様とやらに赦ゆるしてもらえるような、そんな気がしてくるさね。

「どうですか、メルさん」

「あうー」

　調子を尋たずねられても、返答はこの調子。

「しばらく一いつ緒しよです。よろしくお願いします」

「あう。あうあ」

　いいから早く腕うでを直せ。

　言ってみても通じない。まあ、今はそれでいいさ。じっくり自分のことを考えることにしよう。

　恋こい敵がたきの多そうなこの教会で、いつエイクの唇くちびるを奪うばうか。

　それもまた、じっくり考えようじゃないさね。

　──さっき言ったことを気にしているのか。

　シルヴァとジェシカ。二人のキツい目線を感じながら、私はまた泥どろのような意識の底に沈しずむ。

　次に覚かく醒せいした時は、ちょっとは恋も進展してたら面おも白しろいな、と思いながら。

　覚醒の時に一人じゃないと信じられるなら、神に逆らった意味もあったかもしれないさね。




　それからのことである。

　時折、満月の夜になると、包帯を全身に巻いた吸きゆう血けつ鬼きが、外がい套とうを翼つばさのように広げて丘おかの上の教会を訪おとずれる。そんな噂うわさが、ジェントで一時期広まった。

　吸血鬼がなにをしに来るのか。守しゆ護ご竜りゆう様と酒盛りをしているとも、フォーグス神父に懺ざん悔げをしているとも、その美び貌ぼうで若き見習い神父を籠ろう絡らくしているともいわれる。

　もちろん噂うわさは噂。すぐに伝でん播ぱして消えていく。

　ただ、噂と同時に、ジェントの酒場『メリーメリー』で、酒が盗ぬすまれるようになったくらいだ。消えたワイン樽だるの代わりに古いコインが置かれていたが、自警団による捜そう査さでも犯人はわからずじまいだった。

　教会を訪れる吸血鬼は、血の代わりにワインを飲むのだと、新たな噂が街中では囁ささやかれていた。










あとがき




『墓場から蘇よみがえる』

『生者を襲おそう』

『死んだらそいつも仲間になる』

　さて、これなーんだ？

　大半の人がゾンビと答えるかと思います。が、しかしシスターサキュバス的な正解は吸きゆう血けつ鬼きです。いわゆる東とう欧おう中心に伝わる吸血鬼＝生ける死者。土ど葬そう中心の文化だからこそ生まれた、恐おそろしい怪かい物ぶつです。

　それが洗練されたのはジョン・ポリドリやブラム・ストーカーによる文学作品の影えい響きようと言われております。地方によって名前や生態が様々だった吸血鬼たちは、文学・映画によって貴族的・紳しん士し的怪物ヴァンパイアへと変へん貌ぼうしていくことになります。

　一方、ハイチはブードゥー教。マイナーな呪じゆ法ほうであり、呪術師の労働力にすぎなかったゾンビが、圧あつ倒とう的物量でパンデミックやバイオハザードを引き起こす凶きよう悪あく怪物に姿を変えたのも、ハリウッド系映像作品の力と言えるでしょう。監かん督とくが吸血鬼の伝承をモデルにしたとも言われております。

　まったく性質は違ちがえど、創作作品の影響で世の中でのイメージが一変したという点で、ゾンビと吸血鬼は似たもの同士なのかもしれません。

　編集Ｋさんに、吸血鬼でやりませんか？　と言われた時、こんなことをつらつらと考えてしまっていました。

　そうして生まれた新キャラの物語、三巻でございます。皆みな様さまどうも、折おり口ぐち良よし乃のでございます。

　今回も楽しんでいただけたら幸いでございます。




　では、この本に関かかわってくださった方に感謝を。

　編集ＫさんとＭさん。いつもお世話になっております。今回のお話でユニコーンと吸血鬼は編集Ｋさんのご提案でした。ユニコーンは変態になってしまいましたが。

　そして絵師のＫｅＧケージさん。一、二巻に引き続き感謝しております。ＫｅＧさんが表紙で描かかれる、一向に懺ざん悔げする気のないシスター・シルヴァが大好きです。

　そのほか、何気なくいつも格好のネタをくれる家族、細かいところまできっちり指し摘てきをくださった校こう閲えつ様、そして誰よりも読んでくださった皆様へ、最大限の感謝を。




　シスターサキュバスの今後の予定ですが。

　現段階では未定の部分がございますので、はっきり申し上げることができません。作者はツイッターを始めましたので、そちらのほうで続報をお待ちいただけると助かります。

　それではまたどこかでお会いしましょう。
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折おり口ぐち良よし乃の

モン娘好きな24歳。日本酒でやらかしてしまったこと多々。酒癖はかなり悪い。ただし梅酒やワインは飲んでも飲まれないので、果実系だと平気なのだと思われる。ビールがさっぱり飲めないいまどきの男子。
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イラスト／ＫｅＧ

愛媛県出身、愛媛県在住。

埼玉県民を止めて、地元愛媛に帰郷しました。

でも相変わらず引きこもって絵を描く日々です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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